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吉川中学校
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日 本 建 築 協 会 会 告

4 解体修理中の古建築見学会( 第 4 回)

一一一 国 宝 ・ 東 福 寺 三 門 そ の 他一 一ー

、解体修理中の古建築見学会、として今までに 3 固にわたり種々の

古建築を見学して来ましたが、シリーズ第 4 回の企画として東福寺

三門の見学会を開催いたします。

今回はコンクリート杭と鉄骨を用いての地下遺跡の保存や、鉄骨

による木造部材の補強など話題の多い修理現場て" あり、また木造と

しても屈指の大建築でもありますので、文化財保護事業の実際を理

解するのに恰好の機会と思います。会員諸氏の多数のご参加をおま

ちしております。

なお、修理現場見学後は東福寺内の熔頭を見学する予定です。

今回は東福寺殿のご厚意と京都府文化財保護課の川嶋主査殿に多

大のご協力を賜わりました 。

日 時 7 月 5 日( 土) 集合14 ・0←令解散17 :  00 

集合場所 東福寺境内 ・禅堂前| 付近 ・目標会旗

〔参考〕 交通費は各自負担のこと 。

京阪電鉄淀屋橋より急行乗車( 15分間隔発車) →伏見稲

荷で普通に釆り替え「鳥羽街道」下車( 片道 190 円) →徒

歩 8 分( 参加 l証に略図明記します。)

講 師 京 都 府 教 育 庁 文 化 財 保 護 課 主 査 川 嶋 一 雄 氏

定 員 40名

会 費 700円 ( 資料及拝観料、抹茶代 )

行 程 14 :  1か→ 15 :  40 東福寺三 門修理現場その他見学及説明

15 :  40→ 16  :  30 通天僑その他拝観

16  :  30-→ 17  :  00 懇談会 ・現地にて解散

( 川嶋主主主殿及中尾技師殿に同席願う予定)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 名限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号

を記入し、 「東福寺の三門見学」と明記の上 6 月25 日制

までに建築協会事業課へ。ただし定員を超過したときは

抽せんにて決定し、お知らせいたします。

4 通常総会開催通知

昭和50年度第 1 図通常総会を下記のとおり開催いたします。本務

ご多忙のところ拘に恐縮ながら何卒お繰り合わせご出席下さいます

ようお願い申し上げます。

社団法人日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

戸

』

-=
一
一

回
ロ

と き 昭和50年 6 月26 日( 木) 午後 4 時 半 ~

と二ろ 日本建築協会 4 階集会室( 東区北浜 3 - 37)  

ぎだい 1  昭和49年度事業報告承認の件

2  "  "  決算報告承認の件

3  昭和50年度収支予算承認の件

4  名誉正会員推挙の件

4 沖縄海洋博建築写真集刊行

詳細は本誌80頁をご覧下さい。

4 西山記念会館と旧ハンター住宅

( 重要文化財) の見学会

神戸市基合区の脇浜の国道にそって三角形の曲面で構成されたユ

ニークな建物が眼をひきます。

この建物 ・西山記念会館は川崎製鉄側初代社長西山繍太郎氏の{ 卒

業を永久に称すべ〈計画されたもので、 l 階に記念室を設け、西山

禰太郎氏の種々の愛蔵品 、川 崎製鉄側の歴史の写真などが展示され

ております。

全体的に非常に特異なデザインで正三角形の平蘭計画のうち、中

央の正六角形に主要用途部分( 主に中、小集会室 、娯楽室など) を

設け、外1"IJ の 3 ヶ所の正三角形部分が階段、使所、付属部分を集め

てコアーにしており、また内外仕上面がほとんど曲面で構成されて

おり、施工上の新工夫が至る所にみられます。

今回は 川崎製鉄側殿のご厚意と村野 ・森建築事務所殿、清水建設

側殿のこ。協力により見学することになりました 。

また同時に神戸の洋風建築の代表的な遺構の一つである旧ハンタ

ー住宅( 重文) を明治建築の権威、坂本勝比古先生のご案内で見学

いたします。 多数ご参加下さい 。

日 時 7 月 15 日( 刈集合13 ・30→解散16: 40 

集合場所 西山記念会館 ・正面玄関付近 ・目標会旗

( ただし阪神屯鉄、神戸線「春日 野ill
J

駅下車、述絡口より地上へ:lJ てすぐ。)

〔 参考 〕集合所までと、阪急 ｭ 鉄「春日野道→西 ｩｬｴｬ ｕｬ ｊ ＴＰ 内町交通 Ｇｬｾ は各自ニＧ負打 Ｑ 耳 ｩｊｩ います。

講 師 旧 ハ ン タ ー 住 宅 に つ い て

神戸市教育委只会社会教育部主幹工学博士 坂 本 勝比古氏

定 員 40名

費 500円 ( 資料代その他)

程 13 :  40-→15:  00 西山記念会館見学と説明

15:  00→ 同上出発・ ・徒歩にて阪急電車「春日

野道」駅へ

大阪行普通乗車→次駅「西灘」駅下車

. 0‘  

3玄

行

15 :  13→ 

申

-ー・徒歩にて旧ノ、ンタ一住宅へ

15:  40→ 17 :  00 旧ハンタ一住宅見学と説明 ・終了后現

地にて解散

込 往復はがきに限ります。 はがきは l 枚に l 名限りとし、

氏名 ・勤務先名・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便番号

を記入し、 「西山記念館と旧ハンター住宅の見学会」と

明記の上、 6 月28 日仕) まて引に建築協会事業課へ。 ただし

定員を超過したときは抽せんにて決定し、こ‘ 通知いたし

ます。

- 西山記念会館建築概要

所 在 地 神 戸 市 主 主 合 区 脇 浜 町 3 丁目 52

設 計 村 野 ・森建築事務所

12t 理 川崎製鉄側営繕部建築課

施 工 清 水 建 設 側 大 阪 支 庖

規 棋 階 数 地下 2 F 、地上 5 F 、塔屋 1 F  

軒 高 24. 000 m 

敷地面積 1，757. 85m'  

建築面積 1，048. 53m'  

延床面積 6 ，349 .82m'  

構
1、必旦ニ

S R C造及び R C造

工 期 昭 和48年11月 1 日~昭和50年 3 月15 日

- 重要文化財旧ハンター住宅について

わが国の洋風建築のなかで一分野を占める開港場居留地建築の代

表的な遺構の一つである。規模大きく、建築技術、構造、意匠な

どで優れた水準を示している。

13  



4 昭 和50年度日本建築協会常設委員会委員

昭和50年 4 月16 日開 催 の定 例 理 事 会 に お い て ， 下 記 の と お り 各 委

員 を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬称略 ・50音 順 。 印委 員 長 O 印 刷

* 編集理事) 職場名は略称を用いました。

叫昭和50年度日本建築協会理事の会務

分 掌

一 一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

ム 森 下

赤 木

飯 田

O窪 田 祐 (大 林 組) ! 印 藤

O大 橋 一 雄 (関 西 1 [ L カ) ! 植 田

O小 泉 笠 ( 銭 高 組) ! 大 久 保

O花 房 文 一 郎 (竹 中 工 務 庖) ! 大 隅

O柳 民 也 ( 村野 森事務 所) ! 岡 田

(見学会小委員会担当 ) !  河 上

O堤 兼 雄 (大 林 組) ! 阪 念

ム 水 谷 勇 (松 村 組) ! 柴 田

荒 川 治 徳 (消 水 建 設) ! 島 田

今 井 平 (大阪市 交 通局 ) ! 鈴 鹿

島 田 氏 彦 (竹 中 工 務 庖 ) 1 瀬 戸 本

上 出 秀 雄 (藤 木 工 務 応 ) ! 関 根

堀 田 宗 男 (地 池 組 ) 1 回 中

前 野 良 規 (大 阪 市 建築 局) ! 千 築

山 岸 盟 美 (大 成 建 設) ! 塚 本

渡 辺 智 昭 (成 品 建 設) ! 野 崎

(広報小委員会担当) 古 川

O 三 品 哲 夫 (大 阪 市 建 築 局) 1 本 多

ム 上 松 定 行 (大 建 設 計) ! 山 下

ム 打 i良 政 信 (新 興 建 材) ! 渡 部

市 川 正 夫 (竹 中 工 務 底 ) 1・ 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

内 野 慾 次 ( 日 本 板 硝 子) 1建築デー タy ートの企画制J I ! . 刊行

遠 藤 良 介 O! t 畑事務所) 1  (Q>井 上 泌 (大 建 設

忍 田 精 三 (近 畿 電 気 工 事) ! ム 岡 田 圭 司 (大 阪 電 気 暖 房)

佐 藤 泰 (大 阪 市 公 園 局 ) 1 岡 本 繁 ( 術

仙 回 四 郎 ( カ ン ダ ン) 1 木 村 久 夫 (大 阪 市 建 築 局 )

栂 井 千 澄 (大 阪 市 消 防 局 ) 1 香 西 喜 八 郎 (束 畑 事 務 所)

西 尾 宗 H青 (大 阪 府 建 築 部) 1ム 酒 井 蔚 三位 ( 大

原 見 昌 志 (安 井 事 務 所) 1 島 津 孝 (竹 中 工 務 腐)

平 川 玄治 Ｈ 修成専門学校 Ｉ ｜ ム正法院 ｼ 場三Ｈｾ 本雌総会 ｗｬｩ ｦｯ ｦｲ )  

平 田 作 太 郎 (平 田 タ イ ル) ! 鈴 川 太 郎 (大 林 組)

古 田 博 ( 日 本 住 毛 公 団)1 竹 内 新 ( 油

南 次 郎 (浅 沼 組) ! 中 村 哲 士 (安 井 事 務 所)

森 竪 ( 大阪府住宅供給公社) ! 羽 入 洋 (消

( 若い会員の集い小委員会担当) ! ム 長 谷 川 昇 昭 (近畿地方建設局 )

O西 村 良 平 (阪 急 電 鉄) 1 樋 口 登 ( 大阪市住宅供給公社)

ム 中 村 恭 三 (大阪 芸 術 大 学) 1  深 沢 勝 美 (大 阪 府 建 築 部)

ム広瀬正治 Ｈ 消水建設 Ｉ Ｑ Ｒ 真塚達夫 Ｈ 束畑 ｚ ｬ ｾ 務所 Ｉ

ム 宮 後 浩 (官 後 事 務 所) !  矢 倉 宏 純 (新日本設備計画)

元 之 (大 阪 市 公 園 局 )

悶 文 (小 河 事 務 所)

彦 治 (検建築企画設計)

義 博 (大 阪 市 建 築 局 )

自i)L 夫 (村野・森事務所)

久 能 {収 合建築研究所)

駿 子 (竹 中 工 務 脂)

宏 郎 (浅

隆 志 (東 畑 事 務 所)

嘉 一 (大 阪 府 企 業 局 )

敬 四 郎 ( 日

啓 三 ( jli

幸 雄 ( 日本住 宅 公団)

淳 (安 井 事 務 所)

雄 (堺 市 公 闘 部)

勝 ( 鴻

成 ( 大

司 ( 日 本 住 宅 公 団 )

雄 (大

司 (竹 中 工 務 庖)

子 ( 7

校 (来 畑 事 務 所)

子 (企 間 設 計 社)
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- 事 業 委 員 会

見学 ・議前 ・説明・展示 ・慰謝t会 ・若い会只

のJ I ! いなどの事業金回目釘よび実施

委 員 長理 事 各 位 の 会 務 分 掌 が 下 記 の と お り 決 ま り ま し た 。

( 敬称、田島 ・。 印主幹)

会 務

総 務 ( 14名 ) ｾ＠ エ 計( 7 名) 編 集( 12名)

部門7 J 1j

市 川 宏 大 沢 徳 吾 郎 井 上 j晃

国 則 一 夫 。 山 田 義 行 岡 田 光 正

小 林 清 北 垣 智 造

技 術 。佐 野 正 一 小 西 山申

部 門 寺 田 徳 重 高 野 考 二 郎

窪 田 祐

。松 村 慶 三

山 田 幸 一

浅 沼 猪 之 吉 大 林 芳 郎 前 野 慶 太 郎

総 合

1鳴 池 藤 一 松 村 雄 二

部 門

竹 中 錬 ー

白 井 周 二

宮 武 伊 三 郎

電 気 音11 門 今 元 康 彦 小 林 四 郎 菅 谷 健 児

管 工 部 門 須 賀 孝 岩 井 市 郎 伴 一 郎

建 材 部 門 井 上 i季 夫 室 谷 山 水 渡 辺 恵

支 昔日 佐 々 木 米 太 郎

司会員の受章

こ の た び 下 記 の 方 々 は 建 設 関 係 功 労 者 と し て 夫 々 表 彰 を 受 け ら

れ ま し た 。 こ こ に 誌 し て そ の 栄誉 を お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。
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水

初 雄 氏 (大林組刷社長 )

太四郎氏( 奥村組会長)

幸 三 郎 氏 (附ノザワ会長 )

敬 氏 (新工務所会長 )

六 郎 氏 (松本金物倒社長 )

誇 雄 氏 ((仰今西組社長 )

幸 三 郎 氏 ( 問中主I l 翻附社長)

賀 氏 (大劉附社長 )
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賢 明 ( 京 都 大 学)

貴子子詰 (近 畿 大 学 )

健 児 ( 大阪' ; l ! : ｾｻ成材Ｉ

基 之 (大 成 建 設)

康 彦 ( 大

弘 成 (大

考ー二良1¥I叩 南 挫 設 工 業 )

俊 治
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匠 ( 中 川 脈 事 務 所 )

奇と ( 大 成 主II 設 )

ｾｌ＠ ( 7 ラレ 'g' *書剖¥)

藤 川 愁 ( 日本挫築総合試験所)

I  星 野 二 郎 ( 岳 札 喋 設 計 事 務 所 )

. 住宅委員会 |  

10 牧 田 顕 治 ( 大阪府税線計両諜 )

住宅に l刻する研究並びにこれが改善につい I  -

て の 一 般 皆 様 よ ろ ず 相 談 悦 援 の 開 設 10 元 木 貞 次 ( 州紡エン ;7Z)

喜 一 郎 ( 大 阪 市 挫 築 局 ) I@ 山 田 幸 一 ( 関 西 大 学 )

消 ( 日 以 企 業) I 和 田 得 也 ( 桜 木 1 務 脂 )

尚 三( 太阪市肺再開発局) I・出版委員会

重 雄 ( 大阪市住宅供給公社) 1  ill 築に| 則する図占的企l同 制集 ・刊行

嗣 夫 ( 京阪 屯 鉄 控 築 課 ) 1  育

清 治 自1¥(都 品 工 業 高 校 ) 1  池

秀 夫 ( 日本分譲住宅協会 ) 1  木

卓 ー ( 大 l司 処 設 ) I @小

岬 ( 田 中 小 商 事 務 所) 1 坂

康 雄 ( 大阪府住宅政策謀 ) 1  清

清 子 ( 大阪女 子 短 期 大 引 | 玉

律 夫 ( 大阪府主II 築指導諜) 1 星

重 清 (小 場 住 研 ) 1 水
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ｬ あらゆるシャ ν レの企画に挑む ｬｾ･｝ＮＮｬｬＮ
社 会 が 拡 大 し 複 雑 化 し て く る に つ れ 、 企 業 活

動 も 単 に 一 面 的 な と ら え か た だ け で な く 、 社

会 心 理 学 ・文 化 人 類 学 ・人 間 工 学 な ど 広 く 学

問 の 成 果 を 取 り 入 れ た 多 面 的 な ア プ ロー チ が

. " ー ケ テ ィ ン グ 部 門

企 業 的 販 売 活 動 が 矧J 栄 (I'J に 展開 され

るためには、あ らゆ る 動 向 に 立 脚 し て

い る こ と が 大 切 で す。 そ ニ で 7 ー ケ

テ ィ ング苦11門は、セ ー ル ス プ ロ モ ー

ンヨン、商品開発などに必要な、あら

印 る 情 報 の 収 集 と 淵 資 、 分 析 、 計l而

を4子ないます。

. ア イ デ ア セ ンター

マーケティングh"!i ! l i 功に基づいて、弁事E

広告キャンベーン企画、セールスプロ

モ- " ョン企同町立案から、パンフレ

ソト、 P R誌、ディスプレイ、パ y ケー

ジ . ノ ベ ル テ ィ な ど の 企 画 、 製 作 を

行 な い ま す。

必 要 に な っ て い ま す 。 そ う し た 時 代 の 要 請 に

応えて、 トッパン の 企 画 制 作 部 門 は 印 刷 を 軸

に あ ら ゆ る 媒 体 を 一 体 化 し 、 新 し い 社 会 ・企

業 ・生 活 環 境 づ く り を 目 指 し て い ま す 。

. トー タ ル メ デ ィ ア

人 11111活 動 、 販 売 活 動 の す べ て の 空 間

を〆ディアとしてとらえ、その総合的

な企阿と| 泊発をおこないます。 各 界

一 流の頭脳を. m的、環. l J t ll 日発、 C 1  

1十問、映像. flli し物、流行Il 日発などの

企 11町立案、制作、 5尾崎i をts.当 し ま す。

. そ の 他 の グ ル ー プ

以 上 町三 つの苦111"1 に は 、 そ れ ぞ れ thl，

カチームが車且織されています。 専 門

分 野 町 ア イ デ ア と テ ク ニ γ 7 を 駆 使

して、 一 体 と な っ た 創 造 活 動 を 民 間

します。

凸 版 印 刷 株 式 会 社

1 6  
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質疑むと' の投前を j o Ｑ Ｇ ， ｾちして ｪ￲ り ます Ｎ

92 

複 合 用 途 防 火 対 象 物 と 無 窓 階 の 消 防 用 設 備

一消防法令の一部改正と疑義事項について一

正で、避難上または消火活動上有効な| 羽 口音11を

有 し な い ，;昔 、 つ ま り無慾階とは、 11階 以 上 の 階

にあ っ て は 直 径50cm以 上の 円 が 内 接 す る こ と が

できる! 日l口部 の 而 般 の合 計 が 、 当 該 階 の床 面 積

め泌 未 満 の 1; 皆 ( 泌 を こ え る 陥 を 普 通 階 と し 寸 。)

を い い、 101溜 以 上の ，; 皆にあ って は 直 径 1 メー ト

/ レ以上の Fg が内桜 す る こ とが で き る!日]口 部 ま た

は その 幅 お よ び 日 さが そ れ ぞ れ 75cm以 上 お よ び

1. 2m以 上 の 開 口部を 2 ヵ所 以 上 有 す る 普 通 階

以外 の Ｑ［ 皆 をいうとさ れた ｕ ，Ｎｬ，｜ｊｪｬ ｊｾＱ Ｕ 条 の 二 Ｉ 。

さら に/ ) 目白書11 ( 通 常 、 窓 お よ びHj 入 口 で|井j閉 の

で きるも の であ り、1) f.11b され る 部 分 を 対 象 とす

る。) の下 端 は床 而 から 1. 2メー トル以内 の もの

49. 6. 1十! の 消防法、| 百J }jfu fi' <;1 ， ｉｾ ぴ ｬ ニ ＴＹＮＷＮＱ 付 の

消防法施行令、 |吋施 行先I¥¥Hl J の 部 改 正 の ま な 改

正 事項 とそのw : ウ、 は 、 本 コー ナ - No.86で説 明 し

ました が、ニJ fK知 のと おり、 その ご49. 12. 2 1"J  

で さ ら に 消防法地行規則! の一 部 改 正 が行一わ れ、

消 防 法 設 備 等 の 技 術 基 準 の剃11 日が制 定さ れま し

た。 本 f";:j に おい ては、 その改 正 ')' ; J1' Iお よ び|λl 谷

に つ いての 説 明 は省 略 し、こ れ らの改 正 にfl o
う

法 令の適 用 を受 け る 場 介の 、 2 、 3 の問i組 に つ

いて 別途、 11'. 1 ( 自 治 省 消 防庁 主管 謀 長 ) から iJ1i

j生L 示 され ま し た の で 、 こ れ を と り」二 げ説 明 さ

せ て い た だ きます 。

その ｾＧＮｦｬ ｮ に ついての 続 ｬ 点、利用形態 その 他 の 状 であ り、当該1.)[，1口許11は 辺 また は 道 に 通 ず る 幅 員

況 によ り、他 の別 途 に 供 され る 防 火 対 象 物の 音11 1 メー トノレ以上の辿 路 あ る い は空 地 に而 す る も

分 の 従 属 II(J な古11分 を 椛 成 す る と認 め られ るも の の であるこ と ( 11階 以 上 の ものは |徐 < ) が条例ニ

がある とき は 、 当 該ー の用 途 は 当該 他の 用途 に とさ れ ている 。 また、I l f . J 口 部 は 前 記 のと おり |羽

含 ま れ る も の と す る ( 令 第 1 条 第 2 J1' O とされ 放 が可 能 主 も の で な けれ ば な ら な い の で 、 はめ

た の で 、 必 ずし もい か な る 場 合 であ って も絞令 殺 しのもの 、あ る い は 絡 子 付 さの もの ( 外 部 か

m途 防 火 対 象 物 の適 用 を受 けるむ の で は ない こ らの ( ' 51: 入、内部か ら の脱 出 不 能 ) は認 め られ な

とが明 ら か に さ れ た。 例、 lj: ;務 所 ビ ノレ内 に存 す い とされ てい る。

る① 大会議 室② 社 員 用 大 食堂③ 診 療 室@専用! i t 従 米 や や L すれば告If.窓|滑に該 当す るか、 どう か

市 場等 は 、 前記によ りそれ ぞれ ①は令 別 表 第ー の チ ェ ッ ク が見 務 とさ れ て い た が 、今 後 は 誤 リ

(ー)庁l 口 、 ② は (コ項 目 、 ③ は ド) 項 イ 、 ④は( 明 { イ ♀ 〈上 記 によ りキl附 された L 、もので ある 。 立お、

に 該 当 す るものでは な く、 半 務所 ( U;J 項 対 象 物 ) 49. 6. 1付 の消 防 法 の一 部 改 正 によ り 既 存 防 火 対

に従 属 する もの であ る の で 、(1，:JJ 1 質問途防火対象 象 物 に対 す る そ 及 適 用 に つ い ては 、 従 来二日乙iJ1i 1; 皆

そのー 複合用途防火対象物

(50. 4 .15付 jl1i j辛)

般 的には 出在| 坊火対象物 と L キiU，'f ビ J レともい

わ れ て い る が 、 要 は そ の 全体 が単 の 川 i金に 供

さ れ て い な い | 切火対象物 で 、 その 什11が消 防 法

地行令 Ｈ 以 下 、令 と ｌ 寸 。Ｉ Ｕ｝ ｉ ｊ 表 ｾＢＱ Ｍ ー Ｈ ー Ｉ 明 からＨ川

Ji' i ま で 、(Ii) 可l イ、(人:) Ji[ または (J uJj( イ lニW，げる 防 火

対 象 物の 問 i金に供 されて い るむのを( 人)mイ11}) 火

対 象 物 といい 、こ れ ら の 別 途 以 外の 2 以 上の !IJ

途 が混在 す る L のを( 人) 取 ロ|りJ 火 対 象 物 といい 、

いずれも 2 以 上の j 目途部分を 椛 成 する 防 火 対 象

物 をi呼称 してい る。 (47. 12. 1付 政 令の 一部改正 )

ｾｬ￮ｉ＠ :fi は 、い わ ゆ る 多殺 のずiーが tH人り する 防 火 対

象牧Iであ り、ま た 、 それ ぞれ Jll i盆日| 竹〉ご とに お

け る包，t'n依 l11 、不IJ JTI! 形態 を終 に す る も の であ リ、

ｉ ｾｕ 火 の 危険度 ｌ ｉＢＧｾ ｉ，Ｎ、ことから 、 とくに ｩ￬ Ｇ￭ 防 ｊｔｊ 設

ｦ ｬ ｩ￬ｬ ｾ Ｇ￬［ の設 置基準 をきびしく先 Ｑ，Ｑ ＮＱ ＱＱＱＱ してい る 。 ここ

に お い て 、 の 防火対象物 で ｾｻ ｾなる Ｒ 以」 の ｊｉｊ

途 に1Jh され るif[ 1ぅ〉 をイ干 す る| 坊火対象物は、 いか

なる 場 介 であって L 絞 介mi金防 火 対 象 物 と称 す

るこ ととな るのかは 、大方疑問] とさ n る ところ

であ リ、 Ｇｉ ｾ ［ｊｾ 、弁 ｲｬｩ ｬｬｊ ｬ 十 ｉ 消防機ｼ見 ｬ に よ づいてむ 、

その 指 導 に つ い て 必 ず し む 統 的 で 主 い こ と は

iI; め な L 、。 この こ とは、 それ によ り消防m設備

物に 含まれ 、当該日 ｶｪ 火対象物 は ｕ［Ｉ ｊｪＧ ｾｬ ￭ Ｑｪ 火対象物

として 必ｾ な 消 ｉ ｉｊｩ JfI 設備 さ手の設置規制|の適 用 を

受 け る 。 た だ し、 や は り 部 分 的 には 特 定 用 途 部

分 に必 嬰 む消 IVj JII設備 等 の 設置 は必 要 であると

巧 え ら れ た い。 ( 例 、会議 室 出入口 のi盟主lr 口誘

導 士 Ａ の設 置、駐 ＱＮ Ｑ ｾ ＺｊＭ｢Ｇ ｪ 音 Ｑ Ｑ 分 にお ける水 ｬ 噴霧消火 設

側 尚、Ｚ の 設 置 等 Ｉ な お、 ｾ ｧｴ［ 耳 ｉｉ 権 収が 典 主るもの 、

平IJ JTI J形態が主主な る等てがあ って L 、当 該 呉H( J Fl 途

古11分{ 立主たる m; 金に 従 属 す る部分 で あ る と 解 せ

. れるが 、 この 場令、 当 該 呉 服 用 途 部 分の 床I市

肢 の千吋十は 当該 主用途| 坊火対象物の床 面 積 の 合

計 の 10%未 満 であ り、 か つ 300 m'未 満 である こ

とが条 件 と さ れ て い る。

例 、 事 務 所 ビノレ 内 に存 する 包ー里II椛 ! 点の 異 な る 喫

茶 Ij¥i ( (三)rti ロ) 、 物 品 販 売117告iIi ((川I)JrI )、本米、 ():) JJi

イ に 該 当 す る が上 記 条 件 を充 足 す る L の に つ い

ては U，:J項 防 火 対 象 物 とさ れ る。 以 上の よ う な こ

とで従 米 、 絞 千子m途 l功火 ;対 象 物 に つ い て の 見 解

が統 A を欠 くものがあったと 忠 わ れ る が 、 これ

によ リI明確 に I'IJ 断 され 、 適正 な 法 令の iili!jel が は

か ら れ る こ と に な る と 忠 料 す る ものである 。

そ の ニ 無 窓 階

| 幼火対象物 に お いて 、 当該階が! ! ¥' 仁容，; 皆 になる 12・

の 設 置 を必嬰 とする 、 し な い と い う こ と に 主 リ、 介 は 、消防庁l設11iii 等 の 設置{ 基準 が普 通 階 よ りも

結 来 、 経 済 的 に もif() ，なIUoI係 を及 ぼす こ と に な t 企とき び しく 規制l されるこ とにな ってい るの

る。 49. 6. 1付 消 防 法の' i ) II& IEによ り、阪イト川 て"， 1i{，米、 f!I.F.'!i!i .l i. 皆にな るか 、 な ら 主 い か に つ い

途 防 火 対 象物 とは CI リj 火対 象 物 で政令てづとめる て は 、設 計 当初 から 充分配地. され てきてい る。

以 上の 川途 に fjI， さ れ る む の を L 寸 。 ( 法 第 8 しかしながら 、 建 物 の完 成 後 に お いて 無 窓 階 に

条 第 1 Ji[ )  1 とし 、 ↓ J. I の JTl j金 とは、製なる ー 該 当 す るの で、 これに 必 要 な消防J 用 設 備 ( 例 、

以上 の ｭ￬ 金 の う ちに 、令別 表 ｾＢＧ｜ . ( 川1から( J ，:)Jj'[ 既 設 の 熱 感生11岩誌 を煙 感 知 器 にと りかえる、ス プ

までに 仰 げる| 坊 火 対 象物 の 川J途 の い ず れ か に 該 リ ンクラ ー設備 が必 要 である ー ) を設置 しな

当する Jl li金が含まれている 場 介にお け る当該 ー け れ ば な ら な い と さ れ て 、 面 倒 な 問 題 を 起 こ す

以」 の JFI途 とするとし てい る が 、 この易; 介 にお 例 が 今 も な お 絶 えないと こ ろであ る。 この こ と

いて 、当 該 呉 な る ; 以上 の j 日速 の うちに 、 の はき わめ て重 要 であ り 、 設 計 者 諸 氏 には 、 充 分

用 途 で 当 該 川 途に 供 される| 坊火対象物 の部 分 が 旦11解 を願 い た い もの である 。49. 12.2付 の規 則 改

とさ れ てい た ｌ のであっても 本規 定によ リ、 ＡＡｉＮｾ

窓 慨 に 該 当 す る 場 介は 所要 消 防m設イ' ，m等 の 設出

が 必 要 であ る。 ( 大阪 dii l'j ll }j [. ; j刊i}jtm 田中 隆夫 )

<l 昭和50年一級建築士試験

期 日および時間

(1) r"i':f トのぷ験」 8  11 9  H  (1:)  

午前 9 11;¥' - 午後 5 11.¥') "  

(2)  ｲ 設 μｉ Ｇｾｾ ｉ ＺＮ＼ ｉ の式 験 ｊ 10111211 (1 1) 

午前 1111. ゲド ー午後 5 11. '1'

受験申込 手 続

(1)  受験申込受付期間および時間

II {l HI 50i F. 6 !12 1I(1I) - 1昭和50年 6 /16 11 

rけ午 liij] 011. ' 1' -' 1"後 4 11.'f

(2)  受験申込の受付場所

住所地 の ｮｬｬｪ ￬ＧｩＡ Ｈｈ ，｜，処 ｾ ｉ → ｩ ￵ ￆ ｊＵ i¥* また{ま "，1

Ｚｦ￀ｾ の ｊ 行定地 ［所

合格者の発表

IIr{千1150
1
H 21  120 11 (lJi:l' i  

なお 、r"f: f 'l の試験」については II{{ 干11501
1' . 9 11

29 rr (11) に党表 す る。

その他

設計裂|支!の課題 l立、II({ 和 5011'. 8 111  11 (. I-It の

'1' : 報で公子干する ほか 、 r"f: 科 のn式験J の 式l験

t，vi'ニ1u司ミす る。

<l 昭和50年建築主事資格検定

期 日および時間

々 作 科 11

主: 椴 ./'i

の lズラ〉

.級生必他i且l築

1，ゴ的 f資C柿

を-Irす る

(卜→ザ)

1  1:ご』及え |  

ｼ ぴ Ｑ，川 ｬ ｩ ｝ ｵｊ 正ｾ 1  

l 験 的 f介ト |

｜ 柿 ｊ布ｾ Ｍ )  

t!i lf. i  Y，' 伐

I' ｦ 十 ｉ ｾ 払Ｚ
行 政 巧 伐

免 除
1011 12 11111) 

'1三Ijii 911.1 

1.  _ .  _  .  1 .  .  1  Ｇｆ Ｇ ｬｪｩ ｬｬ ｬ ｉ ｌ ｾ＠
(  -)に J虫、"，[ 8 月9日W 110 1112 11 (11) 

|乍 li ij 911年 1'FJ jii1 1U.J 'ド
(-)1 '  ".， ｾ＠ ".， l '  "''' ， 

し主い 円hO I五5昨 1..1 '1" 1圭5時

JJY扱 とH 会/ 1975'1・6 JJ り 1 7  



々
藷

』一バ

門

H

U

イ
不

お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自然 と 心 や す ら ぐ・・・・・ ・トータ

ル イ ン テ リ ア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。

N  
司配置車.

一一

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京
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読者の頁

建 築 技 能 工 の 育 成 ・教 育 は ど う 変 っ た

鈴 木 忠 五 郎

。 ま え が 占 x : ; 学校 で 、 左 'cr 科 は 大 都 市 だ け で 、 大 工 科 は I也

戦後のＧ判ｉｩ ｬ ｝ｴ次 Ｂ ｉ Ｇ ｾ て刈 Ａ ｗｩ 技 ￭ｩ ｬｴ に ］ ｩ＿ の ｩｬｬ ｗｩ職 工教 方持11干1， に も 多 〈 存 在 し て い た .

f i = は 全 < ｉｾ￪ 止 され Ｎ学校教 ｦￎ 町教育体系から こ れ が 時 代 的 変 化 に { 半 っ て 、 il¥t蒔伐材・i t; ' 木 泣 か

「ノ ソク ア ウ ト J されて( J L( '1' "  ｉｉｴ ｾ ，己になる 。 どう変 ら煉 瓦 ー鉄 筋 ・鉄- j 'j に 進 展 す る に つ れ 、 学 校 が

っ た か そ れ に 対 す る ttt 'I'11 が ，j' む き れ な い ま 主 つ い てwけ な く な っ て し ま っ た と い う よ りは、

こ れ が'i i:; ，ι波化 さ れ 、 伝 統 f ヒさ れ よ う と し て い る . 教師Ij 町 長 成 に 困 却 し た と >Lる 方 が当 を 得 た も の

処 築 伎 能 伴 を 巧 え る 必 必 む な い 、 必 人 工 で H. い だ っ た か む し れ な し 、 。 大 工 科 は現 場 政 骨 肉 主主成

と E況 を ι て る ，辿 築 家 さ え J] L れている 。 万では、 へ 、またはＮ泣， Ｑ Ｑ ・企画才 ￭ Ｍｪ 定成 へ と ｊ 勝下 に望 ｾｽＱＡ し、

ｊ 主肯ｉ＿Ｚ ｪ Ａｾ ，r( をmel '. pに 1企 努技 能 lこの 袋 ' 1' 1: 叙勲 で 、 j修 技能を・俗説するうべ} ? t ，が生れて来た 。 大 正 末 JVIか

だけの尊，T( ム ー ド を や っ て い る こ と し J'; ;J.f で あ 句 、靴工' 手校 の 1' ，材、変更 巡 動 が 起 っ た こ と む J';

る. と い う の は 峨，jij は ど う で あ っ た か を ま づl旦l 尖 だ っ た 。

馴 して 凡 ょう 。 そ し て 税 引 を 比 ょう 。 I此後 に f 干 むう 一 つは、 校 能 長 成 に は 教r，'li の 数 L 多 く袋 る 。

隙 の i:r ll 批 判l を Iル、たし、 。 実料工場だけでは、なかなか法成 ｮ ｾ 米ないも の

⑤ !j世li rJ で も あ っ た か ら で も あ っ た。 私 の 20ヶ年肉体! 段

＿ｾ＠ Iり1 ｾｻ￬＠ ｉｉ ， ｾ ＧＺ 代 的 処築技能教 ｦￎ を 仰 ｬ みよう 。 工業教 か句 ｬｾ < 知 り つ 〈 し て い る。そ し て 戦 後 になる。

fi  は 職 仁教 fi の 必 必 か 句 :1' ，発した 。 だ か ら 収 ーに @ 戦 後

'下 校 の fjlJ 立 か 旬 。f:め 句 れ た わ け で あ っ た 。 耳岐に 処 築 技 能 教 f f は 一 変 し て 教 f i 体系からi Q . :J 】され 、

' ' ' f : 校は、峨」二の 11I { れのまとでもあ っ た。 収」二γ. lj ユの工$ ，.t i交は必! Wi 科一 本 に 絞 ら れ 、 技 能 工 数

校 tH身は、 仁1"J，.j j ニ 入 社 し て 悦 に 入 っ て も 室 内れa TJ は文; 昔11γII ::J di 1，本町 教 育ms か ら南i長され て 司法業 訓11

除 を 免 除 さ れ た と の 一般 的 A阜 市 内 引 が き か れ た . 糾戸斤 の ｾｾ ｾ ｭ に人れ られた 。 失業以前、般職体系

@ 工 業ρ 川 立の 処 築 技 能 的 l人] 符 に 入 れ 句 れ て し ま っ た 。

ま つ' 多 〈 は J に に干ト で あ リ 、 次 、、て"L，' 'I' : 科 ・処 u 且 ｌ Ｚｦ五は ＱＧ ， 粉、だけ は 収業訓練校 と ｾ ｙＮＡ されたが、

科 ペ ンキ 科 ・米 共料 等 ー般 池 袋 職 人 的 教 育 機 学 校 教γf 体 系 に は 戻 句 な か っ た 。 '1-
1ｾ平 総皮 肉 Ｇ γ Ｍ

l見JI ; t 、 大 体 揃 え て あ っ た ニ と は ・JU ミだった 。 そ 校 と し て 社 会 む 認 め た 工 業1 ・ 戸 校 で は な 〈 、 何 等

れ を 学 校 内 .sl . 1Zから 比 る と 械 に の 育 成 だ っ た め のま苛 絡 む な い の だ か ら 、 どうしてむ社会の; t t ' .J IE

で 、 多 〈は 川 淵 ・佼: : : ' ( : : 料は他的 '1ド t.校 に 比 し怖 の T砕い こ と は 当 然 で あ る 。 そ れ に こ の職 業 訓 練

段 に 低 か っ た し ‘ ま た 、 uS' に は 彼肋 ま で 受 け た 佼 の 数 以 の 誕 成 機 IMJ が 全 くない。 いq家 か ら む 行

と か. 回((I'j に >L朗 自 さ れ て し ま っ た こ と は 、 fiif は さ て お

@ 職 工 学 伎 の .fo[i})IJ い て し 残 念 で な り ま せ ん。

大き〈分けると、乙脱と' 1 ' 1 ' 恨の' 下校になった 。乙 @ む す び

純 は 小 半 で 3 ヶ 年 修 了 の む の 、 ' 1' 純 は 小 半 で 5 :1'1. は こ の Ji jJ 姐 に つ い て は 、 大工i " E: iT む辿 設 労

ヶ 年 修 了 の む の と 日 平 で 3 - 4 ヶ 年 修 了 の も の 働組子学む 会 〈 既 定 的 事 実 と; tt' . 的 、 当 然 の こ と と

と が あ っ た . あ き ら め て い る と し かf三 じ ら れ ま せ ん。 ま し て

乙 純 は 地 万 に 多 〈 、 IUT立 又 は ml iL 何 学 校 が 多 〈 雄築家おや 。 大衆迅ｾＡｬ￭ Ｑｪ を起こそうではないか 。

を 占 め て い た o f J l 純は紘 伐 の |比)f，f ，で府 県 立 のユ二 日11梢恥日1 > で行時 しま した

園 園 圃 圏 <N

国 土 の 緑 地 を 想 う ー

ＱＱ 本 ｦｩ デヒ公 ＱＮＱＱＱｾｊ 州立Ｚ社此 ｴｬＧｬｬｾｪ 立 Ｑ ，， Ｑ 係 福 廃 勝 介

広 l" lf系 と バ え 1; 1 : ' 、どのようなイメ ー ジを 抱 か れ

る の で し ょ う か ? 伐のｾ［正 ｉ めでは ｉＮｉｕ 也の ｦｩ ・悼の

ぷ ，iIーを jll . ・"， し て い る 他 物 係 と f付f(条 f'I を 訓 明 快

fli ii し 、 It !.1人l以 外 の Illr j 悦，'，'.i よ リ fi'械 を配 i;'，' l.. j' ，Y! IJX 

し て い る I. IIj 也係 と の I/ ¥J に 、 J え々 の tlL は ，If; べ ら れ

て い ま す 。 !L.f ，j，: (I() な 11 慌 た 幼 と し て は 、 1.111也の

以 外 地 .12Bi 止1:1 とfII i . J IU!.t，; I が 人ー‘ 1"ーを ，'i め て い ま す。

つ まリトIjj 也'J}k1也l付の ど こ に 、 ど れ だ け 、 どの

う主 r "k1也J とrj. ! t ひす品 J を附; ｦｾ ｾ し、そｩＮ ｌ らをどん

む ! ｾＭ ｻ干に結び つ けるかとい っ た 川叫 に ＱＱ 々 Ｑ ＺＧ Ｑ Ｇ か

い介 って いるので寸 。 刊 に主 ｫｬ 也 の ｽｪ に ｉ ｉｊｾ をやれ

ば 、 今 11 fi"i :O公 1.11の I.ljj 也が 多 少 な リ と L 紋 色 を

1': し て い る の は 、 わ が i系 と j1: ｉ ｾｴｬ 係をむ っ たＢ止 ，， Ｑ ・

チ ー ムの( 1 ' (1:  ，¥' - 1. であると! ' 1 ft し て い ま す 。

し か し そ の !'Ii' l l.， 、 い つ む 11企後 に ど う し て む t A

い き れ な い 不 安 を感 じ て い る 此可l で す 。 そ の lJ;(

1大|に j'. な も の が よつ あ る と A 与え て い ま す 。 先 づ

ｕｩ 化技術の勉 Ｇ［ｾｬ 、 ｬ［ ｦｊ ｬ￪ 不足 。 つい光 年 まで 口 か

な ｦｆｯ ｫ に， ｉ ｊＡＺ まれたわが ＱＱ ， Ｑ 土ＱＧＧＱＺのためか、ｾ， ｫｻｴ 技術 ｪ

知 設の *wの l桜 丸rl ー の な さ と い う ・Wk は あ る に

し て ら 、 ノト 1I. fJ <々 が 引 っ て い る 技 術1;11減 は あ ま

つにも fiH-:I: で 1I1 感的であ って 、生 き 物 である ｴｬｬ Ｇ ｵｴｾＩ

を ＿￬ ｬ ｪ ｾ ｦＺＺ ＱＱＱ ＱＧ Ｑ としてしか扱えず、 ｉ ｊ ， ｉ 1ーの抗泌を |り'j (.  T-

iL て と は な ら な い と い う 1[. 心ず か し し 、 状 態 で あ る

が 。一 : 得 11 に jfi: {1二でこそ 「紙 j rみ ど りJ と出品がi L

て は 米 た む の の 、 ま だ ま だ 般 に は 、 そ し て 悲

し い こ と に は いl上 IlfH c 、平IIIIJ に | 刈わ っ て い る J 主

Wi .J片 f'I'jl:I に さ え む 紘 J也 の 人 川 に 、 十 | 会 に XI "I I'.

に 対 し て も つ 本 米 の む一味を J' I! .fi 1平 さ れ 主 い で い る 。

その状 ｩｬ ｬＮ の ＧＱＧ てＢ ｱＢｊ＼々 ｪ 立 ＱＮＮＱｾ ［ＱｬＡ カづ ｣ ， 汁 ｉ ｩＡを ｷ るには Ｎ

ｾＭ ｫｊ 也 の必 必 ＧＱＧ Ｑ Ｚ までをむ数 ｬ ， ｴ に ｩ 川ＡￍＧＮＡ えて表 現 しな

け れ ば な り な い と い う こ と で す 。 本 米 、 大 丸 ・

ｉ ｊ ｦｾ ・ ノ トえ あるいは ｩ 也 の ＧＱＺＮ午勿 とい っ た ｦ［ Ｇ ｬￍ ｽ￭ と ｬ 則リ

f 干し 、な が ら χ i'I づ か ら む 広ltJl 桃 IJJ 主主L l ミ の ひ と っ

て' あ る M.物日を ij i わEに 、 l 人 勺 リ あ る い は M" ・"，リ

何 本 の 樹 木 と い っ た よ う に 数 航 化 し て そ れ を .. 花

堺 市 立 庭 代 台 小 学 校

大川，告市

起 伏 の 多 い 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 嵯 代 台 に 位 置 し、今

ｊ ｾｉｃ 立、 ｴｦ ｊｬ ｬ ｲ 側 、給 食隙 を含む Ｑ Ｘ C  R 、 3 S CR で

全 体配 位 と し て は ク ラ ス タ ー 型 、 7 イ ン ガ ー 型 、

ホ ー ル 型 的 泌 令 7 イ プ で あ る .

グ ラ ン ド と 校 舎敷 地 と の レ ベ ル 王監( 平 均 2 . 5 m )

は 法而 を ゆ る や か に して 教 室 の テ ラ ス や li iJ臣室と

融 合 さ せ 、 教 宅 IItI J か ら グ ラ ン ド 面 的 刊 さ を 感 じ

さ せ な い よ う酉己1. 11.1: した。

ＨＱＱＺ年］ Ｎｦ ｉ Ｂｾ ｈ ｉｦ，口 へのス ロ ープ によるアプロ ー チを

は じ め 、 授 業 ー の 一 段 と し て あ る い は 休 惣 の 場 と

し て 多 11 (1勺に 利 !l' J で き る バ ル コ ニ 一 、 グ ラ ン ド

と管ｊｬ ｉ ｾｭｓ ｉｈ｝ を結ぶオーバーブ リ ｹ ジＨグラン ド

IItI Iか ら カ ン テ ィ レ バ ー ) な ど を 設 世 し 、 全 体 と

して 尚 IMi ヒを逝主けた テラス，、 ゥ ス { ドJ イメ ー ジ を

持 つ柿 成 と し た 。 所 在 地/ 排 rl i泌 代 台 。 設 計 /

ｺｹ ｾ＠ ， ＱＱ 必ｾｗＺｩ rm 藤 沢 狙! WE .己t .n' l';. 務 所。 施 工/ 大末

処 設。 敷 地 l(Oftl / 34 .  Ｓ ＰＰｭ Ｇ Ｎ 処 ｾ ｉ 刷 ｴＱ Ｒ ， Ｔ ＹＳ ｭ Ｇ Ｎ

4延 flnf，'1  4 . 669 m九 R C 、2 F 、3 F .  49/ 4 - 50/ 2.  

Ｂ命 しても、るＡｾｾしさ 。 そのワナが ｊ ｉ＼ ，< ;;'(1)11  ij; 1J! をむ

合 的 て 1-' ，' ち 中川 え て い る の で す 。

以 l の 圧 い に 相 |民l し た ー 点 が 今 日の 紋化' 1 ¥11の

かかえている 人・ さな ｮ ｬｊ 足 Ｑ ・ Ｑ の 一 部であると ｽｾｉＮ え

るので Ｑ 。 ニｩｌらを ｊｦｾリ ￅＡＦ え 、 Ｇｫ 物 の ＧＱＺＮイ ｯ 主総

で あ る . K I とノドIJI止を 似 会 し て u っ た II ，¥，はじめて、

深 山 側 ? 干の 大 森 林 か ら; 1::¥'，斤;目IS di の '1' の 日j .  >1' に

明 る ま で の 大 き 主 総I也 系 が ':1' らi L 、本当の I) f. J 1c  

が わーわれる のだろう 。 こうした ｪ 孟か ｪｾ｜Ｇ 、 ｪ ｩＱ ｦｬｾ を

氾! c、つつも、 何日 dif i二'記J也の '1' に 少 し で む 附 本 を

T; っそ う と し て い る 似 lこ! な の で す 。

.ill 築 と 社 会/ 1975年 6 月号 19  



ピロヲヱ111ド を 用 い た 防 水 層 の 耐 亀 裂 性 が 実 証 さ れ ま し た 。

完 全 な ア ス フ ア ル ト 防 水 /

製 品 は 歴 史 と 品 質 を 誇 る 日 新 工 業 株 式 会 社

施 工 は 技 術 を 卓 越 す る 日 本 ア ス 組 合 員

仕 様 は 責 任 と 保 証 の 日 本 ア ス 仕 様

ビ ロ ウ ェ ル ド を 用 い た 防 水 層 の 断 面 ( 長 手 方 向 )

ビロウェルド

SP ビニロ ン

ルーフ イング70'

下地亀裂

空気層

防水層浮上がり

/
一

20 

日 新 工 業 が 永 年 の 研 究 に よ っ て 、 そ の

結 品 を み た 特 許 ス ト ラ イ プ 工 法。

ビ ロ ウ エ ル ド は t削 : 象率67% ・弘、fi 率 33

% という 微妙なノ〈ランスで、理想の 防

水 効 果 を 発 t1巨しています。 ア ス フ ア ル

ト| 功水の 伝統 で あ る 密 計 工 法 を 生 か し

た 絶 縁 工 法 ・ス ト ラ イ プ 工 法 は 、 ス ト

ラ イ プ の も つ 空 気 j習 が 、 下 地 の 到J きか

ら 防 水 府 を 7ゲ ッ チ リ と 守 り フ ク レ 圧 力

を 分 散 さ せ ま し た 。 し かも、 7t / m2 と

いう接計力ヵ、 風 圧 に も ビ ク と も し な い

防 水 層 を 保 守 し て い ま す。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 貼 着 状 況

ビ ロ ウ ェ ノ レ ド を |り1]7tくの 11企 下 附 に fもど汗j し

た 場 今 、 下 地 と の 接 前 は 、 ピ ロ ウ ェ ノ レ ド

の 凸 部の み が 貼 付 け 用 ア ス フ ア ル ト で 下

地 に 桜 J i し 、 I' .']ffl l は 下 図 の よ う に 浮 き 上

っ た 4犬 態 に な り ま す 。 そ の た め に 、 寸 て I也

に (0.. 忍Aカ 九 主 じ て も 、 そ の 力 を そ の ま ま 11;:15

水 N1 に つ た え ま せ ん の で 、 11) ] 7J<.) 刊 の liu.J 下

I也f色ft込干1.i:おt'l さをにお し、て 、 Ｑ Ｚｘｾした ＧＱＧＱ Ｚ 合 ｅ を

予を抱一{ しま- f ' 。

. ビ ロ ウ ェ ル ド の 下 地 応 力 の

分 散 性

It! i 水下地 に 危 裂 が 入 っ た 場 合 、 防7]<: ' }@

の 強 度 が 、 貼 新 ア ス フ ア ル ト の 明 断刺向性

強 度 よ り 大 き い と き、 下 地 f色 裂 附近 の 防

71く1習 が あ る 幅 に わ た っ て 浮 き 上 が り 、 応

力 が 分 散 さ れ 、 ゼ ロ ス パ ン の 伸 び が 回 避

で き 、 防 水 j曹 の 破 断 は 起 き ま せ ん。
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ニュース l且怖をお送 q ください .

第 21 回 大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル 発表

作 品 質 部 門 〈入 賞 3 .'.'.0 ・大 阪 di 自 然 史 博 物 館

(大 阪 d'j主主築刈 ・安列二建築 ，iM 十' JH0' i Vi <竹 中工務五百 )

・大 阪 市身 体ド-I; " i : : . ! 王者凡ポー γ セ ン タ ー ( 大 阪 市

主 主 ｬＯＡｩ ｊ ｾ ｪ . 日 姶.i; t百十 7 ジ タ 工 業 ) ・大 阪 府 立 夕 陽

ケ l王l崖li

'

} 鉛 ( ifli 辺 建 築<J工務 所 . 竹 中・ 米 IJ J J  V )  

〈佳作 2 点 〉 ・ T 止11 ( 泌月二挫築設計事務所)

・パ ン ジ ョ u反: t r 羽E築 研 究 所 ー広i与E開 発 研 究 所)

作 品 奨 励 賞 部 門 〈大 阪 府 建 築 士 会 会 長賞 〉

・山本止11 ( R A M怨U5，l Q"百十1J'; 務 所)

難繍賞昔日門 〈大 阪 府 組 築 士 会 会 長 tt 2  ...... :> 

・'; L答ピノレにおける s s  s 工 法 ( 消水池，[ 生 )

・O V H工法によるコープ !Il 1' 村 高 槻 の 地 工( 大 林 組 )

V 大 阪市 自 然 史 博 物 館 〈入 tt >

V 大 阪 市 身 体 障 害 者 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 〈入 賞 〉

T T 尉1 <但d乍〉

V 山 本 邸 〈作 品 奨 励tt 音11門〉

企♀企♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀♀企♀♀♀♀♀ 樹の話シリーズ・ 10 ♀ ♀ ♀ ♀ ♀

タ イ サ ン ボ ク むく i1. / v H Ma g nolia grandi fl ora L  

この f討 を ま だ 知 ら な か っ た 頃 に 「袋 山 木 の 木 の

F て. J という T! f. fi 庫IJ I)' Uii( されたことカeある 。

J剣 の 内 芥 は 全 然 党 え て い な い が 、 こ の 題 名 のJ長

ILJ . - t ーという才'" jij と そ れ か 句 受 け る イ メ ー ジ で こ

の 制 が か な りの l三木 な の で あ ろ う と 氾!f 匁した言己

ti ) ' : がある。その後 、 以 ml大 学j;v tこ百11の 111 館 の 'l '

出 で こ の t討を凡た 。 l三 木 で は な か っ た が 、 か な

りの大きなもので、いつむ研究ヨト? の: ぞから眺め

て そ の 大 輸 の ( 1'  、; { E . が巡の花に似ているので、

仏 教 と係 わ り が あ り *i 下 的 な 附 で あ る と 述 怨 し

て い た 。 し か し タ イ サ ン ポ ク は 米 洋 illi でなく 、

デ イ キ ン ー ラ ン ド の ジ ャ ズ と 附 様 に 北 ア ノ リ カ

点 南 部 の 原 産 てつレ イ ジ ア ナ と ミ シ シ γ ピ一 両外|

のナI HEに も な っ て い る ほ ど の ヤ ン キー{ 内な tJl'i で

ある。

む 〈 れ ん 科 の ，'， で は 数 少 い 'i ;'; k，kの 1.5木 で 、 併 は

l在 立 し 大 き い む の で は 内 さ 2 0 m以 上 に も な り 樹

形 は liic大 で あ る 。 主主は大 j彩で1，';:11 : 、表 l師は 光 沢

のあるダ- ; > グリーンて¥袈 I(riには鉄事11色 の 短

E : が街' 1 : . して、外} 止は y ャ 7 ナゲのま定に 似 て い

る。 5 - 6 )  J  tfj 校 の 先 端 に 乳 白 色 の 大 形 の 花 が

l井J <  0  :(E径 は 12 - 15cmb あ り 、 他 の も く れ ん 科

の花と| 百l じ< ｩ［ｾｬ＠ t 、芳香を発する。学名にも g r andi -

fl or a  大 Ｉ ｦｾ の花 ー とつけているほどで、こ

の 樹 の 特 色 は 抑 や か な 大 輪 の 白 い 花 で あ ろ う 。

16i止 紀 の 昔 、 パ ー ジ ニ ア 州 の if iJ.) 日で こ の 花 を 見

た ifJTJ! i X でさえも、その美しさを 5己主主に f長したと

いう 。 18世 紀 ，' ，ヒ:(j に イ ギ リ ス に 移 入 さ れ ヨ ー ロ

ｙ ノマ ， �［ ｪ Ｑｦ目、 ｊ 也 ＢＧ ｩｦ 正 ｾｮ ｊＺｾ［ Ｎｴ 也万にもＡよくいきわたっ

ている。

lcl 本 に は 明 治 6 年 に 入 り 、 明 治 12年 に ア メ リ カ

か ら グ ラ ン ト 将 "11犬 必 が 来 日 し た H寺、上型f 公Ii : l l

に 記 念 総 関 し た む の が 今 で は 『fJ j さ15 mにらず? っ

ている。 もっと む、ニ の lI，i'1d! Jつれた 1日イミは * 点、

麻 布 に 住 ん で い た 日 本 人 が 1' 1 胞でT i てたむのだ

そうである。 11 4<=ー の 巳木は' ! i i : 媛県の j立 後 公 闘

にあり ｲ ＺＧ ｾ さ ＳＲ m といわt L る。

日 本 名 で 大 山 木 ま た は 袋 山 木 と " ｾ Ｚくのはイ ｅ や繋

が 大 形 だ か ら で あ り 、 イEの j形がA の ;{ Eに 似 て い

る の で 白 i巨木とも 11乎ばれる 。

こ の 附 の 用 途 は flnJ 形 が1iic大 な の で 公 悶tu' Wi に 記

念 tUi、 fjf 観 樹 に 述i している 。 ア メ リ カ で は ;張関

や 並 木 に む 多 く f変 わ れ て い る 。 し か し 、 こ の 附

は ｬ 肥沃で ｪ ｾ ｉｊ 公のある ｩ Ｎｩ ｾ 土を好み、 土 ｉ 也 に対する

要求 ｪ 交が ｴｾ ＼ 、また ＿＿Ｕ さに ｾ｜ｪ ，、ので移他はかな

りＧ･ｴ＼ ｉ ｾ ｬ ｩ｣ であるが 、 春にＧ主長が ＱＩ 日 始した ＱＨＨ 後に撲

を泌 ~必 ぐ ら い l除 い て 似 えれば好し、結栄 が 期 待

できる 。 幼附や移航した年の冬は ｾｊｪ ［ｬＩＱＺに注意せ

ねば' ならな L 、。

この 闘 の 変 純 に ホ ソ パ タ イ サ ン ポ 7 が あ り 、 業

がやや ｾ ｉ 話狭く、主 主 の京 Ｑｭ の ｬｊ￢ ， ｩ ｬＨ 与 が少し、 。 こ の

方が耐寒性があり造L : l 1舷! としては扱いやすい。

通 常 タ イ サ ン ポ 7 と 呼 ば れ る も の の ほ と ん ど は

こ の 変肢 の } J で あ る 。 大 阪 城 公 l到 の 記 念 樹 の 森

には沢山のタイサンポクが記念Ｚｾ，世間されている

が 、 や は り 全 て ホ ソ パ タ イサンポクであった。

( 森 下 記 )

21 
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり抵; 抗; 性 : すベり抵J克' 性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、.〆

フリントコートにつ いてのお問合せ は下記へ

。
ｪ 糠武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
つ ｆ 宅 ｉｾＮＭ こ ｉｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ｾ ＵＳＲ 大阪市 淀 川 区西 中 島 Ｒ 丁目 ＱＱ 番 Ｓ Ｐ 号 室主 ( 06 ) 303 ー 7 13 1

東 京 ⑨104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁 目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ピル 3階 ) 合 ( 03 ) 562 - 4646 

名 古 屋 .ffl4 61 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ピ ノレ4 階 ) f t ( 052 ) 93 1- 8537 

広 島 ⑤ 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビノレ 3 階 ) f t ( 0822) 2 1  - 1224  

福 岡 ｾ ＸＱＰ 福岡市 中 央区 舞 鶴 Ｑ - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピル 3 階 ) f t ( 092) 77 - 196 1  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

2 2  
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' J uと慨棋をとしとしお i韮リ くだ さ い

J U抑1 :  a 所(I. J 血 b. j! iJ 血Iflih'! c. ｾｭ た ｉ ｦｉｩ ＡｬＧ Ｈ d  妊 I(II !I'! e  例泣. l J J . 1!.:!

門

-
h

宗教法人 金 光 教 針 中 野 教 会

設，H ・真鍋 建 築 設 計 事 務 所

地 ，- 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

a  大阪 t打点fi'.' iI><:点月号T州 1 1ー 18

b.  385. 9296m'雪

c  230. 791m'  

d  .  651. 291  m'  

e.  R C .  3 F .  P l m'  

f  11日制14911ニ 7 Jl -II自制149
1
1' 12月

1101 野上町立小) 11小学校体育館・音楽教室

設計 西本弘之建築士事務所

施工 ・中 原 組

a 有1tlx 111 ｬＧ ，ｾ＠ ｩｬｾ＠ 1; 0: 1111 "， '-.田r ' HII

b .  7. 000m'  

c.  ｾＲＮＵｾ＠

d .  912. 7m雪

e.  S 造、平陀. 一古11 2 F  

f . 1昭和4911" 9 月~日百手1150
1
1' 2  n  

1100 .  館

設計 黒 川 建 築 事 務 所

Ji ui T 石 田 組

a.  r. l'i J;{r! i  *1責 Ili 巡回1 1 - 3  

b.  34. 893. 57m'  

C .  2. 008.39m'  

d.  4.186. 03m宮

e .  R  C 、3 F  

f  .  II I' lt11481jo 7 月-H{HI149ijo10n

"'" 同体園
品""
弓一海東1099.  

11ご 、 .
島IDム マ ι  

・ｉ ｾ Ｇｩ￥ＭＭＭｾ［Ｎ叩

i苦す ・ 必 、 -

R ぷ ・

お k 、九~ アーE : Z i&ベl!Jl‘ m

Ａｌ ・・・・・駈温ｾ一一一一一一一一一一一一一二 ご三二二二 三 ﾭ
&1 料品目! 門町? と之内B A ' fnι . .  
・ ト ー

レ 刊 . . . . ・ ー 一 喝 、 1 ・
g 〆 ι a η ・ 1  川 田

ぺ、九百 圃

- ふ

J志，_. -_ ， ぜ - - 仏

国 民 金 融 公 庫 明 石 支 庖

ぷ111 安 井 建 築 設 計 事 務 所

地 l 大 日 本 土 木 大 阪 支 底

a.  Ａ￭ｾｗ｜ｬｲｾ ｬｉｊＱイ ｩＢ ￮ｉ時 ｬ 己ｐＱ ｔｬ ＴＷＴ Ｍ Ｑ ＱＮ Ｑ Ｒ

b.  650. 0m'  

C .  391.458m'  

d.  1，031. 512m'  

e.  R  C 、 3 F  

f . II!{ 剥14911乙8 f! -II i'4-!1I 50
i
l乙2 )1 

1104 ， 近鉄百貨庖高見の里親和寮( 増)

設. n: j丘 量 産 設 計 事 務 所

地て . 大 日本 土 木 大 阪 支 庖

a 松IJ;( diinI ｻｾ田 Ｑ Ｒ 1'1 1  438の 4

C .  383. 15m'  

d .  976. 72m'  

e.  R C . 3 F  

f .  II{H1149i
ド7 月- l I tl .f fl 50

i
F 3  )1 

1103 .  小 j度 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

設計 黒 川 建 築 事 務 所

施工 . 前 回 建 設 工 業

a  愛知県川 ＧＱＱＱＮ 草加岨目 ｔｫＧ ｦｏｪ、 ｪｦｦｴＧ ｦＺ ｾ ｲｬ い ＲＸ

b  .  5，788. 87m'  

C .  439. 76m'  

d  987. 13m'  

e.  R C . 3 F  

f  .  1I({f1l 4911三2 ) 1- 1昭和49
1
1' 101!  

1102 .  

士也

設計 . 近 量 産 設 計 事 務 所

{ 日本住宅金団関西支社)

施工 大 日 本 土 木 大 阪 支庖

a  .  ｾＨｪＮｰ Ｈｬｬ ｩ＠ li j[i 可新町村一11 14肉 2 14町4

b .  1181. 08m菅

c  本館384.26m' 附属ill 物 80. ＹＹｾ＠

d.  2158. 67m官

e.  R  C 、 7 F  

f  .  1I{{f!l 49
1
1' 3  n  - 昭和50年 H !

2 3  

団近 鉄 運 輸 若 江 西1107 目

j レ

設計 ; 黒 川 建 築 事 務 所

地工 : 日 東 建 設

a.  t. r'j l;{ rli 端聴区松岡 i且3 - 13 

b  .  489.  223m'  

C  .  292.  266m'  

d.  845. 496m'  

e.  R C ' 5 F 、ー1¥1) 5 ・2 F  

f  .  lI {l .f U48i j三8 )'j -II 目制1491
jo 4  )! 

ビK K  鋼機戸関1106 ， 
j レ

設計 黒 川 建 築 事 務 所

施工 ・安 藤 建 設

a.  ?"，'i h{ rliq. 村阪と: 1'，聞14  - 17  

b  .  222. 0m'  

C .  165. 6m'  

d  830. 7m宮

e.  R  C 、 6 F  

f .II {{ 刷14811' 4 )! -II{l 布14911・1 n  

ビ国櫛1105.  



防水層の保護と軽量、断熱 に

東 邦 の 1¥0ーヲイトコ〉タリート一一)

川'JJm: 主両日 PC- D工法

f L L h一 一 四 四 回 圃 作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

岡 町 剛 剛 岡 田 園 田 圃 岡 田 岡 田 一一

一一一一一一- u コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

屋 上 ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 保 績 、 断 熱 、 軽 量 に 東 邦 〆 ぐー ラ イ ト コ ン ク リ ー 卜

P C ー D 工 法 採 用 の 大 津 法 務 合 同 I芋 舎

書宣言十 近 畿 地 方 建 設 局 施 工 K K 伊 旗 組 、 K K 笹 川 組

. 1りj 水 層 の抑 え に 使 用 し 仕 上 モルタ J レ の 要 ら な い 金 ゴ テー

パ ッ 仕上 工 法

・デ γ キプレ ー トの終iii 化 や露出| 切水下 地、 またはI l 占物下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 要 ら な い 金 ゴ テー パ' / {:I: 上 工 法

畳 下地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地の 防 湿 、 防 温 、 軽量 化 、 断 熱 ( 結 露 防止 ) に

. 0  ｟ｾＮＮＮＮＮＮ・ ｡ ・Ｎ -・
東 邦 の ， 、 - 7・，，. t ル ヲ J __ 

名 F皆 の タ タ ミ 下 地 に 東 邦 J ぐ ラ イ ト モ ル タ ノレ P M - C 工 法 採 用 の

大 宮高 層介 線 住 宅

設置十 大 阪 市 住 宅 供給 公社 施 工 K K 問 組 、 K K 熊 谷 組

PM- C工法
・ タ タ ミ 下 地の 床 机 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 くな る

・床主11 しない の で 往 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 イL'I'I : 材料のため I!船 1111 、i虚

子守に優れている

・独 立 気 泡の 束宇11パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 出 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木材 並 1 3  

( 比重0 . 85kg / t 、熱伝導率 0. 14kca l / mhc l

i茎に 11 " た ・ ・ ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ 重 厚 11欠 付 仕 上 工 法

材何ールスキ弘

化粧、吸音、 防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 1りょ

十l して争IJ般 の 心 配 が な い

・か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 浪 治 峻 タ イ プ の表 而 強 度 の あ

る ソ フ ト で テ' ラ y ク ス な ム ー ドてω ある( ネオノ マ- J レスキ

ンの特徴)

・- I .  .f' !Eで {-I:上 る の で工 期 の 短縮 と コ ス ト が 安 くなる

・ 下地はボード Ｑ，Ｈ｛ 、鉄板世ｊ｛、お ｍｴｾ 板、モ ｊ レタノレなど何んで

も よ い

- 撚 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

か ベ 菌 に ヰオノ 〈ー ノ レ ス キ ン 7 F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村 野 、 森 建 築事 務所

股置十 村 野 ・ 森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建設 K K

畿|

東邦バーヲｾー株式会柑
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1 月号 よ り 6 月号 まで 下 記 4 氏 で担 当

大 文 字 の 灯 と 都 市 設 計

11 本 人がうみだしたすぐれた明1 I ¥J，f持成 に 1!?J1が あ る 。 ill -J，tは 外 部 雫 1/¥1 で ある i'I ｲＡＮｾ＠ ，［Ｈ在ｊＯＮをＨｬ ａｉ 々の ｬＧ 、 ｊ［ Ｇ Ｑｉｉツ ｾｮ｜ｬ である Ｈｕ ￮Ｇｾ｟や Ａｩｬｬ

築 の 妊 1，/1の' ，"f :l止 としてと りい れ 、 n然 を あ る が ま ま に 'jE交 し、そ の ;J t育児 を J t イ{ し よ う と し た 試 み と し て た 日 される 。

ところで 、 ｉｈｩｳｴ が ＱＱ 然以飢を ｬ 人 ｊ ｬＱｉ ｬ ツ ｾｮｈ に ｩｾｻＺｉＧ ， ＨｉＧ ，Ｉに と りこみ、す ぐれた効 米 をはたしたのにたいし 、大文午 の幻 ｬ＿ ｬ ［ ｩ 訟で
山 なみにある純の操作を) ) 1 / え、n J l d，的別院 を も っ 常 川 の 泌n¥を は か っ た L の と し て 作 11 される 。 大文' ( の士[ はぷi締 役 会

の j.li ') 火 で あ り 、 弔問]'JI ，'j 代足手11災 1，日1の と き に は じ ま り 、 j'i l!ii f.: ) ' の 市 と ら い わ れ る が ゆl ら か で な い 動市しの '1 ' 111: を'1=. き

たI sT次と初日以らの下になり 、 今 に つ た え ら れ た こ と は ま ち が い な い

大文ＧｪＭＺ の 」じにな らＮＮｾＮＺ 妙 ・ υ 、は ＱＱＱ｝Ｇ Ｉ役たちの法格への怖れをぷし、 ｊｬ ｬ Ｇｊｦｾ の送り火ｴ［ ip.なる 1' ，' ; ' ぷ船 を あ ら わ す だ け で な く 、 1111

次たち の ｩＡＱＩ外ｕＺ ｉｕｉ を への おＧい をもこめているという 。 ｊｬ ｲｬ 次 がうみだした ｪ 基リ火を、きびしい飢同と ｉ ｾ Ｍ ｉ 本の ｊｉ 年代にたえた ＱＱ 円

人 た ち が 、 ま も り そ だ て て き た の で あ る

か つ て 、 この 1111' に '1'，さた 先 人 た ちの 心 芯: %と 心 般 を し の び 、 今 こ の 1111'に '1-- き る 人 た ち の 縦 し さ を 深 め あ う と い う す ぐ れ

た:W引の iiiUI¥企)JjJ と を は た し て い る と い え よ う 。 Il. 'j ツ日をこえた 行11 di ぷ，:1ーとい え る の で は な い か。 ( N i )

建築の眼

建 築 と 社 会

本| 励会の liij . J . 1- である|比II'q処 築 協 会 が );;:IE 6  {I に 発 足 し た そ の fi ll刊 ひ に 発 刊 の mとして 、 「 文 lリJ ( 削j 血設の釘j下之L要 の

11: 1組 に して 仰 くし 住吉たに| 児Ij !li せ る も の は 、)，Lて 之 が研究調子正をな し、パとを 社 会に泥水ーして作袋の 1Uitf に ι た んと j切す。』

とある 。 まことに，む公 ;11 で あ り 、 現 代 で も そ の ま ま 迎 JTl す る 使 命 感 に 感 銘 を 交 け る も の で あ る 。

今 や4住築w - は処築技Wi --fi'を '1'心 と し て 実 に 多 く の 縦償 のI l ' if 本 が 有利 し、 そ れ ぞ れ の 分針 て-"ijf ii授な がたi -i ' i ! fiI; や 的傾向( ) な t論

議 が 交 わ さ れ て い て !ill 築 料の '1' の コ ミ ュ ニ ケ イ シ ヨ ン は 側 め て 1JUI 山である 。 と こ ろ が 、 そ れ ら の 内 科 が 刈 di l け l 会 に 係

わる. t ! 一段について外へ li' J け て コ ミ ュ ニ ケ イ ト さ れ て い る か と な る と 拘 { め で あ や し い L の で あ る 。

Ａｩｬｬｾ 人が リ ｩ l ( 十l 会 と つ な が る の が 処 築 と い う H 体 的 行 為 の 一 時 点 の み に 発 ' I'_ し、 J必 築 竣 |てと同 H年に そ の つ な が り がl祈ち

切られているところに Ａ＿ から今にｩＧ，るＡｊＡ［築界の本質的な弱さがあるとするならば、 ＱＱｾ ［ 庄のような不 ｪ 比二 ｩ 川代 にはその ｊ ド

)) :さカ汁まっき り とk三' ，¥さオL てしまうのは主竹内、であろう 。

処 築 |ゴの峨 flE とか!J ! ; 築 1: ・F ;f:i5，i)i の た務法i I 日I( ヒな どの，論議 が た け な わ で あ る が 、 こ れ が ミ ミ ズ の タ ワ ゴ ト で終 始す る な ら

ば 、ｦｊｘＺ に ｊｦ ｾ が 快 ってｴＮ ! J ! ; 築界の社会的地( ¥1 . が 気 に 品 ま る と は 思 え な い の で あ る ( M )  

英 国 で の 住 戸 の 住 み 替 え

J3Lイlてに f ，る * 1';1の 打11 山形成は、 1811/紀の Ni ;佐，yi: 命 と JI<に ff った Georgian の terrace house に よ る と こ ろ が大 きし、 。 そ

れにあ:c <  Regency と1911/ :紀 の泊、l'ーを r'i め る Vi ctori an。 大 矢 部 1EIの 繁 栄 と JI_: に urban a，' ea で は 、 よ り大引の terr ace

house を、 sub.ur ban area では semi .detac hed house '  detached  house を 大 111 に社l て、行11 di の光' ) _ f と Hii;11長を支えた 。 こ

の よ う な 4 - 5 附 処の terr ace house は 1 家 政 の 山イf の た め に は て ら れ た も の で あ り 、 約 九i な di l 己i主の 経 済 と 行 使 も 今

めた大きな米政 ｊ ｦ ｾ Ａ ，出は この ｫ さな ｴ ･ ｲ ｲ｡ ｣･ ｨ ｏ ｬｬ ｳ･ を充分にＱ｜ Ｑ ドイｾ 1-た

20 111 紀 にはいりよIt IEI の 紙 約 が 料 1I 坊し 、 家 政 形態 と そ の 経 済 は 段小 fヒし、 か つ て の 大 きな t el ' l ' ace house は 多 く の 家 政 に

とってはI ¥H. 、 仰 な い も の と な り 、 家 族 の 段小{ ヒ とよ だ に おしく人 11 の 打11 ，1，集' 1' は、 むっ と 多 く の ( i: ，; を 必 要 と す る こ と に

むる 。 1，' ーくから 始ま っ た 公 共f i : ' 七・J - ; ; : ( : ; もそれを ii'if ヒ寸一るのにブJ が あ っ た が 、 ) } そ の 汁に!J!; てら れ 、 か つ て は J ぶ 肢 に

， Ｇｩ イ ｦ された多くの ｴ ･ ｬ ｾ ｲ｡ ｣･ house や semi ，detac hed house は そ の l人J l1I l が IW(11) に制11う〉 され、 2  - 3 'ぶ 政 J II の flat に ' 1てまれ

代り、目Ildi の 無 制 限 な 外 l115へ の sp，'aw! を|幼 い だ。 こ の よ う る 小 さ な f! at は そ れ で も 11 本 の 机イl の 般 水 泳 を か な り 卜

細る 。 そ れれ か つ て の 災IEI の (i :J ; は 大 き か っ た 。

ＱＱ ＭＱ くの杯前 Ｑ ，止 ＧＯＧｾ ｊｾｉ に 処 てら れた ｊ Ｓｌイ ｅ の Ｈｩ Ｚ Ｉ ; が、幾il 刊にか f去にイ" 1' ，不 快 む に (i み 分 け ら れ る と は ..1)' え世l f ' ぃ 。

主主カずあるカヘその ＧＯＧｾｊｾ ｉ における ｦ 1:  '1'; の !I_( とその交) J JrJ '1'1 に は か な リ の 相 Ij主カずあるようだ

ど の 文 句l にも 'lli:

(  K )  

単 位 系 と ア メ リ カ 離 れ

政 治 経 済 1'，の ア メ リ カ 自作れが述 11 Ｄｬ￭ｉ ｊｬｬ ｈｾｉＨ Ｑｩ を 賑わ しているが 、 ｉｉｐ ， を転じて ｉｪ ￭｟Ｈ 占 Ｎ系とそれにＨＧＡＧＭなうツ民主 ｕ ，｜ｪｦ ｬｬ ｴ 土 ｬＧｬＺｩ のアメ リ

カ紛れ J3L ' {I.をlI;t め て み る 。 わ が1EIでは1 I ?1干1134{ドのノートJ l ' i!J 11f 多u に よ り こ の ) j I(II で l とく 111 し、られた BTU- c f m 係斗1( 立に

iJI Ji しを VJ げ、 $li' i!J 1υ 、ザー 半のオ干い技術. . r ，仰の 11 '，J }L t . あってアメリカ技術からの月IUUi . カサfi ま っ た ｊｾｉ ｻ＠ ｾｉｾ とさ れた ａ ｓ ｈｒ ａ ｅ

G UI DE に 挽 わ っ て 11;1内 の i史民や ，N'i 参巧，1ｾ Ｚが絞 ＮＭＱ｜ し 、 また Ｇ Ｈ￬ エネ ｊｬギ Ｚｴ￬ ， ｬ ｬ ー については Ｑ ， Ｑ Ｎ ＱＮＮ、 ｊｉ ｟ｊ点 からＧゑ Ｑｉ｜ された ｬ￭ ，Ａ きもあ

り、今 や 大勢はアメリカ月( i . ! . L を成 し 透 げ て い る 。 )j 、 カ ナ ダ 、 オ ー ス ト ラ リ ア な ど の ア メ リ ヵ ;J 月中| 剖むついに 1954{干

の 1ＢＱ 際皮 Ｚ ＱＺ ＺｎＡ Ｎ ｦ 総会以後の取りきめによる ｉｔｉ ｪＺ ｾ ｬｪ￭ ｟ 似系 Ｈ ｓ Ｑ ユニソトＩの十五 ＱＱ Ｑ を 始め、 Ｑ Ｙ Ｗ Ｘ (f ' ，凶までに変挽 プ ロ グ ラ ム を 完

了 さ せ よ う と し て お り 、 こ れ ら の 1ｅｉ 々のアメリカ自 ｦｾ Ｎ れが始まろうとしている 。

{J Ji.、i: を KJ ，台. した ( ?  )  A S H RA E  ( アメリカ快調冷凍' ' { : 会 ) で は 今 年 1 JJ の人ー会に 11;1際 11 を E没け 、 れ 1"1のメ ー トJL 変 換 の

;I j( /) 1. ゃ '(i エネJ l ギ 'J';↑ JJ に つ い て の 宇1111-;. をよ!とめた の で あ る が 、 ア メ リ カ が こ の 1Mで j ! μL をJ[x : るっしりならば、われわれは

それに 促 わ れ ず 独 1"' 1の プ ロ グ ラ ム を 完 成 さ す の み 、 と 大 ハ ソ パ を か け ら れ る k白木。 刊 にツ片主¥， ｾｉ ， ｈ ｉ ｉ＠ )  j  I( IIで は 比 鮫 (I()J 出れを

と っ て い た が ijl Ｈ、 ｹ 系て Ｇの 枇先進 ＱＱ ［ Ｑ である ￮Ｇ ｬｩ ド イツ の Ｑ ｾ Ｑ Li t . 大したものであった。 ア メ リ カ む 大 L 、に li 品 み つ つ あ る が 、 メ

ートル ｩ ヒ 先進 ＱＢＱ で あるわが 同もこれにあ ぐらをかいて ｓＱ ユニソトへの転換に迫れを取るとアメリカの悲劇のての �ｬｾ • 、に

なる ii 1' im' i' I: もある 。 そ ろ そ ろ ニ ュ ー ト ン 、 パ ス カ ル と い っ た 懐 か し く も 明 弘 ろ し い ij J 似 に 似 れ ね ば な らぬ H寺機に き て い

る よ う だ。
( Na)
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4  

TOKOルヲイシサレヤー
- 用 途

① 鉄 筋 コ ン ク リート 屋 根 の 断 熱 お よ び ア ス フ アル卜 防 水 下 地

と し て 使 用 で き る 。( 歩行、非歩行屋 根 と も に 使 用 可 能)

① 軽 量 建 築 物 の 屋 根 断 熱 お よ び ア ス フ アル卜 防 水 下 地 と し て

イ吏用できる 。( キ ー ス トン プ レ ー ト、 デ ッ キ プ レ ート 、 P C ヰ庄、

A  L  C 板 な ど の 動 き の 大 き い 屋 根 構 造 に も 、 完 全 ア ス フ アル

ト防 水 下 地 材 お よ び 軽 量 断 熱 材 と し て 使 用 で き る 。)

・特 長

① 現 場 施 工 で あ η 、 下 地 均 し モ ル タ J レは不要。 ど の よ う な 形

状 屋 根 に も 目 地 無 し に 施 工 で き る 。

② 断 熱 性 が 極 め て 高 〈 内 部 結 露 を 防 止 し 、 居 住 性 を 向 上 さ せ

る ことカ〈て' きる 。

① 緩 衝 的 効 果 が 大 き い 。 単 に 軽 量 断 熱材 と い う だ け で な く 適

度 の 連 結 強 度 と 優 れ た 弾 性 は 、 下 地 の 変 動 お よ び 構 造 ク ラ ッ

ク に よ る ア ス フ ア ル ト防 水 層 の 破 断 を 防 止 で き る 。

① 施 工 に 際 し 水 を 使 用 し な い 。 吸 水 性 が ほ と ん ど な い 。 従 っ

て l レー フ イ ン サ レ ー ヤ ー施 工 後 の 乾 燥 養 生 期間 が 不 要 で あ 円、

ア ス フ ア ル ト 防 水 層 と 断 熱 層 の 同 質 一 体 的 施 工 に よ り 、 断 熱

層 と の 剥 離 や 、 防 水 層 の 脹 れ な ど の 心 配 が な い 。

. 施 工

① T  0  K  0 コ ンク リート プ ラ イ 7 ー 塗 布 。

② 骨 材 パ ー ライ 卜お よ び 熱 可 塑 性 結 合 剤l を 所 定 の 配 合 比 に 基

づきミ キ サ ー で 加 熱 混 合 し 、 こ れ を 指 定厚 に 仕 上 げ る よ う 焼

漫 ま た は 加 熱 ロ ー ラ ー で 場 圧 施 工 す る 。

③ ル ー フ イ ン サ レ ヤ ー施 工 部 は 当 日中 に ア ス フ ア ルト 防 水

| 層 を 施 工 し 、 各 ダ メ 廻 η は T 0  K  0 ア ス ベ ス トス セ メ ン ト

で コ ー キ マ グ 水 仕 舞 施 工 を 行 な う 。

① 屋 根 全 面 の 断 熱 層 施 工 完 了 後 T O K O式 ア スフ アル卜 防 水

層 を 確 定 仕 線 讐 通 η 入 念 に 施 工 し 、 防 水 層 末 端 部 を T 0  K  0  

ア ス ベ ス ト ス セ メ ン 卜で 水 仕 舞 コ キ ン グ施 工 す る 。

. 仕 上 げ

① 非 歩 行 屋 根 シ ル バ ー仕 上

カラ ー砂 付 J レーフ ィ ン グ 仕 上

通 常 砂 付 J レーフ ィ ン グ 仕上

砂 利 数 き

② 歩 行 屋 根 軽 量 コンク リ 卜押 え ( 一 般 ア ス フ ア ルト 防

水 工 事 問 機 繋 生 モ ル タ ル 厚 さ 5 mm前 後 施 工 後

軽 量 コ ン ク リー トそ の 他 の 押 え 施 工 が で き る )

由主点以ヲコルト工業株式会社

大 阪 営業 所 w5 50 大 阪 市 西 区 阿 波座 J-_ )l1I 1 の 20 (件一双 ビl レ) H 0 6  ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  
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京 都 の 誇 り

京都大学名誉教授 桑 原 武 夫

海 外 に は た び た び 山 か け る が 、 ど こ に お す ま

い、と |制 か れ て 、 京 都 と 答 え る と 、 そ れ は う

らやましい、と言われることが多し、。 キョウ

トは世界でもっとも匁 Ｑ ｾ 何 度の高い日本布 ｉｓｔｉＩ で

ある 。

そ れ は 当 然 の こ と で あ ろ う 。 千 年 の 歴 史 を も

っ 山 紫水 明 の ｉｾ ｉ 者 ＱＱ 、 それぞれに物語を絡める

無 数 の 社 と 寺、1: 1 4 > : 伝統文化のあらゆるジャ

ン ル の 発 祥 地 、 き ま り 文 句 を こ れ 以 上 豆 ね る

までもあるまい 。 ここに興 ｾ ｉ ，Ｊ をおこさぬのな

ら、海を ｎ 立って ｈ 本まできたＺｴｬｾＱＡ未はなかろう 。

し か し 、 京 都 は 国 外 の 飢 光 客 の た め に 有 る の

で は 、 も ち ろ ん な い。 イ可 よりもまず草4た ち 市

11":の5考りのまちである 。 そして、その吉守りは

外 か ら あ た え ら れ る の で な く 、 自 分 た ち の 内

苦11か ら し み 出 る も の で あ り た い。 千 年 の 歴 史

があると言っても、ただ下 ￯ｾ 、からすべてがよ

い と 言 う わ け に は ゆ か な い。 誇 る に 足 る 伝 統

は も は や 保 守 的 心 性 の み に よ っ て 守 り う る も

の で は な い。 今 日 い な 明 日 の た め に 、 日 々 新

た に 発 展 的 に 継 承 す る の で な け れ ば 、 恐 ら く

よきイ云I先は亡びるであろう 。 矛盾する潟'rl 日を

前 方 に 向 か つ て ";Y:I州 lせ し め る 知 的 努 力 の う ち

に 、 私 た ち の 生 活 を 充 実 さ せ 、 そ の 生 活 に 市

民 が 誇 り を も っ と き 、 京 都 は は じ め て 美 し く

な り 、 そ れ を 内 外 の 人 び と が た た え る の で あ

る。

キムたちのまちは彩、たちがよくするのである 。

た だ 古 都 の 保 全 、 改 良 は 歴 史 を 無 枕 し て は あ

りえない。 京 都 市 制 の 『京 都 の 歴 史』 をひも

どいたあと、 m.かに山紫7 ) < . II.FJ の 自 然 と 由 紡 あ

るIII T j 主 み を 眺 め る と き 、 た と え ば 、 地 下 鉄 の

建 設 は 急 ぐ べ き だ が 、 モ ノ レ ー J レや都心部の

ハ イ ウ エ ー は 絶 対 に 認 め ら れ ぬ と い っ た 愛 市

の 意 識 が 生 ま れ る は ず で あ る 。 た だ 詠l礎的に

イ谷化をなげ< ! 必{ おをすて 、京 都 百 年 の 計 を rt

制 に 話 し 合 う べ き 時 が き て い る 。 テ ス ト さ れ

ているのはキょたち ｲ ｬ ￯ｊＺｾだ 。

京 都 朝 日 会 館 竣 工 の 目 。

〈例 R ｾ｛ｲ ｉ ｊｴｊ＠ :;¥ r.J1I:1Ji 1I {1.f'1I 50J
j'. Ｒ 月 ＲＷ 日よりｾＡｬ［ Ｎ Ｑ 世 〉

左 竣工当H寺の旧京者11朝日会館。 川口軌外 ・伊 藤

康 - 林重義の三氏によるコラージュ風壁画。

( 日召利 10年 4 月~昭和27年 3 月)

右 京郷 _，I
f 児岡伯による 二代目盛岡「平和と団結」

( 昭和27年 4 月~昭和 47 年 11 H )  

〈初1日 新1m干1: ｬｊｴｾＺ ゅ

百己

京 都 朝 日 会 館

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

〆与え1





言:支言十毛fσ コこと( ; f

竹中工務底設計 部 平 内 祥 央

河 原聞T三 条 界 限 は 若 者 を '1' 心 と し た フ ァ ッ シ ョ ン

の 街 と し て 注 目 さ れ 始 め て い る 。 千 年 の 歴 史 を も

っ古書11の 都 心 に 先 端 的 な 流 行 が 求 め ら れ る と こ ろ

に 、 古 い も の と 新 し い も の が 共 存 す る 京 都 特 訂 の

いきいきとした自由Ａ庄の ｴｾ さカ勺盛じられる 。

H酎日初期に建設された旧京高11朝日会館は、 I>>IJ 場 や

専 門 大 応 、 レ ス ト ラ ン な ど 時 代 を 先 取 り し た m; 金

企 聞 や ユ ニ ー ク な 笠 岡 村i成をもっ斬新な氾! U ' i デザ

イ ン で 、 京 都 の 新 し さ を 代 表 す る 建 築 と し て 市 民

に 親 し ま れ て き た 。 し か し 40年 を 経 て 建 物 のtJH紛

がひどく、 一 方 オ ー ナ ー で あ る 朝 日 新 聞 社 と 市 民

と の か か わ り も 情 報 伝 述 の 多 様 化 に と も な っ て 大

き く 安 化 し て き た 。 改 築 さ れ た 朝 日 会 館 は 、 新 し

いフア y ション情報を販売する庖告ilii 洋 に 、 例 日 新

聞 社 の illi 営する文化ホーノレ、アートセンターを組

合 わ せ た 多 分 に エ ン タ テ イ メ ン ト な 用 途 構 成 で あ

る。

E各市屯111が行き交う河原町巡りに面して、 2 階 分

の日さのピロティを設け、敷地而平氏の約20% を公

共 歩 廊 に 提 供 す る と と も に 、 周 辺 の 街 並 み と 内 部

室ｮＺ ｈ を結ぶアプローチ ｾｉｂ ｊ を設定し、環境を扱え

るよう努めた 。 後 合 す る 機 能 の な か で 、 眺 望 性 向

の強い用途を上| 堵に自己出して、下から上に、順次

ml 口苦11の 比 率 を 大 き く し 、 キ ュ ー ピ ッ ク な 1:&，伺と

迭 に 向 っ て 拡 が る ガ ラ スT伺 と の 力 強 い 建 築 榊 成 を

x f : 図した 。 縄 文 的 な JVl 合いのタイルと花附石、両，t

イ良性735民力鋼とガラスを紫材として選ぴ、 A 婆 な

伝 統 性 と 若 々 し い フ レ ッシュな感覚を調和させ、

目玉ぃ格;01，1を求めた。

私 達 が 街 の 景 観 に つ い て み え る と き 、 と も す れ ば

建 築 の 形 態 や 表 現 方 法 と い っ た デ ザ イ ン 面 に 問 題

を 固 定 し が ち で あ る 。 しかし街の張主J l を務えてい

く上て¥より大切だと，目、われることは、ひとびと

が 日 常 生 活 を 通 じ て そ の 場 所 に 何 を 求 め 、 雄 物 の

オ ー ナ ー が そ れ に ど う 応 え 、 設 計 者 が 両 者 の か か

わ り を う け て ど の よ う に 建 築 化 す る か と い っ た 、

さらに幅の広い| 刻述である 。

こ の 京 都 朝 日 会 館 改 築 の 場 合 に お い て も 、市 民 あ

る い は 読 者 と 朝 日 新11[ 1との| 刻係が、新しい );t 彊Jl を

つくり出す母体であるともいえよう。

蛾 彩 上 川 征 洋
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M 日苦行 IJ fl オ上

株 式 会 社 竹 '1' 工務局

京 都 市 rl1 京 区 河 原H町三 条上ノレ忠比例

IHT 

昭 和48年 9 J l - l I ri ;f fl 50年 2 月

鉄 骨 鉄 筋 コ ン 7 リ ー ト 造

( メ ガ ス ト ラ ク チ ャ 一 方 式 )

地 下 2 階 、 地上 9 1培、搭屋 2 階

さ 建 物 の 日 さ 31. 000 m 

月主ffi の日さ 39. 450m 

深 さ 9. 500m

674m 2  

603m 2  
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都 市 景 観 の あ り 方

足立 孝 ・久保 貞 対談

今日は現在の書E市を，景観という観点からとらえるために，建築の立場 l

からとランドスケープを専門とされる立場から，向先生にお話し合いねl

がう二とにしました。私ども，編集の伺lからは，およそ次のような内容l

を考えてみております。

や都市景観仰を考えるために，まず* 景観。というものをどのように認l

徹すればよいか，それに関連して都市景観の構成要紫についてお話しい l

1 日本の都市景観の混乱

足 立 ガレット ・エクボの『景観論』を訳されましたが、そこで

は以観の主主義がｾべられていますか 。

久保 日IJ にないようです。 m叶):，;t71説といいますとタウンスケープ

ということばですね 。 そういうことばのほかに、われわれの分野で

は、 トータル ・ランドスケープということばを 1¥どっております。 抑1

､￯ の対観をつく っ てし、〈場介には ｩｬｬ 築というものは ｊｉ ］ ＧｩｾＧ に大きな Ｗ

7 7 ? ーになるわけですね。ところが往築だけでは宇くて、それを

取り巻〈オ ープンスペースが不 足していると、 JIt 飢全体としては非

常に1 l ¥jlj になります 。

足 立 百11市 計 阿 法 と処 築 J炉供法では、 j瓜欽地区と美飢J也区 の二つ

のJJ.I.:I日J J-也区があります 。 j瓜致地区は i'I然 とオープンスペースに、; 定

観地区は処築にウェイトがあり、日IJ に屋外広作物の JJ.I.:I，IJ があります 。

久保 その見 Ｗｩ ＮｊｉＮ 地 区というのが慨念、が ｊｉコ Ｇｴ ［ｾ にはっきリしませんね 。

ｾｩ， は日本の都 di は itユは J I='i ;¥'によかったと思うのです 。 ところがそ

の Jtjイ干にはオープンスペースがちゃんと取ってあ ったんですね。だ

から刻イ1: 1 ' 足っている寺院処築の 周辺にしても、オ ープンスペースが

卜分ある 。 だからそのために立々と 見 えるわけです 。 ところが11企jJi-

のill 築はオ ープンスペースがJI ミ常 に 少 な い ん で す ね 。 だから j it観 全

体としては J I=' i;:，にf HII です 。 いかにその 一 つーつの ill 物のデザイン

カずよくても 、 どうにもならない、という 3t カずします 。

足 立 敷 地一杯 を 使 って佳てているということですね。

日 ｉｊ の 比 Ｉ ｪ をしますと、 Ａ ＿は生活も防法 ・材 料もみな ｊｾｾ にはま って 、

安定していたのですが、収代は急激な B伝換に伴う新 旧の 出 柄 、そこ

から庁長 ・材料・色彩などに j♀引]1長を生じていますし、行11市の周辺は

色彩こそ乱雑さを含めて! 在かですがバラ ック! 必が否定できません 。

目11心では、さすがにパラ ソク! 必は少ないのですが、建築はもとも

とコミュニケーションの 媒 体 になるものですし 、競争社会 で あ れ ば

あるだけ、隣と巡って目立とうとしますしね。

34 i J l認 と社会/ 1975年 6 月号

日本の都市景観の混乱

図景観の現状の認識

固景観の育成

四景観の価値基準

国景観計画へのアプ ローチ

固景観形成の要素

図景観形成の手段

園大阪の景観評価

編集・松村慶三( 編集委員長)

片倉健雄( 編集幹事)

杉本正美( 特別幹事)

ただきたいと思います。次に- 良い景観とは何か。というニとについ.

て，景観の質とか景観の評価に関する問題を. さらに景観形成の姿努に目

ついて論じ，形成手段などにもふれて最観計画のための示唆をいただけ.

ればと思います。

ニのような範囲で，ひとつ自由にお話し合い下卓い。 目

さらに、訴がとぶようですが、成花、大学紛争の流れが社会に 1" )

いていますね。政党 ・企 業 - 医療のあり IJ などが間われているのは

衆生11のことですが、結局は社会的なモラルの雌立を要求しているわ

けで 、景観の間J mもこの社会 '1' 1 : に含めて考えるべきものでしょう 。

1-1庄l競争の象徴はマンハッタンだといえませんか 。

生きるための変わり身の早さが日本の物質的繁栄をもたらした 一

閃でしょうが、それだけに孫としてきたものも少なくないわけで

ヨーロソパなどで )T鱗 が うかがえる頑固さが、良識というものに必

要なのかもしれません 。

お金で換算できない fi ll げ立の選択が今問われていると与えるべきで

しょう 。 対観 の ｬｾｩｊ 足Ｈｩにはこの前従がいりますん 。

久保 r  :1; (観論』の存者のガレソト ・エクボが米日して、州る li Ij'

に言っておられましたけれど、とにかく日本は追っつけ ili っつ けで

ｇｎ ｐ 一 点 Ｇ［ｬ ｾ りでや ってきた 、 そのために環境破壊たるやひどいも

んだ。 だけど、外 1EIから米て、いきなリああしろこうしろと言うわ

けには L 、かない、これは日本人 i'I身 がやるべきことだ、と 。

ですからわれわれプロとしては、そういうふうなことを 卜分 に 認

織しまして、いろんな }j 1耐の 専 門家とタイアップして、住築家だけ

がそのイニシアチブをとるんじゃなくて、いろんな分野の人に 相 談

して進めていかないと、行II i l1景 観 なんてものはなかなかできてこな

いだろうと思いますね 。

足 立 たとえば、ドイツの人たちは、わ りに集団的にしつけがあ

るといいますかね 、 お同州として 。 だからストリートに l訂した他物

は隣の，建物に !日j 測すべきものは同調することが常識化しているよう

ですね。私j主がNi l l 的な i1i さ、 jjiPJ ; < のないものとして治て去 ったも

のかもしれませんが。 ilt 飢の| 問題は ー人でできないものですし、心、

の12かさと Jt と卵 の関係にあるも のだけに 、 LH 継続する努力がい

りますね 。

2 景観の現状の認識
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久 保 せんだって神戸で、神戸市長が言い出して、市民公図とい

う制 度を確立したいということで審議会があったんですけど、その

中 で、お[1市対観と |弘!係 あるリ止観道路" というものがひとつ ，'1:'， てき

ました 。

それは、 inの両11l1Jにある ill4めがすばらしくて 、一 つのりっぱな公

図的な要素を持っている ーーイ可も公図的なものがなくてもです一一

そういう場所がある。そういうものは景観辺路として保全すべきで

ある というものです。

わたし、もっともなことだと思うのですよ 。 それはいまや 足立 先

生がおっしゃった、何でもかんでも目立つようなものをつくるとい

うふうなことじゃなくて、 一 つの調和した景観をつくっていって、

で全体としては非常にすばらしい都市景観になってる、というふう

なことですね。 それが非常 に大切だと思いますね。

足 立 一 番やりやすいのは、歴史的な京観保存でしょう 。 京都 な

どは国民的な了解がありましょうし、それに保存することが観光事

業主・ 1) flIj ヲt己につながるという裏づけがあると、わりにスムーズです

ね。 ところがそういう袈素以外のものでリードしていこうというこ

とになると、いまの段階では令1? 点をみつけることが大へんむずか

しいような気がします。行11会の人は 地方 へ行ってこのまま残してほ

しいという、地元の人はわれわれも生きねばならぬという 。 ある f1E

1交の状況なりムードの自主成をみながらやらないと反発をひき出すだ

けだということですね。

要するにこういう景観が問題になってるのは 、 ほんとに市民がそ

の町 に愛' 1'1'; を持ち、あるいは誇りを持つためにとうしても必要なこ

とで、結局どういうぐあいに培養していくか、いけるかということ

が、まあ第ー の問題でしょう 。線本は、上からの規制でーなくてお五

いの良識で、ということなので、どこに合意点を見い出すかがいま

' の世の 巾、大 へん議論のあるところです。 ドイツでも大都 会になれ

ば乱れてくる而もありますしね。

久 保 挫物の保存問題ですけれど、私はとにかく形あるものはい

つかは i戚ぴるんだというふうに思っているわけですよ 。 ですから {可

でもかんでも古いものは保存しようということは 、保存 して ー休 ど

ういうふうな使われ方がなされるのかというふうなことに 対 す る英

知がない| 恨り、あんまりむやみやたらに保存してもしょうがないと、

思いますね。

足 立 一般論ではちょっとむつかしい点がありますが、高度成長

に伴って簡単につぶしてきたことに対する反省から保存 問 題 がクロ

と き 昭 和50年 4 月9 日

と二ろ 日本建築協会

ーズアップされたわけですが、保存だけしか言わないことに対して

今のお訴のような考えが山 てくるのは当然だと 思 います。 一級 品 は

問 題 がないとしても 、二 - 級品でも単なる物としての効用以外に

歴史の ー コ? としての人々の思い出とか立 l床ともつながり、価値判

断のｾｉｦＧしい面があります 。 現状では、往々にして、議論がかみ令わ

ない場合が少なくありません。 可呆存せよ仰というだけではダメで、

保存のためのその裏付けに協力しませんと、しわ寄せを 一 方にだけ

tl l
l

し付けることになります。たとえは¥ 福 祉 も必裂ですが 、 そのた

め の 刈 負 JI1 を全体がゑ認してくれないと凶 リましょう 。 また、とく

に公的むものは撤去するとしても、その後の i1iJI J方法との 凡 くらべ

が必安ーでしょう 。

久 保 そうですね。 一 つは土地の所有ili lj J1ーが日本ぐらいに入り込

んでいるところはありませんのでね、そういう 問題がか らんでむず

かしくるってくるんだと，忠います。 ですから ね' 米 はそういうことに

対する 一 つの展望を持った上て'-1，11市改造 なり再，辿設なりが行われる

べきだと思し、ますね。

足 立 例人の所有権の方が社会性よ IJ f 起先していますね。 多くの

方々がこの問題は認識されていると ι ぃ、ます 。 ｛［ ｪＨ ｾが仙の 首 に鈴をつ

けるかということです。

久 保 ですから土地の所有折、とくに大都 市の 中 で土地 をお持ち

になってる人は社会的な責任を! 長じていただかないといけないんで、

おれの土地だから何を建ててもいいんだというふうなことでは、都

市景観なんてものは議論できませんですね。

足 立 先仙伝米という考え 7') は一応別として、部会では土地が光

全 に 附 品 になっていますから、いま持ってるものよりも有利 でしょ

う、 というような代将条件を与えなければ話が成 り立たないわけで

すから 。 そのために振る十，" は短いか 、すりきれている。

久 保 大阪みたいな大都市でさえもそうなんですから、 ( 笑い)

地方 の 中小都 市 ではもっとしんどいだろうと 思い ますね。

3 景観の育成
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足 立 戦後は地方都市の駅前も皆同じようになったと言われます

カ仁 ・・。

久 保 そうですね、それが私不思議でしょうがないんですよ。建

築屋さんというのは非常にデザインのトレーニングができてて、ま

あ新しいものをつくっていこうという意欲に満ちていると思うので

す。その人たちがやっている駅前再開発シリーズにしても、どこへ

行っても同じようなものです。造園屋さんがやっている都市公園が、

都市公園法に縛られて、どこの都市へ行っても同じような公闘がで

きているというのとあまり違わないじゃないか。( 笑い) これは建

築屋さんにとってはゆゆしき問題であるし、将来の日本の都市景観

にとっては大へんな問題だと患いますね。建物というのはそう簡単

に壊れるものじゃありませんし、耐周年数を考えると、そう簡単に

壊せるものでもありませんから。

足 立 経済のはたらきからくる函一化、情報自体もそうですし、

5J 1j の価値の入り込む余裕がなくて、 一 つ の方向に走ってきたわけで

すね。わたしなんかも大阪の美観の問題で提案してますのは、各地

区ごとの特性をつかんで、その地区をどう個性化するかということ

が一つの課題だと。普通の住宅地なんかでも場所によってだいぶ条

件が遠いますね、だからそれをどう生かすかということになってく

るとわずかでも違ってくるはずです。

!j 成後の日本はあらゆる面で中央集権が強〈、地方自治といっても

今のところ 限界があるよ うですし、中央を 向 〈 姿 勢 も強いですから

画一イじする面が出てまいりますが、最近は地方自治体も主体性を持

つように努 力するよ うになってきつつありますね。やっぱりそれぞ

れがあらゆる面で主体的にどう個性化するかということが謀題だと

思いますね。

片倉 合敷のようなところは、いままで残してきたものがはっきり形

としてあるから個性を持ちやすいわけですね。毛うすると、そういうも

ののないところはどうしたらいいんだろうかということになると思、うの

ですが。

足 立 アーメリカの都市なり建物がその一つの例だと，思うんですけ

れど。みんな移民して来たんだから、みんな自分の国のほうを向い

て。だからアメ リカ はどうしたって折衷主義的なものになってしま

いましたね。東京も外国の人が見たら、同様の感じを持つでしょう

ね。さら に、自信のないところは中央文化を受け入れる。その点で

は、大阪も悩ましい点がありますね。

戦前、中之島 ・淀 屋 橋 ・肥後橋の土佐堀川畔の主主制IJ に、パリのセ

ーヌ 川畔をイメ ージされたと灰 Ilfl していますが、丘陵とか 川と か、

自然、の条件の活用については、比較的了解されやすいと思いますが、

建 築 群 の 新 し い 景 観 を 規11，11 . 誘導する場合、美観問題に固執すると 、

甲論乙駁、百家争I l .!dでまとまらない場合も充分考えられます。

片倉 比較的いろんな意味でやりやすいものが結栄として成功して残

っていくということになるのではないでしょう か。もちろんそれは全〈

自由にまかせるのではなくて、 一つの方向に誘導し、それに杭l反するも

のに規制を 1mえていくということは伴うでしょうが。

たとえば御堂筋でも、ピ J レが建設される時期に一般的な挫築の規制| が

かかっていた。そして土地利用 のほうはあまり 細分化されないで、経済

的に水織が上がった時期に、大きな単位の土地利用で挫物が述統して一

つのまとまりができた。というふうに苛衆の条件が怒ってたんじゃない

かと思うんですけれどね。

足 立 それはそうです。広告規制なんかもしやすいというのは、

企業相手が多いからですね。

片倉 そういう意味でも 地方都市はむ ずかしいだろうと足い、ます。地

方都市で; しかも地形的なあるいは自然、的な条件にあまり特性のないと

ころが非常にむずかしいのは当然なんでしょうね。

足 立 従来こういう問題をやるときには、大てい見せどこといい

ますか、駅前 ・役所の前や大通りなどをどうしても意識します。そ

れも結構ですが、生活環境に意識が傾斜している現在では、むしろ

住宅地の盤備をして浸透させてゆくのも 一 つの方法でしょう。

36 

大阪市の景観について検討したときに、容積制になったために、

御堂筋の建物が今後揃わなくなることについて、いろいろご意見を

お聞 きしたのですが、なかには、アメリカのシーグラム ・ビルみたい

に、前庭をずーっと取らせてすき間をあけたらどうか、いまみたい

な壁だったら排気ガスも思うように逃げない、というような意見も

あったわけですが、規制は全音11撤廃せよという若い人のご意見もあ

りましたが、多くの方は、これだけ一応まとまった景観を持ったと

いうことを評価しておられる。しかしいまこれをどうこうすること

よりも、その裏側1I などがほったらかしになっている方が問題だという

指摘があります。御堂筋以外の地区をどうするかということのほう

がむしろ大事だということです。御堂筋のビルに車で行こうと思っ

たら、必ず裏へ廻るか横へ廻るわけですが、その辺の整備が遅れて

いる、働いている人達の緑地もとりたい、もっと裂のほうを考える

べきだと。キ4 もそう思うのです。

久 保 それからわたしいつも思ってるんですけれども、都市景観

なんてものは人々が加わって初めて成立するものなんですね。です

から建物だけで踊ってるわけじゃないわけですよ。その辺のことを

じっくり考え直していく姿勢が建築屋さんにも必要だし、造園屋さ

んにも土木屋さんにもそれから経済屋さんにもみんなに必要になっ

てくるんだと思うのです。

4 景観の価値基準

片倉 ZZ織をまず向めるというときにいろんな方法がいると思います

し、それは建築展だけのｾ，織が日Ｎｾまってもだめだと思うのですが、当蘭

一番号甘いというか、不十分なところは何でしょうか。

足 立 |計j し、 てもらえる 価 値 概 念 を、具体的な裏付け で出せるかど

うかにかかるわけです。

伝染病とか、地良・火災だと、ショックですからみな 一生懸命に

なります。ところがぼくは人 間に、無意識 のうちに影響を与えてる

ものを無視できないのです。これは意識されることが少ないだけに

一般には問題にされにくい。したがって、まあ大して必要ないとい

う感じ方ですね。放置されやすいだけに問題です。

たとえば日? 言われわれがものを食べるその食べ物が結局われわれ

の休を形成しその身体的性格をつくりますね。そういう意味では美

という概念はちょっと包括的でむつかしく、議論が脱線しやすいも

のですけれども、とにかく人間にとってやっぱりそれが必本的な欲

求にかかわるものだし、それからまた先ほど言ったように市民にと

って自分の住んでる町というものに対して何とない誇りといいます

かね、そういう誇りというような具体的なことばでは意識しなくて

も、自信を持たせる 。 それからおそろしいことですがわれわれが若

い人を見ていて感じることですが、その若い人の子供11寺代の環境が

考え方やデザイン能力に出てきますよ 。

そういうことを考えると、気のつきにくいところに大事なものが

あって、その 一 つ はこういう美観の問題だ、という感じがしている

わけです。

久 保 無意識の価値ということですね。

足 立 新聞ゃなんかでたたくも のは、これはポチポチでも直して

いくから、まあいいんですよ。ところがたたきにくいものは、なか

なか直りませんね。

片倉 そういうものが顕在してくるときには、やはりもうちょっと次

元の低い形じゃないでしょうか。たとえば隣にできたものが非常にいい、



そうするとカ y コ悪いから直そうとか、隣があの程度のことをした以上

はやっぱりもうちょっと何とか とかいう、そういう相対的な |刻係で

次第に認識j支も高まってくるし、結来としてレベノレが上がっていくとい

うことも言えるんじゃないでしょうか。

足 立 モテ・ル地 区の波及効果の期待はそれですね。今の話で気が

つくことは、人間にはプライドがあるという点です。現代社会は昔

の落語長屋のような世 界と違ってきている。落語長屋ではプライパ

シーが乏しく、社会保障もなかった。その反面、裸の人間関係があ

って、相互扶助がまがりなりにもできていたわけです。今は個人を

尊重し、したがってプライパシーを大事にするという姿勢ですから、

逆に裸の関係でなく、見栄を持ちやすくなる 。

プライドは努力の原動力の一つですが、そのプライドの一つの変

形が見栄ですからね。だから住宅を建てる場合でも、その見栄がデ

ザインを左右するということは、普から生きつづけています。見栄

が慈いというんじゃなしに、人間性というものには当然それがある

んだから、それをどううまく誘導していくかということが大事なん

ですね。見栄がプライドに昇華してもらうといい。だから 、その面

の掘り下げをしないとね。

見栄のはりあいという変な話ーではなくて、たとえば、アメリカで

は市が道路ぎわに並木を植える。その並木に面した家の人がその世

話をしている 。 隣も向かいも同様。ぉ E いが自分の分担と考えるも

のを立派に育てようとしているのは、望ましい状況ですね。かつて

の私達の社会にはそういう面が見られましたが、そんなお仕着せは

厄介だという人もいるでしょうが、現在の大阪でも自発的にやって

おられる人があります。自分が育てたもの、手入れしたものには、

愛着が生じます。町の問題も同様で 、 それが基本ですね。

おかしな例をいいますと、ある術星都市て¥以前は リ ドウといって

いた農道ですね、その奥に笑際は途反でしょうが、建売住宅が何 軒

かできてそこへ車がはいりこむ。途中の在来の住宅の生垣の枚が張

り出してじやまなので市会議員の尻をたたいた。市会議員が市の費

用でプロック塀を作らせるから生垣を切らしてほしいと申し入れて

きた、という話を開きましたが、殺風景なブロック塀に変わると街

の景観は台なしですわ。切ることは簡単ですが、住民に一本づっ苗

木を渡して、敷地に育ててもらうというやり方のほうがノーマルじ

ゃないかと思うんですがね。

久保 そうですね。並木を植えるよりもよっぽどましですからん。

昔の『作庭記』という秘伝記ーがあるんですが、その中に、 「デザ

イナーは家主の意趣を 心 にかけて」という文章があるんですが、非

常にわたしはいいことばだと思うのですよ。つまり、人々がどうい

うふうに使ってくれるか、そういうことを心にかけて設計をしなさ

いということなんですね。ですから、逆に言いますと、その家主の

意趣というものが向上していきませんと、都市計画も向上していか

ないわけです。その辺が非常にむずかしいところでしてね、時間が

かかります。

5 景観計画へのアフ。ローチ

久 保 わたし、スペースというものは一つのサイクルをもって回

ってると思うのです。だからそのサイクルをもって回ってるその回

り方というものをよく理解しておくことが一番大切 だというんで、

こういうサイクルを考えてつくったんですが。

Space Organi zat i on Cycl  e  and Channel  Change in Human Habitat 
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まずスペースというものは有機化されているということなんです(0)。

それから、そのスペースに対して人々が認識事項を持ち(1)、それが

だんだんだんだん要求が大きくなっていくわけですね Ｈ Ｒ ｾ それと同

時に、人間側から見た目標というものがあるわけです Ｈ Ｓ ｾ それをよ

く認識しておかないと、まず人間サイドからいって、建築屋さんの

設計が人々にとって受け入れられないものになってしまうというこ

とになるわけです。

そこで、計画とか設計とかをやっていく場合に大切なのは、どう

いうふうな分析作業が大切かということになるわけです。 その場合

にヒューマン ・ヒ' へーピァラル ・アナリシス (5)とかランドスケープ

・アナリシス (4)というふうなものが必要になってくる。これは環境

アセスメントなんかと関係があるわけです。

それのほかに、計画 ・設計には 一 つの考え方が必要です。ことばで

もって認識していくのはだめで、構成概念でもって認識していくの

がむしろ賢明であるということで、コンストラクト ・アナリシス (6)

というものが入ってきているわけです。

それからデシジョン ・メーキング(7)というものになっていくわけ

です。

それと同時に 、デザインとしては、オリジナリテイがありますの

で、これは別個にひょっこり出てくるものだ、というふうなことか

ら、そういうものを入れてるわけです(8)。

それからコンストラクション (9)に入るわけですが、ここで無知か

らくる空まわりが非常に多いということでもって、このサイクルが

いろんな 回 り方をするわけです。

3 7  



ですから、計画 ・設 計 を す る 専門家が、現在われわれが議論 を し て い

るのは、サイクルのどこを議論しているんだという ふうな こ と を 理

解することが非常に大切だということです。

(0)--> (l}→ (2)--> .  (3)--> (4)--> (5}→ (6)--> (7}→ (8}→ (9  )--> 

(0)と回れば一 番望ま しいわけなんです けれど も、なかなかそ うは い

か な い 。 で す か ら 建 築 屋 さ ん と 一 緒 に作業を や っ て る 場 合 で も 、 一

体 ど のサイ クルの議論をいまやって るんだという ふ う な こ と を は っ

き り さ せ な い で 議 論 を し て い る 場 合 が 多 い ん で す 。 で す か ら 議 論 が

空 回り し ち ゃ う 。 そ の 辺 の こ と を こ れ か ら よ く よ く 考 え て い か な い

と、また人悩lサ イ ド の こ と を 忘 れ て し ま う と 、 非 常 な 大 き な 過 ち を

; 5 [ ! . すだろうと思います。

たとえばヒューマン ・ビへーピァラル ・ア ナリ シス (5)の と こ ろ で

は、 S D 法 な ど は 十 分 に 使 え る 手 法 て ¥ こ れ は 社 会心 理学 の ほ う で

開 発 さ れ た も の で す。 こういう ふうな こ と を 考 え て い る ん で す け れ

と。

足 立 世 の 中 に は 、 か み あ わ な い 議 論 が 多 い と 思 い ま す。 そ の 点

で 、 こ の よ う な 分 析 を し て い た だ く の は お 互 い に 焦 点 を あ わ せ や す

くけっこうだと思います。

こまかい問題ですが、 S D 法 は 相 当 な 限 界 を つ け て 使 わ な け れ ば

いかんと思っています。

久 保 それはそうです。

足 立 板 本 的 に は 言語のあいま いさというのが介在するからです。

指標としてとる 言 語 が 大 変難 しいと感じています。ヒューマンの

問 題 を 考 え て き ま す と 、 そ の辺 で 落 と し て い る も の が 多 い ん じ ゃ な

い か と い う こ と で 、 最 近 、 い ろ い ろ や ら れ る 方 が 多 く な っ て き た ん

で す け れ ど も 、 ま だ な か な か 体 系 化 し て 、 す ぐ 使 え る 形 に ま で な っ

ていません。 断 片 的 には使えましょうが。

造 形 的 な 要 素 が ど う い う 意 味 を 伝 え る か 、 そ う い う 問 題意 識 か ら

言 語 学 な り記 号 論 を 道 具 に し て 、 従 来 ビ ジ ュ ア ル ・ランゲージと言

われていたものを 解析し て建築に 活用 してい こ うという動きが強く

なってきてるんですけれどね。これも実際やりだしてみますと、言語

そのものに大へんむずかしい 問 題 がある。言語以上 に ビ ジ ュ ア ル ・

ランゲージというのは多義的だと感じています。

それだけに、ある言葉で代表させても 、 もう一歩のつつ込みがほし

くなる。その点は文脈的に考えねばならんのでしょうが。

感 覚 的 な も の を 言 葉 に 納 訳 し て 確 か め ず に 同 感 覚 の バ ラ エ テ ィ と 対

照 さ し て 確 か め る 方 法 が あ る こ と は あ り ま す。

久保 アレキ サ ンダーなんかはパターン ・ランゲージということ

ばを使ってますね。

足 立 彼 が言 う に は 、 わ れ わ れ が い ま つ く っ て い る も の は 大体ツ

リーだと 。 幹 か ら 枚 へ の 考 え 方 は あ っても 、枚と枝と の相互| 某li 主ま

でとうていいっていな い。 だ か ら 単調な町ができる、団地ができる、

ス ト リ ー ト フ ァ ー ニ チ ャ ー に も も っ と 関 連 づ け が い る 、 と い う 言 い

方 を し て ま す ね。 科 学 的 な 結 果 を 中 途 半 端 に 理 解 し ま す と 、 き め ら

れ た 手 )1頂でそれだけやってればいいんだということになりますんで、

網 に か か ら な か っ た も の は ど ん ど ん 落 と し て 進 む 。 落 ち た も の に 人

1111的 な も の が 多 い ん で す ね。 先入在l / ，を持| して、思案し直! 惑を働かさ

ね ば な ら ぬ 問 題 が 、 スタートのときに案外多いのですね。

久 保 それは大きな問題ですからね。

足 立 い う ま で も な い こ と で す が、薬でも、慎重にやらないと、

人 に よ っ て 思 わ ぬ 反 応 が 出 て ま い り ま す が 、 人 間 に 関 す る デ ー タ に

は 、 そ う い う 問 題 が 実 は 沢 山 あ り ま す ん で ね 。 そ う か と い っ て 、 無

視 で き な い と こ ろ に む ず か し さ が あ り ま す し 、 ま た そ れ だ け に 興 味

がでますね。

6 景観形成の要素

足 立 都 市 計 画 で は 、 用 途地 域 を細分化 し、整理しまうとしてい

るわけですが、 そ の 立 場 で 景 観 問 題 を み ま す と 、 一 例 と し て 、 リ ン

チの方法 が 明 確 化 という点で参考になりますね。伊11の ゲ シ タ ル ト サ

イ コロ ジーがオートマチックなものの見方を立証して、 見 や す さ の

法 HIJ を示していますが、それを基礎にしているといえましょう 。

しかし、整い過ぎると 、 えてして |且 苦 し く な り や す い 。 ゴ チ ャ ゴ

チ ャ し た 、 奥 ま っ た 隅 で 、火事 に で も な れ ば 逃 げ ら れ な い よ う な と

ころで飲むのが好きなのも人 間 の一面です。 l凌昧で混沌としている

の も 捨 て ら れ な い の で す ね 。 多 様 性 と い わ れ る も の の 内 容 の 吟 l床が

いります。

久保 そうですね。

足 立 建 物 の 軒 高 や 壁 面 線 が 揃 っ て い て も 、 フ 7 γ サ ー ド に 変化

があってこそ 、退屈 さから逃げられる。背広という様式は 同 じでも

色 柄 や ネ ク タ イ の 変 化 で 自 己主 張 も で き る し 、面白さも出るような

ものでしょう。単純に制J11i がいいというわけではないのです。

i鐙ぴの場は、日常と違った雰囲気が必要でしょうから、雑踏のよ

さ と か 大 都 会 の 無 名 性 と か い う よ う な 問 題 を は ら ま し て い く と 、 あ

るな l床て、は相当 自由 なバ イ タ リティを競合させるようなところも当

然 あ っ て よ い 。 そ の 場 合 で も 、 街 燈 と か 、 そ こ に つ い て い る 商 庖 街

7 ー ク の 看 板 な ど が 揃 っ て い る と 統一 感 が 出 ま す ね。両 極 端 の 聞 の

そ の 辺 の 兼 ね 合 い で す ね 。 そ う い う バ ラ ン ス の お き か た が 恨 本 的 に

は一 番 大 事 な よ う な 気 が し ま す ね 。

( 片倉) 歴史的対観保全でそれが観光町J な要紫を持 っているという場

合にはまあ合意が得やすいという訴もありましたが、それを凡る人は、

要するにビジターとして、旅行者として凡る 。そして間性があるとか、

あるいはいいなあと L 寸 。ところが、そこには攻: A に人が生きていて住

んでいて、そしてその人たちがどう; 平1削しているか、どう思 っているか

ということとがうまくかみ合 っていなければそれは死ぬ。あるいは外か

ら凡たときに非 'ii:，に柿々しい ー。旅行者として L 、そういうふうな印

象を' 支・けてしま っては 、かえ ってそぐわなくなるということ t.! と，官、いま

す 。 そういう、日 Ｇｩ ｩｾ Ｇ 明 ｩ ニ と ｪ ド日常セ ＱＺ という百い Ｉｊ をしてもいいかとｽ ｩＡｽＮ うの

ですが、 そのあた ｴリＩは ｪ景 ｩ託 ｴ 量也鋭 ｪ見 ｴ のｼ仰川日川 ｬ 凶を ａ巧 ｴ号 今 えるときにどういう」ふ 、 うに，ｾ，ぷ剥 ､品捌 Ｚｊ 和 ｬ 日山 ｉＧ ｪ

を見つけてい つたらいいてで，しようか@

また、つくるということは非' 市にむずかしいことで、っくり過ぎれば

当然それはよそqi - きにな ってくる . だけれどむ、実際に、. f 1 . どむの生活

の中にむそういうよそ fr きの I(Uが何がしかはやはりあリ、しかしそれが

すべてではないということですし 。町そのむのを! 日l じように凡ていいと

すれば、いままでのそういう対鋭というのはどうもよそ行きの l師、それ

から外から米た人の目というものを 41三.;;: ; に強くな t取し過ぎていたという

ことが言えるのではないでしょうか。

久保 で す か ら 、 人 間 的 な 側 面 を い ま ま で は ど う も 軽 ろ ん じ て い

たということが言 え る わ けですね 。 そ の 辺 が い ま ま で の都市づくり

の一番の 問題点だと思うのですよ。で者11市 景 観 な ん て も の は 、 そこ

に 人 聞 が 住 ん で 初 め て 生 ま れ る も ん で し て ね 。 で す か ら 住 ん で る 人

々が、これはーーと 思 ってるような 都 市 議 飢は、 外 から来た人がし、

くらいいと言っても、必ずしもよくはないわけです。ですから住ん

でる 人 が 満 足 しているようなところで一一ある程度のがまんはした

としても一一一しかもよそから来た人もすばらしい 、 というふうな都

市 景 観 が 最 も 好 ま し い と い う こ と に な る ん だ ろ う と 思 い ま す ね 。

(杉本) その場合の似本的な妥紫 を一体何に求めたらわれわれは最も好



ましい jit 観を将米っくり出せるのであろうか。このような点がこういう

計画にたずさわ っている人々にと って非常に興味深いところだと思われ

るし、また求めようとし ている点だろうと J思うんですけれど.

(片倉) その一つ は、最初に久保先生は、適切なオ ープンスペー スを確

保することだと言われましたが、そうすると、これをよ4体的にどうすす

めてい くかという問題になりますね.

足 立 抜本的なものでなく、姑息、な話になるかと思いますが、そ

れについて思い出したのは、ブェノスアイレスです 。世 界三大公園

の一 つを持ち、大広場、大通り以外に 、市中 に散在してある 小 公園、

小 広 場の数の多いのを自慢にしています 。大阪の地図を見てまして

ね、小広場というか、市が機保している空地が案外あるなと思いま

した 。予想が低過ぎたから、案外ということなのでしょうが・1

工場跡地とか総合設計制度の活用ももちろん必要ですが、とりあ

えず、 小広場の活用が考えられないかなあと思いました。

市の方にお聞きすると、先識が将来のためにということで、機会

のあるごとに碓イ呆しておかれた遺産だそうです 。

現状は、なんとなく駿 っぽく、樹木も貧弱なのが多いのですね 。

町の人達の手近なスポーツ施設、とくに日本の場合は聖子球が好まれ、

その点では商戦がいりますが、その而が不足勝ちですから、狭いな

がらもそれに使うことを巧えますと、あまり樹木も植えられなし、。

子供の遊び場としても要求されましょうから、多用途ということで、

しっ くりしたものにしにくい面があると ，思いますが、も少し性格づ

けができないかなあと思います。場所によ っては、も っ と樹木を植

えて、 小 公闘化して、休息の場にしてよいのもあるのではないか。

それと、周囲の建物が小 広場と全然関係ないという顔をしています

ね。 外国だとカフ ェテリヤが面していたりしますが。 御堂筋と 三休

橋筋、堺筋の聞のプロ y クなどにそのような小広場がほしいと思い

ますね。 とくに昼休みに活用できるような。

いろんな '性格の小広場ができて、接する機会が生まれてくると、

皆さんの見方も変わってきて、その波及効果に期待したいのですが。

久保 どこも同じようですからね。

足 立 そういう意味でー磁の例性化というようなことをね 。 その

地区の特性に応じてその空地をどう使うか。 もうちょ っ とニュアン

スがあ っていいという気がしますね。

久保 それは 一面から 言 いますと 、人 々が、これがわたしたちの

公園だと思 ってるものの認識内容がj Q うんですね 。 ですから、みん

な同じものを求めるわけですよ、近くの住民は 。 ですからプランコ

がほしいとか、同じようなものを求めるわけで 、 それに振り回され

てるわけですね 。 ですから地区ごとの個性というものがなかなか出

にくいということにな ってるわけですね 、 いまのところは 。

(杉本 ) そう しますと計画的にはも っと広い目で観察 し、こ の地域はこ

うい うi! l : ぃ万をさせる べきであろ うというよ うなことを、われわれは巧

えないと いけない ということになりますね。

久 保 いや、だからもう少し広い場所を取らないとそういうこと

はできなし、 。 ということです 。

(片倉 ) 誌が少な いからとい うことも一つの理由になりますね。

久 保 都市景観の中で非r; _;;' に大きなウエートを持 ってると思うの

ですよ、オープンスペースが。 で す か ら 都 市 景 観 を 論 ず る 場 合 に

オープンスペースを忘れて建築景観ばっかりを追っていたんでは、

ちょ っ といけないと思いますね。 その辺はや っぱりお互いに考え直

す必要がある、というふうに思いますね。

7 景観形成の手段

足 立 一般の方の御堂筋の印象は、いちょうが主役で建物は背景

ですよ( 笑い) 。流行歌にうたわれているようにね。室内の壁は、あ

っきり仕上げて、家具に金をかけた方がず っと立派に見える場合が

あるのと 同械 でしょう。 ZE聞が囲われているし、道路の見通しが樹

寸こよって妨げられて安定感をつく っている 、 人 工の中の自然とし

て目立つ、ということでしょう 。

私達が空間のf f . 1床を受け取るのは、私自身の身体像というものが

基点にな っています。 基本的には安定 ・不安定の問題があります 。

どのように限定された空間にいるかということですね。戦後聞なし

の名古屋のように、建築は低くて、道路ばかりが広いとい った場合

は、 さをばかり見えて、なんとなく不安定で落ち着きません 。市 街 の

面白さは、囲われかたにいろんな変化があることです。

ヨーロッパの街の面白さは、そのような変化 をl味わわ せてくれる

からだといえるでしょう 。

よくいわれるように、1 j l と人が同じ道路を利用するために、画一

化が進みその変化が減 ってしま った、退屈にな ったということです。

ヒューマンスケールの復活要求でu もあります。者[1市にはいろんなス

ケー ルとニュ ー アンスがあ っていい 。 す っ きりさせるとい って も 味

気ないす っ きりさがありますのでね。 手法にもいろいろあるという

ことでしょう 。

(杉本) そうし ます と、たとえば御堂筋みた いに控物のファサー ドが一

定の ｪ 生 絞 ｴＧｴをもちユニフ ォ ーム Ｈｉｾ で ある という こ と は都市京都 ｴ にと って

かえ って マイナスになる場合 L あるというこ とですね。

足 立 そうですね 。 一 つの物の価値は相対的ですから、プラスに

もマイナスにもなる 。 京都の銀灰色の瓦の波や地中海の 賞 褐 色 の 瓦

と白壁の柴田はユニフォームとして美しいものですが、 どこもかし

こも閉じというのはどうでしょうか 。 ですから、御堂筋にしても本

町から錐波までの問は、ハイウェイがあ ったり商業地区も顔を出し

ますからその地区の状況で柔軟さを持たせたらよいと思います 。首Ij

庭を取るんでも、 一街区全部取りませんとね 。 よくいわれることで

すが、途中だけ抜くと、隣の汚し、ｾが出てくるわけですから 。 シー

グラムピルはその点問題はない 。 レバーハウスは予想を少し裏切ら

れた感じです。隣のピルの壁が気になりました 。 とにかくそういう

変化といいますか、息抜きというか、そういうものは中目当いると患

います 。

(杉本) そうし ますと ある意味ではヒ ュー 7 ンス ケール的な入 り込み た'

とか公化だ とかい うものがな L 、と、なかなか良い景観とい うL のは生ま

れない という ことですか。

足 立 ええ、その景観も、ご存知のように遠景 ・中長: ・近 景 の 諸

段階がございますでしょう。理恕をいえばその段階に合わせた調獲

がないといかんと思いますね。御堂筋も、道路に面する 一階部分を

もっ とすかしたり、ショウウインドウにしてもらう 、要するに迎え

る表情がつくられると歩〈楽しみがふえると恩います。 話しかけて

もらいたいわけですね、有のEまで拒否するんでなくて 。

久 保 日本では最近よくストリート ・ファーニチュアということ

ばを使 ってるんですけれども、われわれの専門ではランドスケープ

ファーニチュアというんですよ。 ですから、も っ とストリートだけじ

ゃなくて、公園の中にしてもどこにしても、そういうフ 7 ーニチュ

アの設計がうまくできるようになれば、もう少しエンリ ッチメント

になると思うのです 。 それでそういう専門家も育 ってほしいし、そ

れ が一 つには都市長鋭の 中 にil 到し、を与えることになるというふうに

思 っておりますけれどね。

足 立 その而でもまず整理ですね 。苦から屯線がよく話題になり

ますが、交通標識をはじめとしていろいろなものが林立しています。

問題は、管理者が7 チマチでまとめにくいという点にあるようです。

市ｾＱｉの ｾｒ がなくな っ て ＱＱ 汀名も半 ｉ ｊ り にくくな っ ていますしね 。 本当に

やるためには、審議会のような第三者機関をつくって、それに各管



の提案が必要でしょう。

( 杉本) それと、たとえばいまの大阪市にしてもそうですが、メインテ

ナンスに余りお金を使っていないということですが、もしメインテナン

スの お金を十分持 ったとして、現在の大阪につき・込んだとしますと、景

観は相当よくなるでしょうか。それとも、そえなことをしてもだめで、

般本的に考え直さねばならない点が多々あるんだということでしょうか。

足 立 あるかもしれませんけれどね、ぼくらが感じるのは、ご存

知のようにわたし、たばこのみでしょう 。 外国の町へ行 って 、行儀

悪くくわえ煙草で歩いて、捨てるのに、フット抵抗を感じる 町 が多

いですね。やっぱりきれいだったら、それはやれませんわ。大阪だ

ったら平気で投げられる場所が少な くない。( 笑い) 路傍にゴミを

拾てるのも同じ状況でしょう。

これはうちの 大学 も そ う で す わ 。 東 野 田の汚いところにいたとき

は、心理的にいえば、学生に床がたばこをどうぞ捻てて下さい、と

誘 っ て い る と い う こ と で す 。 と こ ろ が 今 度吹田 へ移って、新しい床

で一応 の掃除をしていますと 、灰皿のあるなしもありますが、捨て

る気にはなれないはずです。

一 番の基本はまず、程度問題ですが、不潔を| 坊ぐことですな 。 ニ

ューヨークという街は汚いですね。景観問題には、そういう基盤の

問題がまずありまし ょう 。

フランスの地方 都 市 で 、管理 ということを 印 象づけられましてね。

数年前のことですが、今おっしゃったことを、こちらの市の人に聞

いてみたことがあります。 " ，、や、いまはなんせ新しい道路をつく

ることで追われまして、残念ながらそこまでとうてい余裕がありま

せん仰という返事でした 。 日本の姿そのもので、ダンフ。や(; 少平IJ トラ

が走り回っている段階ではやむをえぬという感じでしたね 。

今、 一 息、ついている、っかされている段階ですが、なりふりかま

わずということは、これからは々えねばなりませんし、当 'J王者もす

でにお気付きで、いわゆる質の向上の問題です。単 に 費 用 の 問 題 だ

けでなく市民の協力もいります 。

われわれの気持自体も少しゆとりと也かさを持ちたいものですね。

一 弘、無用の用に似ている環境の心理的; 修科を実感し、J ! l ! . 解してい

ただくことがはじまりです。

(松村) じ ゃ、こ の辺で ー '. J正時間l どう もありが とうござい ました.

理者が協力していただく形で総合的に方針を確立することですね。

自動車の排気ガス規制lの審議会はモメていましたが、それでも一歩

づっ前進していけましょう。現在この種のまとめる機関がないのが

笑情じゃないでしょうか。

だからたとえばこの地区でどうしたら皆さんのそういう薗がよく

なるかという問題については、各種関係機関 やその辺のしかるべき

人も入れて納得してもらう手順をふんで、できるところから少しで

もやっていく、というような前向きの姿勢がないと批評だけでは進

みませんね。

( 片倉 ) 処築屋はどちらかというと小さな彼点から周囲を見ますし、ま

た結* として、たとえば建築からはずれた土木の大きな工作物の彩符だ

とか、あるいは土地の所有の状況からくる土地利用の仕方の迩いなどに

は受身です。ですから 一律の規制lがあ ってふ結来としてできる雄物は

必然的に群としてのまとまりが弱くなるんですけれども、久保先生のほ

うの悦} ，' ; ( - / ) 、らごらんにな ったら、そういうものはやはり何らかの脱制な

り沈滞なりをして、も っとある意味の統ーというか、慾思! が必要ーでしょ

うか。それともそういうものはそれなりに、その条件を受けながらよく

して L 、けるという見方になるんでしょうか。

久保 わたしはそういう点に関しましては 、非常に 長い目で見る

必要があると思うのですよ。だから人々がどういうふうに考えてる

かということを育成 していくのが第一 に大事なことでして、規制を

したりそういうことは姑息な手段だというふうに考えてるわけです

よ。 ですから啓蒙をし長い時間 をかけて、ここにはこういうスペー

スがいるんだというふうなことを皆さんに了解してもらわないと、

それはなかなか一 つの 都 市景観をり っぱなものにすることにはなら

ないと思うのです。

ですから極端な話が、ワンマン政治のほうが都市景観はよくなる

というふうなことを 言 う人もいますがね 。 民 主 主 義 で は な か な か で

きない、というふうなことを 言 う人もいますけれども、それは極J

てでe して jね3 、や っぱり人々がわか って くれさえすれば‘ だんだん抗 っ

ていくことだと思います ［ ですか ら ｾｉ ］ Ｇｩ ［ｬ Ｇ に時間はかかるけれども、

l時間をかけてやる必要があるだろうというふうに思います九 。

足 立 総令設計制度とか、建築協定とかの制度はできているわけ

ですが、短兵急にはまいりませんね 。状況をつくらないと 。

8 大阪の景観評価
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(松村) 10$1三を一つの 単位 として } 止まし て、iji，l:後 1 0年、 2 0 年、 3 0年

とき まし て一一大阪に限 つての JAですが一一行Ild1);[鋭が少 しずつH寺1::1 を

かけれ ばいいという おお しなんですけ れど、少 しずつでも よくなってき

たの か、そ れよりはr<l!iJ!ll のili J.庄のほうがi虫、 、の かて' すね。磁波 といって

i  むのをつく ることによって j;t 鋭を磁波するとL 寸 :¥J.味の破綾な んで

すがね. ある いは こういう 状態で進んでいくと 非常に困る んじゃな いか

というよ うなは ) j をして いらっしゃ るのか 、そ の辺のご立よ止をい ・・.

久保 わたしも破援のほうがいままでは大きか ったと思うのです。

その反省 JOJ にいまあるということですね 。

Ｈ 松 村 Ｉい まが非常 に 大 ＧＱｾ だ というこ とで す ね 。

久保 ええ、これからが大事だということですね 。

足 立 大阪市でも 、マ ス タ ー プ ラ ン の 再 検 討 や 緑化 政 策 、 環 境 浄

化対策を推進しておられますね 。者11市の問題は、時間がかかります

から、継続的な努力がその成否を決定します。 ある程度の頑固さが

いります 。 ;;t 観は、平面だけでは解決しない、立体の問題ですから、

容 ｬｬ Ｇ ｈｉｾＱ から 一 歩ふみ こ んだもの、具体的なたたき台になるイメージ
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2  地 域 地 区 の 指 定 状 況

J也J . o t J也 1<

IIJ ，土j也J，Ji.
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U .II. JI!! I< 

ｉｾ＠ ，'J えJ削減

i i [ 'd出|ぺ: i ¥l OH

針IIJ ，.i:J ，!!J.!':

Ifij ｾＧｊ 血 ｊＮｬ ｬ ｾ '!.. :・

哩R

1 2  

i.'fU'; 位協( よ 、 大Ｂ ー Ｑ ＵＡ ＱＧ Ｎ ＱＰ ｊ ｊＲＲ ＱＱｾＨｩ ! され、 1211ーの政 Jj と3378)jl lj の

I  ': .{I( (J JL {Iーでは 300 f立Ilj 以 1'. か) をかけ、1 I ( H11l 211二 5 Jj 11  WJ 己IJX:し

た 図 ー 1 にI J  ｾすよう な ｉｐ Ｏ ， ｪ l  i  ｉ ， ｙｯ，ｸ の 、ｼ以 Ｚｪ Ｎ Ｇ｜ ｉｾｉ￬￭ｪ より Ｇｎ ｬＮ ｩ 皮切ｾ fI ij に f る

hl k 約 4. 4km、 イチ z ウ・I H、の 2 ｾ、 の分自 ｉｾＮ Ｇ ［ｩｾ と ｪ 也 ｉＧＭ Ｎｈ を ｦ￬ ｪＺ，［ＱＧしたシ

ン，t : ル的な j丘路 である 〉にIJX: :二|添 しての 1'. ，)叩i 刊のたかでも r r主主

主lirb トシテ交 j凶jili 怖| 見I f 系ニ弔点ヲ iJ{ ク| 也九二治政卜/ Ij .. ｾ剃ｼニ ｩ 対立 ｲ

打lirli) 二/ j 主成 ニ) )ヲ Y クン"?; . ， J  J とあり 、行11di  ;i( 切について i 分

内山台: をf Iーって いる 、二の上うな J，' A，: (n>;.. t;.え }j でつ くられた j自路の

ｈ ＧＺ ［ ｾＺ ， ［Ａ，ｴ ｻｲｩｩｩ や ｲｬ ｊ￭ｊｲｊ自 の ｦｾｾＱ ( ある形成のため! こJ行〉とさ n た地械I也|メー(土、 表

ー Ｑ 、 表 Ｍ Ｒ のとおりであり 、 他 。 ｪ Ｑ ｾ ｾｻｪ Ｍ［ については ｊ ｊｕ 比をｻ・ｊＧＮ ｴ￨ したの

てJ t 申立さ H たい

4 1  

2 ，御堂筋の概要が Ｓ 目 Ｓ ｾ｜ Ｑ Ｈ 6  m) 、東丙方向( . i ! ! i ) が4，4 1111 ( 8  m) となっている。 ま

た、 大阪目 ｬ ￭ 心 ｩｾ ｬｾ のいわ Ｎ ＩＩる Ａｪ［ｽｊ めの ｦ ｊｩ ｉＮ＾Ｈ は約 ＸＰｭ ｦｲｪ がＩ ，ｾ 本 ｊＱＱＱ で 、 ＸＰ ｭ

IILI ｽｪ のＧＱＧ火は ｾ Ｎｻｪ ｊ ｱ }j!i' j !こ約 1 - 1. 5  mの'lif;JII ;lくの1) 1;;1く日告があって卜

凶f f i J也から の|十j ;l( をスムーズに i Jl f ｪｬ ｬ に［紅して ｾ Ａｊ の ↑Ａ日品目 ーを ｻ引 っていた

む ので 、 ｊ ＡＢｩ［｜ Ｇ に ｾ ， Ｇｉｾ 然とした旧 ｊ ，jf; であった， このようなfII f に飛行| 笈の

行わじ協でｾ ｦｾＧ る のかといわ れたほ どの広 Ｑｾ ｪ， ｜ ｈ￬ 邑路Ｈ仇 ＱＱＱ ＴＳＮＷｭ が

決 j斗されたため、作 l1' rl メー は'1' 央のM:;)-く路を! 土きんで 2 悼 のヒルが!tt

れ，lf;..i :  ｟ こ ととなり、イチョウー ｬｦｾ イ 〈とと ｌＡ こ ＱＱ ｾ，Ｚ＠ 十台J 司II IJ し、 i丘路と百1;

di l i( ? i ! / . を形成している， しかし 、80mIILJ)j の)，H ，: I¥' Wi Iえの純ドtl外で

ある .;i i::W.. ｴ ，Ｈ ｾｲｵｴ と ｩ 主的幼 ，［以 ｉｨ すむ わち大阪: 郷以外の地峡て" はf J il メー

む ｴｸｹ ［ＮＮ， とせず 、小先 ｊ ， ｬｩ ｾＱ Ｑ￬ :r '1' 心とする Jlli 主附成とあいま 勺てへンシ

ル ビル む多〈 、船場、}:，'; 之 l人! のIIIJ とはuf - .r-rJl(!をな している。
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(3) 御 堂筋のスケッチ

このスケ ッチは、 H百平日44年 1 月、2手H'l UiIJ と都市景観について検討

を行った|採に作成し たもの を下絵に、 lI i H050年 4 月の御堂筋 を現況

:与以、航'や万究、地形図等を参考に して縮尺1000分の 1 で作間 し、

これをさらにM に縮図 したものである。 これによ り阪急.I jij から難 波

前に至る全容が- nで比る ことができるし、主要ビルの建築年を記

入 してある ので、先に述べた集中皮や街 l三日1) 谷柏平等とともに見れ

ば、デザイン的 な変化 と密度的 な変化 が明 らかにと らえ ら札たと A考

えて い る。

，1J 雪而

図 ｾ Ｓ

事 務所床集中状 況

(東西断面)
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! ，j tJ  2  ＮＮＮ ￘Ｇｉｾ ・ ｾＢ均ヲ，ｾ・ Ｔ ‘

""η 

5 . おわりに

本小論は、大阪市の代表作j な都市対花見の一つである御堂筋 をスケ

ッチ等によって表現したものであ り、これを機会に多 〈の方々 よ り

都 市対観に| 刻するこ. ' Jl}J言を いただけれは' 幸いである。

な お 、 *ノj、論のための資料収柴、経理は 、 ト田隆夫、泌総洋幸が、

スケッ チは、 昭和44年分がw問州場、西山充、1I t H' 1J 50年分は、凶山

充、坂.!ftfi ij 券、 同m嘉夫が作図し たも ので、 ここ に感謝の立 を表 したい。
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図 4

事務所床集中状況

(南北断面)

建築物に|射す るいくつかの折微から御堂筋の市街化がと' のように

進んだかを見る こととする。

(1 ) 都心集中度

占ISrbの間造形態 l:t， - 般的に中心音1¥に近い地域ほど高密度、両次

疋の利用形態がみられ、周辺に至るほど利用の2副主が低下するとい

うj . ;J 心円的で、かつ傾斜的な村fill を形成するといわれている。そこ

で、都心への集中皮を見る ため、 昭和44正f の事務所b¥Cのス トッ クに

対 し て 大規十 五 γＩ ， ｾ務 所 ν 建築物 Ｈ ＲＰＰＰｭＧ または Ｑ Ｐ 階以 上 Ｉ が 、 本市の Ｒ

大幹線道路である jlil 立) j Ji ときたiを深江線を 中心にしてそれぞれ 1 kmご

とにどのような桁数で分布しているかをみたものが 図 - 3 、 図-

4 である。 この似ｼから ｌ 業務機能の柴 Ｇ ｐ 状況を ｴｦｬ ｾ ［ｬｬｩ ｬ できる 。 すとど

わち、米丙断而では御堂筋からはなれるにつれて急激に集中j立が低

F し、南北断而では41- 48年の集中 l立が順次北から南に砂勤してい

る状態が鮮やかにとらえられて いる。

(2) 街区男1) 容積率の変化と平均階数

御堂筋のうち淀屋橋~卵波駅前IHl の街区万1)作利率をH百平日42年と昭

和49年を比較 したものが図- 5 て¥ 先の集中l変と "リじように近年l判

庁1¥の容制 アップが付立ち、北からほぼ1000% の指定容般に近づいて

いる ことがわかる。 また、 図ー 6 は、同区間の街区日1)平均階数 (1昭

和49年) を示したもので、谷航中とほぼ同級に淀斥自信~築泌深江総

問ではほぼ 9 - 10階の建築物が控ち可p . んでいるものの、南部の地区

では相当余祁がある こと が明らかである。 この三つの図と 図一 7 に

示す敷地数の変化とあわせてみると敷地而舶の拡大につれて市制地

の形成が進展 してきた状態がよくわかる。

4 . 御 堂 筋 の 市街 地 形 態3. 御 堂筋 の 地 区 別 特 性

阪急駅前~難波駅前間を マクロ rl 'J 観 t弐か ら地区区分を行い 、地 区

ごとにそ のが{ 観の特性を簡単に あら わしたも のが図 - 2である。

i" J川、幹線道路により灰分された地区の特性を今後どのように生

かすかという こ とが新しい荒観形成のための問題点かと考えている。
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神 戸 の 住 宅 地 景 観

一 一 一 御 影 ・ 北 野 ・ 須 燐離 宮 前 ・ジ ェ ー ム ス 山 一 一一

、

、
戸、

y  

戸キ-

次

作

典

ニ

徹

行 Ｑ ＵＱ Ｑ ￮ｦ ｊ［河 ｾｾｈ ｾ Ｇ ￍｊｭ を 進める上 で 、これ まではどちらかと言えは

主 に 量 的 な プ ラ ン ニ ン グ と そ の規 制誘 導 に 主H艮が お か れ 、行11

rli を 美 し く す る 方向 や 者Il i li の景 観 を向 上 させるとし、う 質 的 な

勝

丑

正

憲

周

回

弁

口

村

嶋

安

藤

山

吉

諜 題 に 対 して 正 面 に取 り 組 む こ とに 坊 か っ た と 言 わ ざ る を 利

なし、。 本 杭 で は わ れ わ れ に と っ て 身 近 主神 戸 市 街 地 にお け る

イ、V ?

ゆ 川命

ロ

し、くつかの住宅 地景 観 を取り あ げ 、 そ れ ら 住 宅地 対 観 の判 色

の概 要 を 紹 介 し つ つ 、 こ う し た 方面 から 新 たな 行151打 開 境 形 成

計 画 へ ア プ ロ ー チ す る 糸 口 を探リ た L 、。

田 神 戸 市街 地 と 都 市景 観

日 に初叶71芸: 有:JiI. と言・ってもまことに 多止まな立11;/ミを J寸つヵ、、

いま 地 域 ・地 区 の ヒ エ ラ ル キ 一 、 視 覚の ス ケ ー ル と そ の フ ィ

ジ カ ルな 構 成要 素 と を 刈 応 させて 景 観 椛j求の テ ー 7 をJil l，'l¥す

ロ

ると 、次 頁 区lの よ う な 枠 組 の 中 に 位 置付 け る こ と が で き ょ う 。

こ の 分類 に 従 えば 、行 Ｑ Ｕ 市長観 としては 、眺 望 ｴｬＨｊｽｾｾＱＱ ｊＱＮ ( L and  

S c ape ) 、布|叶i tl (J 丸(1!:li. (T o wn  S c ape ) 、f J i lJ!各}j(1!JI. ( S t r eet  

S c ape ) に 大 きく 三 区 分 される が 、 そ れ ぞ れ をさらに j Jt 飢 の

附 成 要素 、 景 観 資 源 と|品Jj 虫さ せ れ は、 、 次 の よ う に 特J ' ll l できよ

。 行15I1 j  'MI 丸 御

眺望 的 来 観一 @ 自然 地 域景 観

部 rl i 的 対 観一 ⑮ rli 街 地 地 区景 観

。 ラ ン ド マ ーク

街 路 拡 観一一一 ⑤ ス ト リート 装 置

と こ ろ で 、 神戸 市 街 地 は 来 四 を 芦 屋市 から 明 石 市

つ。

(1)  

(2)  

(3)  

m 

‘s  

'キ

口

で品句30

km、 南 北 を海 と山 に は さ ま れ幅 約 1 - 3  km、 の制lJL<: ぃ'; -1'，:;1犬の

地 域 桃 成 を な し て お り、 その 地 形 的 特 色 が そ の都 市 北 観 上 も

〈反映 されている。( 下 図 参 照 ) すなわち、 111と海 で の迫

円

ω  

図 神戸市街地の地形特性と景観
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図 地織・地区のヒエラルキーと 景観タイプ

主 体 の 視 覚行 為

( 生活行動 ) 自 然 地 形

ｾ＠

広 域 | 空カ、勺眺める、如、ら

( 大阪湾 ・阪 神 間) lb: る 六甲山カら目北

都 市

( 神 戸 ｾ 一 γ 見る

地 域 | 屋 上 カ ら 見 る

" - .  "_!lI、. .  . ‘ ・・ I .  .， 

¥ ¥・・ ・，.  .、I ・・ I .  . 1  

11 1¥.  .  .  .  .11・9γ、ι 剤 、 1 ¥

11 1¥，・・・・ II. . . .;-. ._ ' .. / I ¥ 1¥ 

U  

地 区 | 歩 き な が り 見 る 。

街 区 ・ス トリー卜
注視する 。視 察 す る。

. 御影住 宅 地

住宅地景観ノ ート

阪急1制li 診駅を中心として市街地山麓部ー寸1f に発展してきた阪神!日!の

代表作] 住宅地としてとくに著名。鴨子が! 京から六甲山へと続く山の

織を背景に、自然 地理的条件を生かしゆったりとした敷地の大邸

宅がなら_ " 。

・地区内の道路 l立、適当な狭さを保ち、ゆるやかなカーブを描きつ

つ絞き、その両側の特色ある塀 ・石垣、: : t J :TI などが静かな中に変化

ある街路景観を ｪ ｪｽ ｩ ， ｬｬ ｾ する 。 とリわけ、 ｬｩｦｪ 近から出た御影石の様々な

デザインの石. i l l : は街路 に特異な表情を与えている 。

・側々の敷地 内には、いろんな種類の樹木が生い茂リ、街路上に張

1) 出 した緑のトンネ Jレは 地域環境にー層の洛ち菊きと笠かさを与え

る。

・住吉川の上iたから引かれた谷水が、ヨ三な街路の1 H'1構を背を立てて

流札、閑静な外部空間にさわやかな jlMI いを与える 。

・近代洋風住宅をはじめ、箸名建築家の手になる建築物がが，点2

I地也l区互内 の文 化 的2雰芋図主気t を盛リ上げている 。

58 

ｾｩ ｾ 持 寄

.  .  ._  ...，， 1 1 1 '  • • • • 、よ.  判. .  ン〆〉宮 ｾ＠

‘ 遠 景

‘ 中 景

4 近 景



景、 di 街 地 山 鹿 部 で の 中索、 さ ら に は街 路 ・地 区 で の 近 景 と

そ れ ら が有 機 的 に展 開 す る 悲 観 である 。 ま た 市 街 地 内 の 谷 地

区 に は 凶 有 の 挺 史 的 苦 松 が あ り 、 こ れ ら が 景 観 上 も 独 自 な 地

域 段 境 を:t: ilj，' I' ，してい る。

前 々 頁 の 地 図 は 、 神戸 市 街 地 に お け る 都 市 長 観 資 源 を 先 に

示 し た 行1I リけ:;;tf l . 見タイプ男Ij に あ げ た も の である 。 以下手ヰタイプ

別 に 見 て み よ う 。

・ 自 然 地 域 景 観 ( A ) 一 六 甲 摩 耶 山 系 須 磨 山 系 を中 心 とする

自 然 緑 地 景 観 系 ( A ，) と神 戸 港 、 須J袋1，lj 、 舞 子 浜 な ど の | 臨海海

浜 景 観 系 ( A
2

) に 区 分 さ れ る が 、 いずれも 山 ( 緑 ) と海 ( 水 ) とい

った 自 然 環 境 その もの が 主要 な柿 成 要素 と な っ て い る 。

・TI"Hより也地区景観 ( B )  - d'if1i J也 l人lの 各地 区 に 対 応 し て 純 々 考

え ら れ る が 、 大 規 棋 公 図 ・繰 I也や 大 学 キャ ン パ ス 等 を 中 心 と

し た 公 l亙1 . 緑 地 景 観 系 ( ｾ Ｉ 、本杭で取り あげる住宅 地歩、観系

(  B 2) 、 旧 府 留 J也、 J酉 倉 地区 等 の 廃 史 ・文 化 景 観 系 ( B
3

) 、二 宮

駅 前 、 神 戸 駅 前 等 の 都 市 核 呆 観 系 ( B. ) に 分類 す る こ と が で き

ょう 。

- 都司 i '1似

. 北野住宅地

住宅地景観ノ ト

神戸の都心三宮北部の山総に拡がる住宅地で、地区内に点在する異

人館建築はとくに著名。し かし、近年のラヴホテルや高層 7 ンンヨ

ンの 出現は、かつてのr*ち者いた住宅地としての環境を変えてしま

いつつある 。

・異人館は北野の景観構成において中心的な役割を来たしており、

レンガ造りの塀や煙突、あるいは、取り残された街灯や、屋根の風

見烏は、歩行者の視線を受けとめ、エキソチックな雰囲気をつくり

出している 。

・山麓の傾斜地に立地しているため、坂道や、住宅へのアプローチ

階段が多〈、街路空間は楽しい変化に富み、そこからは、神戸の 市

街地への展望もひらける。

・1央ぃ露地はこの地区の大きな特色であるが、主要な歩行者路が、

サービス道路を兼ねているため、外部環境の印象を悪くしている 。

---

'̂ 

行11市;!iII 1沿 い の 来観 で 、 神戸 市 街 地の場 合 、 河 川 景 観 系 ( C ，) と

道 路 景 観 系 ( C
2

) と に 分 か れ る 。

そ の 他 、 ラ ン ド マ ー ク( D ) としては、 山 頂 や 高 層 建築 物 等

dif 1i'.1也の1主点 にな るも のカ、やE々 あ げ ら れ よ う 。

- 神 戸 の 住 宅 地 景 観 そ の 課 題 と 方 向一 一

相 ＱＱ 戸の 代表的住宅地 として 、ここ では 、待 ＱＱ 桜、北野、肉 ｦ ｾｬ･

Ij i] 、 ジ ェ ー ム ス 山 の PLj.l也区 を 取リ あ げ る が 、 い ず れ も 市 街 地

の 山 手 あ る い は 山 後 部 に 位 置 し 、旧 くからの 独 立 住 宅 地 とし

て収 在 も な お す ぐれた 地 区 環 境 を形 成 している 。それぞれの 地

区 の最 観 構 成 要素 の 特 色 は下 段 の「住 宅 地 景 観 ノ ート 」に 紹 介

してある が 、 こ れ らI也区に共 j凪し て見 い 山 される' 1' 1:絡 を あ げ

れ ば以 下 の 諸 点 に 柴約 されよう 。

・立 地 条 件 、 地 形 的 特 性 を反H央 して 、 海 と山 との両 方 の展 望

に す ぐ れ 、 坂 道 に 沿 っ て 変化 の あ る V is ta が 展 開 す る 。

・道 路 と か 公 1M ! とかいった地区内の公共的1
i

剖! 市はほとんど行

われていないが、イli'i l々 のリIJ.H 也は ゆ っ た り としてお り県立 J也内 の

緑 が 地区 全体 の邸 境 を雌 り あ げ て い る。

5 9  



- 近 代 洋 風 ・和J g . : ¥' 等の歴史的建築物 と し て も す ぐ れ た 住 宅の

ほ か 、 美 術 館 、 公 開 庭 園 等 の 文 化 施 設 が '，'，1:在 し て お り、独自

の 歴 史 、 文化 的雰 囲 気 を 持 っ て い る 。

・建 物 自 体 の ほ か 、 垣 根 や 門 ・塀、水路告す二の 外 部 環 境 構 成 要素

カずしっかりしていて iii lJ!各t合し、のま; : . : 徳Zをリ ッチなものにしている。

以」この よ う に 、 こ こ で 取 り あ げ る 住 宅 地の 環 境 は す ぐれた

特 質 を そ な え て い る が、イ[ I ! [ 々 の 地 区 が収 在 地 え て い る 環 境 形

成 上の諜 題 は か な ら ず し も← 械 で は な い。 以下手ヰ地区ご とに

そ の課 題 と方向 を検 討 し てお き たい 。

1  .  ) 御 影 住 宅 地

明 治 末 か ら 大 正 期 に か け て 、 大 阪・担1
1戸 の 資 産 家 の

j
斤 住 地

と し て 発 展 ・定 着 し て き た ま ち で 、大 邸 宅 中 心の ゆ っ た りと

した 敷 地'，I;IJ は特 筆 される 。 また 、 地区 内 に は 白 鶴 美 術 館 、 香

吉 美術 館 、 小 限 会 館 等 の 文化 施設のほか、 深田池、 弓 弦羽やj I れ

といった 緑 地 が 地区環 境 を 'J ｛ き立てている 。 近年山麓部 ー ＧＺ Ｎ ｉｉｊ ｾ

に マ ン シ ョ ン建 設 が 相 次 さ、 地区 内 環 境 の変 貌 は 目 覚 ま し し、。

今 後 の 謀 題 と し て は 次 の よ う な も の が あ げ ら れ よ う 。

・敷地; 刊 の 変 更 や細 分 化の 防 止

- 須 磨離宮前住宅地

住宅地景観ノー ト

山陽1目先月見山駅から須謄寺に至る山I f t IJ ..;Wに発展定着してきた住

宅地で、 離宮道、須磨寺参 ill を一つの紬として展開している 。tfij: に

向かつてゆるやかに下る南斜面に聞ける住宅地は、明るい落ち活 き

をみせている 。

・高佐宮遂の松並木は、沿道住宅の生.l.e:や塀 とキ[]ま って、ヒュー 7 ン

スケー J レを持つ特異な街路空間を構成している 。

・松並木によって歩道は単道と明確に分離されており、緑に図まれ

た洋風住宅の屋恨や海を望み、明る くのどかな雰囲気が襟 っている。

・周辺住宅地は、狭 い街路、植込みのある露J也、特色 ある有] 風の いl

や塀により、 [*11' ] 命な落ち着 きをみせている。

- 須l海寺門 I' JIjsff 地区は、向性宮道周辺と呉なって、にぎわいのある界

限ｾ｛日 ｪ とな っている。

グ 電 側 寺 駅
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コ司

駅

宅 . 咽 ・ き曲 、

Ｍ 建物容積・ ［建ペ イ率、ｪＧ［Ｇｾ さｾ［の 規 ＱＱ ， ｉｊＧＱ 怠化

・風 致 地区 規制 の 再検 討

• P[J . 塀、上主制等敷地境界処月! の材 質 、 デ ザ イ ン規il，IJ

・敷 地 内 空 間 の杭 極 的 緑 化

こ れ ら に つ い て の 具 体 的 方 策 の検 討 の ほ か 、 地 区 全 体 と し

て は 、 白 鶴 美 術 館 か ら南 へ や1
I び る 長観 軸 の 整 備 と そ れ に つ な

が る 住 宅 地 内 道 路 の 欣 策 協 と し て の 位 置 付 け と 各 地 設相 互 の

ネ γ トワ ー クイヒか三重まれる 。

2. ) 北 野 住 宅 地

_  ＺＭｔｾ 南音 ｛Ｑ Ｍ .;:l 'i に 幕 末 か ら lりJif i初 め に 居 留地 がつ く ら れ て 以

求 、 山 鐙 の こ の リ;!? は 催 良 弘 住 宅地 と し て 発 展 し 、 具 人館 の

点在する異ｼ王 卜ｼ 、 ｊｪ 緒あふれる街並を誇 っ ていた 。 ｛ｊＡＺ｛地 区の ｲｬ ｾ で

もとくに歴史 的諮和 のある 地 ｉ ｾ と 言 える 。 ただ、都心に近い

こともあって、1 f t : { 和 30年 代 よ りj削を し て き た い わ ゆ る i}ui 泉 マ

ー ク ホ テ ル の乱 立 や40一年 代 7 ン シ ョ ン の 林 立 、 さ ら に は 自 動

.t ll 交 通 量 の i)) j( Jfl 等 に よ りか つ て の 地 域 的 性 格 は 大 き く 変 貌 し

た。 l滅後 1' 1数 [ ， ｾ ， 束 あった県人 �Ｂ ｉｾ もＮｅ ｊｌ 在で はわずか ｟ ＺＮ [守数棟 に

まで 減 少 している 。 こ う し た 北 野 IIIJ の 景 観 形 成 の 方 向 として



- 車 道 の J t ;品化、沿道敷地利用規f ! J IJ 、 敷 地 境 界 処 型 の 材質、

テ ザ イ ン 規 制 等 に よ る 離 宮 道の保 全

は 次 の よ う な も の が 巧 え ら れ る 。

・異 人 館 建 築 の 修 復 保全

. ;:':;府 - 大 規t共; 建築物等の規制による眺望景観の保 全- 不 適 格 建 築 物 の 除 去 と 再 開 発 計 画の樹 立

・歩 行 者 道 ・遊歩道の生前市とネソトワ ーク 化 4 ， ) ジ ェ ー ム ス 山 住 宅 地

開 発 者 ジ ェ ー ム ス 氏 が 、 ク ラ ブ ハ ウ ス を は じ め と す る 弁 極

文 化 施 設 を こ の 南 に ひ ら け た 丘 陵 地 に 設 け て 以 来 、 現 在 で は

- 道 路装 世 の 設置 l' 缶liiil と門土堺 等 の デ ザ イ ン 検 討

3 ， ) 須 磨 離 宮 前 住 宅 地

在や1] 英 民|外 人 を中心 と し た 住 宅 街 と な っ て いる 。 ゆ っ た リ と

した敷 地 に純 々の 呉 国 風 の 住 宅 が 盟 か な 緑 に 閉 ま れ て 点 在 し

自ff 宮 公 園 ( 1日武庫高![ 宮跡) と 須 勝 寺 と い っ た 二 つ の 公 副 ・1守，

J也を 北 に ひ か え て 須 磨 の 山 手ーー併に拡がる住宅地は、離宮j" j立

の松 並 木 と須膳 寺 に 至 る 門 IjIj1111ーの一 つ め 南 北 街路沿し、 の長 観 て い る。 谷 部 に 位 置 す る ク ラ ブ ハ ウ ス を ，t，心 と し て 丘 の 上 の

沿 道 の 敷 地 の 法 而 の 締 ・石 組 と住 宅 地へ と つ な が る 坂 道 は 、に 代 表 さ れ る 。 地 区 内 に は 近 代 洋 風 住 宅 が 点 在 す る ほ か 、 南

の 海 に向 か つ て 展 開 す る 眺 望 景 観 は こ の 住宅 地の 大 きな 特 徴 、'31也区 の 謀 J;lli と し てと も に 独 自 の 街 路 景 観 を 形 成 し て い る 。

は 以 下 の λ〈が あ げ ら れよう 。

・歴 史 的 建 築 物 ( 近 代 洋 風 住 宅 ) の保 存

・起 伏 を こドか し む 建 物 配 置 と 敷 地 法 国 の 緑化 保全

と・言 え る 。 た だ 、 近 年 こ の す ぐ れ た 展 望 を 高 層 マ ン シ ョ ン の

山 Ｑ 現 によ り失い つつ ある ほか 、自 ｩｬｬＩＩ ｟ｬ ｉ ｊＮ 交通の ｩｾＩｫＺ ｗｉ に 伴いｼ日 〈

- 敷 地 内l変 更 、 細分 化 の 防 止

・地 区 内 お よ び 周 辺 の 残 存 樹林 地の保 全

・周 辺 地 区 で・の 日 府 建 築 物 規 制 に よ る 眺 望 景 観 の 保 全

た出 Ａｴ 后 ￧ ｪ 互の松並木 の 汚染が進むなど、 Ｑ［ＺＡ ＮＱＮｽＧｾ

保 全 の 上 か ら も 早 急 な 対 策 が 望 ま れ る 。

こ う し た 邸 JJi 形 成 上の課題を集約すれは‘ 、以下の ぷ が あ げ

か ら 親 し ま れ て

つ。らt l

F

-

E

F

 

住宅地景観ノート

寝屋から沌の茶屋にかけての丘陵部にひ句けた外人住宅地。変化あ

る地形の ':1"に郊外21の住宅か¥点在し、丘の上からは海 ・山に展望が

ひらけていて、光あふれた開放的な環境を保っている 。

・校を煩った樹木のtHl をぬって iili る谷筋 のi丘、防当たリの 良い丘の

中腹を巡る i芭など、地形に対応して変化ある道路空間が展開する 。

事の ii 自りもまれで、気持ちの良い周遊散策路となっている 。

・丘の斜[ 自1沿いに並ぶ各宅地の法商は、芝生やツツジなどによって

おおわれ、拡がリのある街路空間l を形成している 。

・呉Llil 風住宅は色彩も明るく、周囲の緑の '1' に映えて美し L 、。

・住宅地の中心施設である 「寝屋カントリー ・クラブ」の コートや、

ブリッジ、ロータリーのライオンなどの道路装置は、さりげ主い l師

自さにあふt L ている 。

- 挺 史 的 処 築 物 ( 近 代 洋 風 住 宅 ) の保 存

. ジェームス山住宅地
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- 北 野 町 散 策道 路 の 設 定 と 沿 道 景 観 整備

・北 ! J l - J 町主要街路 J MI の設 定 と 生活道 路 施 設 整備

・北 野 町 ア プ ロ ー チ 拠 点 の コー ナ ークリ ーン スポット

- 新 し い景 観 形 成 計 画 の た め に

( 点;1犬

こ れ ま で 紹 介 し て き た 神 戸 の 住 宅 地 は 戦 後 の 著 し い 都 市 社

会 変 貌 の 中でも ど う に か そ の 決 定 的 破 壊 か ら は ま ぬ が れ て き

周 辺 市 街 地 の 著 し い 変 化 の 中 に あ っ て い わ ば 孤 立 化 の 方

緑 地 ) の 設 定 と プ ラ ザ化

・ニ|ヒ野H円ーへのアクセス jlir l! ( トーアロ ー ド、 北 野川 線 等 ) の 歩

行者施設の拡充弘引iill

・地 域 全体 の 自 動 車 交 通 量 の 制 限 と バ イ パ スの設 定

とこ ろ で 、 最 近 、 北 野 町 異 人 館 地 域の西 南 端 に 位 置 す る 呉

人 館 の一棟て‘ あるエビラ邸が都市計画道路東互E筋 線 の 拡 IIJ ;;¥lI)と

備 を 契 機 と し て 取 り こ わ され る こ と に なっ た が 、 神戸 市 に お

いて は その レンガi立の塀 だ け を 移 築 保 存 し 外 部 環 境 の 保全 を

向 て そ の環 境 を 保 っ て き た と言 え る が 、一 方、 個 々の 地 区 で

は す で に い く つ か の 拭 し 、 去 り 難 い 徴 候 の あ る こ と も 見 て き た。

そ れ は 7 ン シ ョ ン 建 設 に 見 ら れ る 地 区 内 の 土 地 利 用 形 態 お

よ び 空 間 秩 序 の 崩 壊 で あ り 、 自 動 車 交 通 と 地 区 内 道 路 と の 関

係 に 代 表 さ れ る 外 務11環 境 に お け る ヒ ュ ー マ ン ス ケ ール の喪 失

こ う し た 現 笑 を 見 る と き、 こ れ ら 住 宅 地 の 環 境 の 質

7こ。

である 。

進 め る こ と に な っ た。 移 築 工 事 そ の もの は 本 年 4 月 完 了 し た

こ れ を 機 に こ の 周 辺 の景 観 形 成 計 画 を わ れ わ れ の もと でカ、

検 討 し た 。

下 回 は そ の 景 観 形 成 基 本 計 画 の 提 案 の - .1fj 1で あ る が 、 こ の エ

ビラ邸周辺は、 二|じ!Jl }I WJ 異 人 館 地 域 と 神 戸 の著 名 な 街 路 の

で あ るト ー アロ ー ドの 北 端 に も 当 た る と こ ろ から 、{釘路空 II¥J

の再 緋 成 設 計 と コ ー ナ ー グ リー ンス ポ y 卜の設 置 を 主 な 内 谷

' つ

のほと ん ど が 、 地区 内 居 住 者 個 々 の 努 力 に 依 存 し た も の に す

ぎず 、 そ の 条 件 が は ず さ れ た と き そ の 姿 の 無 残 さ と 同 H寺に現

行環境行政の無力さに改めて気付ー〈 。 今 後 、 こ う し た 地 区 環

境 が単 に そ こ の 居 住 者 に と っ て だ け の も の で な く 、 広 < fi lir!i  

的 ・市 民 的 視 点 で 評 価i さ れ る べ き で あ り 、 そ れ を 前 提 に し た

最 観形 成計 画 が 考 え ら れ な け れ ば な ら な い で あ ろ 7 。

ここで昨今、 一 般 雑 誌 や そ の 他 で い ろ い ろ 取 り あ げ ら れ て

と している 。 これ ら は 北野町 全体 の 邸 Ｚ 境形成 という ｊｪ ｾ Ｑ 床 から

わ め て さ さ や か な試 み で あ る が 、 対 観 形 成 計 画 が 地区瑞

境向」この一 視 l主 に な る こ と を 期 待 し た い 。

l主

いる 北 野 町 に お け る 都 市 景 観 形 成 に つ い て 若 干 検 討 を 加 え て

おこう 。

北 野 町全体 の 技術i に あ っ て は 、 ま ず 景観 形 成 と 生 活 環 境 技

官iii と を 合 わ せ 考 え る こ と が必要であり、 具 体 的 に は 次 の よ う

な 方 策 が 考 え ら れ よ う 。

な お 、 ζ 町制 は 、 神戸 大 学T : i'"日II J J l ? i ! i 計四研究宅 の械 花 メ ンパ ー が 分 担 執 部 したが、

本 文 を的 IJI と!t_:凹 が 、住 宅地 :lit t!t ノー トに ついて は. ，i J I 、 11.1口、 吉 村 が担 当し た.

( しま た' か つ じ / 神 戸 大 学 助 教 授 . や す だ ち ゅ ヲ き ( / 神 戸 大学 助手 、 山 じ い ま き の り

/ 神 戸 大学 技 官 、 や ま ぐ ち け ん じ / 神 戸 大 学 大 学 院 生 、 よ しむらて つ / 神 戸 大 学 大"1:. 院

'U  

- 北 野町者1I 市 景 観 保 全 地 域 の 設 定 と 地 域 内 建 築 規 制

・異 人 館 集 約地 区 の 決 定 と 地 区 内異 人 館 の 移 設

右写真

旧工ピラ邸門塀移築工事

左図

トーア ロー ド街路景観施設

配置計画

下図

旧工 ピラ邸周辺の景観構成

基本設計
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美 観 地 区 に よ る 景 観 保 全

京都

大 橋 哲 夫

1. 美 観 地 区 と は

京都市では、昭和47年 4 月に市街地景観条例を制定して市街地の

景観についても規制していくことになった 。 この規制の 中心 をなす

ものが美観地 区である 。 美観地区という 11，11伎は、わが国においては

わりと古くからあるi l J lJI支で 大正 8 年の市街地建築物法にすでに規

定があり、大阪の御堂筋や束京の誌が関が美観地区に指定されてい

るのはご存じの} ] も多いであろう 。 しかし、時刻表になって市街地，悠

築物法は建築基準法に姿をあらため、美観地区の規制も、それまで

内務省令でおこなわれていた ( 美観審査会のような美の判断機関も

野視庁におかれていた ) ものが、各地方公共団体の条例に委ねるこ

とになった。 ところが 、大阪も東京もこの条例をf I l lJ 定しなかったた

めに、美観地区の地域指定め形骸は残りながら、その規制の条例が

ないという奇妙な状況のまま現在に至っているのである 。 全国的に

見ても、沼津市のごく限られた作IJ を除いては皆無という状況で、古

い歴史をもっているはずのこの美観地区という制度はほとんど活用

されていないのである 。( 台数市や松江市にも美観地区の指定がある

が、これは建築基準法の規制を根拠とする都市計画法上の地域地区

ではなく、 地 方自治法に基づく全〈独自の制度で、たまたま名称が

同じであるというにすぎない 。) この原因を考えてみると、もとより

lj .成後の混乱j切では、食っていくのがせいいっぱいで、者日市の美だと

か景観だとかを配慮する余裕がなかったということは 言 えるであろ

うが、高度成長期を経て環境重税の H寺代となった今日においては、

もはやこの理由は通用しないであろう 。

真の原因は次の 2 つであろうと私は考える 。

(1) 都市の美というような高度に文化的なことがらに行政機|剥が

果たして介入できるのか。 越椛行為ではないか、という問題。

(2)  美観 というものは十人十色のもので 、 きわめて主観的なもの

である 。 それなのに規制するためには、ほぽii Hにでも納得できる平均:

観的な基準というものが必要であるが、そういう基準を果たしてっ

くり得るか、という問題。 京都市も美観地区規制lをしていく上で克

服しなければならなかったのは、この 2 つの課題であったのである 。

2 . 都 市 景 観 の 公 共 性 に つ い て の 認 知

第 1 の問題 は結局のところ、 者11市 の美なり 者|叶7の景観というもの

が高い公共性を持つものであるかどうかという点に帰する 。 なぜな

ら、も し高い公共性 を持つものであれば、行政機関はその保持のた

めに当然に介入できるし、むしろ介入しなければならないからであ

る。

京都市の場令、昭和45年 10月に、市長の美観風致問題の諮問機I;V; J

である風致審議会に「市街地最観の保全整備対策」 について諮問し

たが、務談会はさらに専 門機関である景観専門小委員会に付託し、

1 年近くにわたって議論された 。 その討論のようすは、会議ごとに

新聞やテレビに広報し市民にひろく知らせるように心がけた 。 さら

に、その審議会の答申がまとまると、これを 冊 子にして市民に〈ば

るとともに、 H百和46年秋には市民参加の景観シンポジウムを「京都

の景観はみんなのもの一 一部市景観の公共性を考える」と題して Nf. J

催した 。 これは 6 人の専門家と広募した 30人の市民とが景観の公共

性というものをテーマにして討論するものであった 。 このシンポジ

ウムは大きな反響を H乎び、 200 人以上 の傍聴者がつめかけ、またこ

の桜子はテレビに収録して 30分番組で 2 回にわたって放映したりし

たので市民の 問 で大きな話題になったのである 。 シンポジウムに 出

席 した 市民の立見はいずれもその立場立場で多係なものであったが 、

京都の景観は高い公共性をもつものであるという点については、全

〈 一 致したのである 。 建築物の内帝 Ｏ｜ ｾｲＺ ｬｬ は伽 ｼ 人のものであるが、外

音Ｏ｜ｾＯ甘 Ｑ は万人のものであって、外部空間にｼ剥しては ＱＯＯ［Ｑ 人の恋立は許

されないこと 。 また京都のような都市景観は数十世代によって営々

としてっくりあげてこられたものであり 、その立 l床においては市民

の共有の! 材産であり、 1 111; /人、 1 企業の営利行為によって破壊され

てはならないものであること 。 などが明らかにされたのである 。

その後、新聞などに対する市民からの投: !? を見ても、京都 の 景 観

が持っている高い公共性について反対する者は 一 人もなく、規制に

賛成する者が大部分であった 。 ここにおいて京都の都市景観の公共

性は認知されたといってよく、市議会での討議でも 、美観地 区の 地

区指定のための説明会でも反対者はいなかったのである 。

3 . 美 観 規 制 の 基 準

第 2 の問題 はより困難なものである 。 たしかに、美観というもの

は主観的な要素が強いし 、こ の} ] 而における学問的 な研 究も皆無と

いう状況であるから、これに手をつけることは大きな冒険をともな

うものなのである 。 しかし、美というものは、美学上定義していこ

うとするといろいろの談論があり得るだろうが、美を見る人間の立

場から考えたときには大別して ニ内類の美が考えられる 。

一 つは、知識や教養をつみ専門的な訓練をした人々にだけわかっ

てくる美である 。 これは、たとえば 、茶碗の美しさとか墨跡の美し

きあるいは: t ill 象絵蘭の美しさといったものである 。 これに反して 、

もう 一 つの美は、 同舎のおじいさんおばあさんでも 一 目見て美しい

なと感じるもので、なんの教義も先入観もいらない性質のものであ

る。 景色の美しき景観の美しさというようなものはその典型的な例

である 。 つまり、例々の建築のデザインをとれば 、 その巧拙、美醜

についていろいろの意見があり符るかもしれないが、者f¥市景観とし

て全体としてみるとき、ほとんと誰もが一致して美しいなと感じた

り美しくないと感じたりすることができるのである 。 ほとんど誰も

が一致して感じるということは、そこに共通する何らかの法則があ

るはずであり 、 その要素を分析 し、固めていけば、都市の美観を符

観的に規制していくことは十分に可能であろう 。 このような観点が

発想となって、京都市は、美観規制! の基準づくりに取り組んだので

ある 。 ただ、ここで注意しておかねばならぬことは、景観というも

のは規制によってつくれるものではないということである 。 者11市 の

景観というものは 、 その主休が伽| 々の建築物であり、それを建てる

市民11古|人の美立識に結局は帰するものである 。 名11寺代 、各者f¥ili の 景

観は、その H寺代、その都市の i'!'i 民の創立と工夫によって 形 づくられ

たものであり、景観の豊かさ、多様性というものは市民の創立の多

様性に基づいているのである 。 したがって、行政機関の規制は、画

一的な建築パターンを押しつけるようなものであってはならず、な

によりも設計者の喜IJ意を阻害するような方 向は避けなければならな
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ｾＧｯこの点を注意しながらできあがったのが、条例第 Ｘ 条の「美観

地区内における鐙築物の基準」 である 。 これは、まず 、はなはだし

いものの排 除、つまり「けばけばしい 色彩」や「建物 の外壁にでて

くる冷暖房等のダクト」の 排除を規定し、ついで高さについては美

観地区を第 1純 地域と第 2極地域に区分し、第 1極地域では 15メー

トl レに制限している 。 そして最後に、総括して建築物の位置、規模、

形態および立 liL が周辺の 町並み、原史的建造物および道路、 公図そ

の他 これらに搬する公共施設と調和 し、 均挫のとれたものであるこ

ととし、さらに詳しい具体的基準は 市長告示として 別途に示してい

るのである 。

実は、この具体的基準案の作成が非常に苦心 したところであり、

これが美観規制の 中心的な内容にもなっているので、この作成過松

を少し詳しく述べてみよう 。 京都市の美観地区は 932. 2 ヘクタール

の広大な而積を持っているので 、ここでやったケース ・スタディは

主として大規模 な廃史的建造物周辺の美観地区候補地、 つま り御所

地区、二条城地区、東西本願寺地 区などを 対 象にしたものである 。

(1)  景観の特徴把握

そこで 、まず目ざしたものは、その地区がどのような特徴を持っ

ているかということである 。核となる歴史的建造物の景観の特徴は

比較的簡単に把縦できた 。 東寺は五重塔があり、東西本願寺は雄大

なかわら屋被がある 。 鴨川 美 観地 区はいうまでもなくその中心は ｉｉｾ 日

川であ り、Ip，日東 ( 鴨 川東) 美観地区は東 山を見逃がすことはできな

い。 また膝史的怨造物と周辺市街地の関係では、樹木や壬問などの

緩衝物があるかどうか、直接対附するのか、伝統的町並みがあるか、

などの翻在もそれほど困難は感じなかった 。 多少とも作業を必要と

したのは、 i正観椛成要素の分布の調子f であった。建物 タイプ月IJ の分

布、 つまり 村寺、 町家 、明 治建築、木 j主建築などの分布状 況、 建物

のL"r5.綴幌別 わけの分: 111状況、 建物の規模つま り階数別の分布状 況、

それから航空写真をつかった緑地 、広場、樹木、河 川、堀等: の分布

状況などがその主なものである 。 これらの結来は、具体的基準の rl'

で災観地区の特性として位置づけられ、設計の北本はこの特性に調

和するものでなければならないとされたのである 。

(2)  望ま I
J

い形態 、意匠の検討

そして 、具体的 な望ましい形態 、意匠については、鹿史的建造物

の形 態、 ｽｪ ｾ Ｑ 死の特徴分 析 と 地 域の 景観 に澗 和 していると認められる

現代建築のタイプ分析 とから導き .' +1 された 。

K V I6 賀茂大橋

歴史的建造物である日本建築の特徴は 、材料 が木と紙と土と石で

あること、形態 は勾配屋根を持っていて深い軒の 出があること、建

物の構造と調和 原理は、性と梁で、壁而は分得IJ されており、ボリュ

ームの大きいものも五霊塔のように 積府式であること、建物の 構成

のしかたは渡り廊下 でつなぐような形式をとる群椛成で、 一 つの大

き い ? " / スとして建物がつくられていないこと、などが特徴である 。

また、現代建築のタイプをわけると、伝統的な意匠を 一部だけ使

っているもの 、全体の 印象から伝統を感じさせるもの 、全〈現代的

な芯院であるもの( この場介でも 、繊細 なものと荒々しいものに大

別できる) にわけら れ る。

これらを総合して、望ましいデザインの方向を考えると、全体の

印象から伝統を感じさせるものであること、現代的意匠でも洗練さ

れた繊細な形態意匠であること、少なくとも金属やコンクリートな

どの物量感を感じさせないものであることなどが浮かびあがってく

る。 ただ、全体の 印象から伝統を感じさせるものというのは、言葉

としては言えるが 、 ［ｴ ［ｑ ｦ ｬｩ リ のｾ際としては ｼ利仰 なので具体 的 恭 ｩ ｜Ｂ ー には

採用 していない 。具 体的 なデザインとしては 、勾配屋椋 またはこれ

にかわるひさしを 持 つこと、足似ぶき 材料も、日本がわら、銅板、

アスフアルトシングル (一文字ぶき ) などに l浪ること、地区によっ

ては 外壁材にアルミスパンドレルなどの令属材料を禁止することな

どが主なものである 。

×  ×  

以上が美観規制基準の大田島て' あるが、この規制の実| 療を jff ll 所美観

地区と ｉ ｉｾｲ｜ ＺｲＱ｛美観 地 区でみてみたい 。

4. 御 所 美 観 地 区

御所はいうまでもなく京仰 の市街地の中心地 に位置する 景観的 に

も重要な場所である 。現在の待11所は 、平安京以来内裂がたびたび炎

上 したので 、南北朝時代 (14世紀末 ) にこの 地にあった皇内袋 ( 土

御門殿) に皇屑を移し、これを rl ' 心に拡張されたものである 。現在

の建物は、安政 Ｒ 年 Ｈ Ｑ ＸＵＵ 年 Ｉ に再建されたもので、平安 ｾｖｊ 様式を

桜した紫E霊殿や清涼殿のほかに常御殿、 小御所がある 。 直送同は滝、

渓流、 池 を配して宵 中の庭にふさわしい仮邪な趣をみせている 。他

に ＨＱ ＱＱ Ｉ 問御 所Ｈ 上 皇の ｻ 主情 Ｉ 、大 山 ｪ ｾ Ｑｉ 所 Ｈ 皇太后の住 駅 Ｉがあり、これ

らをと り かこむ広大な京 抑 制 ｬ 苑 は、かつては 烈 政関 白 や公 ｾ ｲＡｬ ｬ の 邸 宅

がたち並んでいたところで、昭和25年に岡常公悶となり、強11Hi され

棟 高6. 6 M

棟高 9.6 M

吉田山T .P 大文字4 -
12 3 M大文字山 T .P 1" ん二u

一 ＭＯ Ｔ ｾ ｾｍ ｲ ￯ ←問

賀茂大橋 からの東山の眺望
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て現在に至っているものである 。

この美観地区は i: F 1 I 所そのものと、その周辺道路の端から 20 メート

ルの範闘を第 1 陣地域とし、それからさらに 1 iiJ j 自の道路までを第

Ｒ 州地域にしている 。 具体的Ｉｾ準の Ｇ ＱＧ のこの地区の特性は、 「京抑

制 ｉｦｾ￭ 、 ＱＱＱＱ 洞御所ｾＮ・の叫 ｬ 投造 ｈｴｾ の控造物 ｬ 伴、ｉｦ ｾびに 京都御苑の也 Ｑ［Ｚ な樹

林/ 立び緑地が一体となってすぐれた iit 飢を形成し、この景観が '1'心

となり、さらにその周辺にひろがる社寺、明治 l孔ill 造物、現代の，辿

築物 ｬ 作及ひ ＨＮｌ［ 統的な ｉｉｲｦ 家 ｪｩｦ とｩＧｩｉＢ然 一 体となってこまやかでド Ｚｾ［［ｦｾ の深

いたたずまいを示している り となっている 。 したがって、往築に ｉｬｾｾ

してはとくに樹林の保全に ｗｻＮ ｩＧｪｾするとともに、形態芯 ｬ 尺も樹々の紋

にとけこむような 4科目11の洗練された繊細なものである必要がある 。

公家IIIJ であった簡杉はわずかに北側1) の冷泉家- ! I l ' F しか残っていない

が、この町にあったどことなくみやびな怖祁というものを「繊 <<:111 さ」

ということの 中に継ぷしようと巧えているわけである 。

5 . 鴨 東 美 観 地 区

「 ヲ L t' ｾ＠

* 山二十六主任給かに 11反る 71: '.つ H寺、 たちまち糾〈剣戟の 71ニ ー」

と古くから歴史の郷台となった地域で、ｾｾ山の Ｑ ＱＱ 滋 には北から銀 ｼ弘 ｬ

寺、法然院、商事j! 寺、 i'r 珪| 淀、知思院、 j LJ 山公開、 1高可台寺、}泊!J行lYり川7)(く寺、

41l怜1

そして E疎虫y水J(く、 白川、 'I!fμ11、吉田山というように長観にめぐまれた地

御所美観地区の景観、鎗御門と柑1々 の緑

鴨東美観地区の景観、五霊場とかわら屋根の波

域である 。 この地域に 10年くらい前から続々と高 l刊の，往築物が，辿て

られはじめ、 j さ在J I . ，論争を H干んだのが、市街地景観条例のできるそも

そもの発端になっているのである 。 具体的 Ｉｾ 準の中でこの地区の特

性は、 「点在する大小さまざまの Lf f . 史的建造物、伝統的な IIIT家 昨 及

び現代の建築物l i Y が71. ' 、に調布l を保ち、これらが一体となり、* 山

の山並みを 7ri 主として椛ちおきのあるたたずまいを示している り と

なっている 。 五( 百11人にとって点 111が見える見えないという問i在j は弔

大な問題であるが、この地区の規;); 11では東山の眺望雌似という 問 題

は考えていない。 なぜなら、鴨川にかかった ニ 条大怖とか五条大統

とかを眺望点として点山の等高線 100 メートル以一卜の眺望を係似し

ようとすれば、ヰ ＱＱ 当 ｪ ぶ ￔｊｩｾ阿 にわたって建築物の日さを Ｕ メートル以

内に ｴｊｉｊ えなければならないというデータがすでに ｕｾ ているからであ

る。 高さ 5 メートルといえば平家であり、それを広範問の人々に強

11;11するということは行政 l二不可能なことがらなのである 。 しかしも

ちろん、東山というこの地域の特徴をなす存在については無税する

ことはできない ので、結 ｽ ｉｉｊ のところ 「 点 ＱＱＱ の山住みを Ｑ］ ｔＩｾｴ とした ｪ 存

ち新きのあるたた 。ずまし、 」 という苦心した表現になったわけである 。

したがって、この地区の処築物は、周辺の Ｉｾ ｴｍ ｉＮ と調和しているばか

りでなく、東山のL l I佐みとも調和していることを :: j( めることとし、

外壁の色彩や、 li. 1-.部分の形態立 l圧を同立たないような指 J持をして

いるのである 。

6 . 展 望

京都市の美観地区む指定以来まだ 3年に j前たない。 規制北判長もま

だまだ完全なものではない 。行政経験を積み霊ね、学問的成来: を取

り入れながら、さらに検討を }J Jl えていかねばならないだろう 。 しか

し、美観地区の折) . E のなかった頃と美観地区指定後の 地 域の状況を

見てみると 1格段に似j 米: をあげているのは篤くほどである 。 r 同に見

えてよくなる 」 とはこういうことを言うのであろう 。 全同の弁何日市

がはやくこの う定程Jl. j也区を指定し、市民の環境の文化的な而をになう

景観の整備に、ともに手をたずさえて進んでいきたいものである 。

( 必おはしてつお 京附市有11市計 I，lij r，; )荻tII. 係長 )

京都
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都市設計資料 - 1

〈歩道橋・デッキ〉

身 {本Ii! ;t ;占F者 など 院'1H: ( I' J に ハ ン デ イ キ ャ γ プを n った 人 がi1i に 出 る こ と は

大 変 む づ か し く 立 っ て い る 。 と く に 道 路 を縦 断 す る 時 は い 命 が け " で さ

えある 。 r ! t 辺摘 が で き る と 横 断 ! t ; 立がi成 る か な く な る の で 、 速 ま わ リ

している J ( 111 イス 利 用 者 ー松 葉 ゾ エ 利 問 者 ) のであって、 ζ れ ま で の

歩 道絡 を 中心 と す る 交 通 安 全 対 策 は う ま い 、 っ て い な L 、。 こ れ ま で は 歩

i立統 的 投 世 数 を 自 治 体 が 競 っ て い た が 、 こ れ か ら は 、 多 微 な 市 民 の ニ ー

ド を と ら え た う え で 、 安 全 . 1記手IJ なlJi の 総 令 指 標 と し て の 快 適 な 街 に つ

〈リかえていかごよければなりな l ' . 快 適 な 街 は 、 美 し い 街 に つ な が る の

で は 主 い だ ろ う か。 身 体 障 害 者 に 行111干のよい1 J i は、老人にむ、また 他成

人にも主'. F ，. f 1 J l のないデザインになるはずである 。

こ こ で は 、やl' 戸 d1を '1"心 と し て 、 !j; ' 行者の 手IJl ぽ を 考 え て い る 型 ・尖 鋭 を

Ｎ ｕ ｾ ｊ ￬ｩ 在 した型 ・ 変った裂の歩 道橋 をよ 住 めてみた 。 収 集 にあたっては ｲ 1it 観 」

をill 枕 した 。 機 能 的 に は ス ロ ー プ を 多 川 して、歩行者の手IJl U ! をはかった

タイプが ｭ えているが、 一 ＮＯＧＮｴわざわざ Ｖｍ の ｉｾＧｾ さにまで人Ａ日 Ｑ を」二げて、

むう ーーJ変 地 面 に 下 す と い う 基 本 的 な 々 え 方 が あ る た め 、 どこかに然思! が

神 戸 都 市 設 計資 料 研 究 会

赤 松 勉 ( N' )  ｩ､￯ 土木 ＯＢｪ 公 ｬ 温存 ＱＱ 地 ｩｬｬｬｾ .  ili l剖)

稲毛政f言 ( 神戸 di 住宅対住宅部怨設諜 ・往 築 )

角本政信 ( 神戸市都市計画局計画部工務課 . t 木 )

笹原和喜男 ( 神戸 di J:l 1  di ，il " 画局計画庁11計画諜 ・処築 )

福井直樹 ( 神戸 市土木局公園百11純i設諜 i立l岨)

増，刻昌利 ( 神戸市住宅局住宅存11建設諜主l ¥t i ! i )

村主清家 ( 神戸 di rrJl di ，il"回局計図古11工務課 . -1: 木 )

生じているのが哲三 iiuである 。 たとえばスロープは、 路 面 がftf い、ているた

め か え っ て 松 業 ゾエの 利 用者 に は 危険 であるし、 4王イ ス で 長 距離 の ス ロ

ー プ を 登 る の は 重 労 働 で あ る 。

今 後 、>111，長先の 都 市 計 画 か ら 人 IHJ中 心 の 都 市 計 画 に 基 本 姿 勢 を 転 換 す る

ことがより強〈求められるた' ろう 。 当面、 1歩道怖 の 設 置 方 針 と し て 例 示

しておこう 。

①平而 Ｈ Ｑ Ｂ Ｉ な道 路横断 を基本に 考 える 。 スクランプ ｊ レ交差 ， 町、ＡＴｾ J";( r. ISII( {  Ｉ ｾ ｉ ｪ＠

di の 縦 断 歩 道 の 実 験 、 蛇 行 し た 線 形 の ニ コ レ y ト モ ー ル な ど。

② I也形 の お 低 差 を 利 用し、歩行者のf J . 打 l を少くする 。

③建物との ー イ本化をはかり、建物の妥 ｔ 的多 Ａｦ ｾｊ 手段 Ｈ エレベ Ｍ Ｗ ー ・エス

カレ ー ター ) を利 用 で き る よ う に す る 。

③ i盟後 ・下 路 橋 ・ア ー チなどを平IJIIJ して品川Jkぷ を 少 く す る 。

③ 抗日diの) 1-( 観 袈 紫 の っ と し て の 認ぷを，'，': j 的 、 デ ザ イ ン に 力 を 伎 <-。

⑥ 歩 道怖 が、 つ の レ ク リ エ - ＺＯョン活動 の 対象になるような泌 ｮｾ 。

( l1"li由IJf '. 利)

畠西独 ・Bad Godesber g(  R  C ;宜) CI TY HAL L と公園

を結ぶ役; 判。 l ¥I j . いスラブの IUI 線が美しく、地形にあった

り立りやすい 形式。 ( Landscape Ar chi tect ureより )
V 神戸市 ・高倉台団地・ 1 ( 5  ili ) 近隣センタ

ー か ら 、倒的 脱 出公邸 ｬ へ 抜ける総巡の ｾ ｭｳ 。

A 神戸市・ビーナスブリ ッジ ( 5 造) 諏訪山公凶内 ( 大

叩山の南斜面)。 展望を米ねながら 、 ドライブウェイを渡

る。 周11 l I の泣かな緑に溶け込んでいる 。

4 イギリス 挺史的な問 lifl の);(Ii l/.を考 l直した

デザイ ン とし、総を ｦ ｾ ｬｉ＼＼Ａする工法で架橋して

いる。 ( 処築文化より )

66  也決 E 社 会 1975 '1・ 6 11 ，;  

A 神戸市・ 高倉台 ・2 ( P  C ;立) 近隣公闘から m狩寺公 l羽

へ抜ける紋巡の一昔11. "，'Y3;( のr . H j LLI ( 人iZi の LLJ ) に裕け

込んだ繊細! な 11I 1l ! J I ! がs. しい。

V 神戸市文化ホ ール前 ( 5 泣) 文化地設の，jUrl' した ゾー

ンの '1'の中央プロムナ ー ド 「緑と彫刻lのill
J

の一liI l。 竹

細は二のよ うな柔 らかさがある 。



ａ 神戸市 国鉄三宮そごう百貨庖前 Ｈ ｓ ￬Ｑｩ ｬ Ｗ ラワーポ γ クスをｾｾね

たi並梁を利用して高低差を少くし、デパー ト2 1滑に直結している 。

A 神戸市・兵庫県l守前 ( S 泣 ) アーチを神戸 丁目のマ - 7 にむぞらえ

てデザインした粍快な印象がある 。

& 大阪府・泉北ニュータウン・ 1 道路、鉄道をひとまたぎする長い歩道怖

の単 ｎｾ さを有ｉ￬うために休息所をもち、ヂグザグの ｾｽｦＳ を ｌ たせている 。

... ii 事沢歩道橋 ( P Ciili*北ポストテンシ ョン方式 ) 交 通-' Il ( 15， OOOfi / 日) の多

い鎌 ｦｲ 片 ｩｴｬｩ 必 ￬Ｉｾｫｾ を波る 。 ①美観と②歩行者の立場を巧えて ｂ 没討したもの 。 ｊ 也

j彩と怖の形式 の組み合せに餓が伐る。 ( プレストレストコン 7 リートより )

V 西独・ジュ ッセル ドルフ なだらかな 1111総を怖

いて、』よるか らに減りやすそうなデザイン 。 手m

にら繊細な R しさがあり、少し自It i L てみるとレー

スのように見える 。 ( B . W より )

V 赤 坂 東急ホテル前テ' ッキ 往 築 の 2 1滑日11分に l取

りつけたデ ッキに Jj) i立総と結びつけ、 ペ デスト 1)

アンノレ トを ｊｦｾｊｪ Ａｚ している 。 Ｈ ｊ｡ｰ ｡ ｮ Inl eri aより )

V 大阪府・泉北ニュータウン・2 柔らかい IJl lk;:jlが

較↑ k む感じを与えている 。

A 西宮市・武庫川女子大前 ( S j立) 公 道 を 狭 ん だ

2 つの学校敷地を結んでいる 。 手指を工夫して立

ーヒりを隠してし、る 。

V 札幌市円形歩道橋 (( S 泣) 交通渋滞のひどい交

差 路 に 直 径56mの円形の歩道絡を設置したもの。

急 が l; r 回れ。 ( 週刊朝日より )
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A 万国博覧会東ゲー ト橋 ｔ 型ラ ー メン橋に Ｔ 本のザイノレてＮ ｾ ， ［ｴｩ￭Ｎ 性支持している 。

11.]: つだけに俗のデザインは主要である。主桁は長さ 1.8mのプレキャストプロ

>  1 によるプレストレストコン 1' ) ートであり，; i Lみを L たせてある。 ( ts70ー71)

A 野毛山公園歩道橋( 償浜市) 軽快な安定! 惑のある卒、村長続。( 続70- 71)

V 人道橋( 西ドイツ ・ドゥ イスブJ レク) 1958;1'- のブラ ッセル IJ 国大博

覧会に出品された紙で後にアウトパーン t に移築された。 t，Y; j立が美しい

j立形美を生み fごしている。 ( B. W、P108)

68 

A 万国博覧会 9号歩道橋 床l坂をザイルで吊 った榊iit て' あり、床版[ ま 10cmの厚

さしかない。吊床 l坂f，Yi i 1t を必tIMするような三f寸自のデザインがほしか った。( ts70

- 71) 

A 千葉県子供の国歩道橋( 千葉県市原市) 三角トラスケ ープル ・7 ワーがそ

れぞれ一角形を榊成したユニ ー 7 なデザインで、子供の国の橋にふさわしい拶

を感じさせるパ紙72- 73)

A テス川人道橋 ( スイス・チューリ ッヒ) 少しの改良の余地むむいもないほ

ど美しい 。 ＱＹＳＴ ｩｊ ｾ に完成、支 ｮＺＱ ＳＸＮＰ ｭ 、申 ｩｯＱｕ Ｒ Ｎ Ｐｭ 、 ｵＺ リ Ｓ Ｎ Ｕｭ 、マイヤ ー ル設計 Ｎ

( B  ' W.  P 155)  

v 菊水山の木橋 丸太を組み令わせた橋。絡は大地の一部ではなく、防築物で

あるということを災Ａｾさせてくれる 。 ｮ ｊＧ￭ のつかえる、ゆるれ橋。 Ｈ こうべ ｎｯ Ｓ Ｑ Ｉ



若手建築家に聞く

-・… 東孝光氏・安藤忠雄氏・山崎泰孝氏

のやり方・・・・ ・・

建 築家に話を聞く会( 第 3 回)

レ ポ ー ト

と き 昭和50年 4 月5 日(土)

開会 14時→ 閉 会 17時30分

ところ 芦屋市民会館

4 )  j  5 日、肢がI出wト! の芦屋川のほとり、 J・・' bi rn

l ( 会館において 「新手ill 築家に I)l l <  J 、点字光、

急:Ii.長 J心』張、山崎4三平氏、の やり} ' { ' がl J f . jfili さ

れました。 士号い会員の集いの企画、 「建築家に

話iを1m< 会」シリーズも第 l 回、付型i'1i!暴行氏、

第 Ｒ Ｑ ＱＱＱ 、竹 ＩＱ 要健造氏、にあ ｩ いてｾ 3 1旦|を迎え、

ノt )立は行い，注築家に訴を 11↑l いてみようというこ

とにな りました 。今 回は幸逆にも Ｉ Ｑ ＱＮ 当委 Ｑｾ の瀬

戸 本 伴 氏 の 友 人 で幅 広 〈 往 築 の環境と 取り mま

れている小林恒氏が司会、モデュレーターを 1) I  

き受けて 下さること になり 、同時に」収不光氏、

安 d藤忠雄氏、山崎ぷ平氏、の{ 向l三 万が，，11; r. lji に決

まりました 。 |主l凶イ正住の安泌さん、t J J 山なさ ん、

|見] i ! L i ! 1¥身で現住は東京を I ド心に的制されている

点さん、この }J 々はそれぞれ一 味巡う作胤、や

り} ; でますます厳しい状況となりつ つある 行11 r! i  

の fi ，主について日頃親しく芯凡を 3とわされ、交

際しておられます。 三議 r. lji のk:{ 1介が終わり会場

がIr;y くなってスライドを似J つての やリ h 、

' * さん の場 令 が 始 ま っ た。イT名な r' ，'j' lll の n止II J

から、アトリエ、保育園、九i祉センタ一、 ltif ;去

の医院 ｾＨｴ 住宅まですでに雑誌などにＭｉｾ， ｪ 在された

ＱＺ￯ Ｑ 乃 な作品が来さん ｾ Ｑ Ａ 特の美しい形態、 ＨＱ い ペ

ンキ、ブリ y ジ、コンクリートと本の iJ. un、イ

ンテリアの家具化 、ｾ［ の佳築語ｾを 駆使されて

ス7 ートに紹介され た。 市街地の炊い倣J也に ill

き婦いを :-Hして施主との係わりあいの中でそれ

に対応するのが娃築家の役目と思う。

控 物 が 公 ) 1<"1' 1ーをもっ場合、その地域の文化、状

態、人 11¥1の! 必↑ fi を理解するにはどこへ行っても

そこのＢ者Ｑ￟ ＱＱｾ り の佳築家と ー絡になって iii る

σ〉カずし、し、( T) て'1; 1: なし、ヵ、?

その地主主に fi : む人でないと 見 えない古11分がある

のではないか。ルナホーノレを設計 し、完成後 5

ｩ ｪ ｾ＠ lI ¥j 、4千.H!の行 'J' ，: を通じて実感したことは文化

的活動の1 ' 1'( み重ねがその地域 の ・ 文 化" をfi lj ')  

')重し1:' をu' ててゆくということ。人の住み万

の作法に対応して 造る方の作法がある 。 1' 11手 の

力を手IJ 則 し て 、 押 し つ け る の で は な く 柔 道 の 論

埋めように1 : ' :1分の個性を :JJ してゆきたい」新谷

邸は泌宅すら道路から見通せるようなスチ ール

アングルとガラスのファサードを列つオープン

なf-i ' . ;とで 'U'. む" ことと y ョー l レー ムとしての

機能とを併せもつ性格が fiFlf{f.ーな ものであり、江

凶止11は対J ! ( l. 的に閉鎖的なもので道路に対しては

スリット状の; 悲しか捌かれていない、隣家の南

1fll) の主主へ光を J存とす工夫のある u'. 与とであった 。

つ仔1) では外部に I*j ざし内部に I)[. j くという予法は 以上て' 弁，; ，y; r，lji の " やり J 'j ' が終わりそれに対す

安 藤 さ ん 、 山 崎 さ ん の 場 介 b ji'i j じく、後述 の 'l'l る' l 1li J ] の受付を行い、約 12名の }'j からユニーク

間 受 付のときにむ 放む多 < !I¥J活者の興味をむい な1' [ 1[:] が :Hされ、 H寺院! の都合て' やむなく 4 つの

たようだった。 テー 7 に税理! し、各講師にまとめて l副答いただ

続 い て 長 藤 是 正 。、'1 I  ｾｦｩ の ｲｦ ￬ＺＧＭｪ三作家と人はいう くとし寸形式をとったが企iilli 段1; 符での危|共i l ! i り

けれどもたまたま住宅しか fl: ・J'; がない 」という 'l'1IHj者と，. ，Yi r. lji との l在J去の絡み令いとならず、あ

ＧｦＧ ｉＨＨ な行ｾに 1，;) 爆笑。 rわれわれの依刺され るf'J Jtr - 般的な回答となってしまった。

る{ 主 '1三は余りにも jげ危な五投与l で内音jl にしか 1)日け ことに集令{ ヒ宅の場合側人住宅における 「クラ

ず南 IflI の: 容などとれない場介が多い」という説 イアント」というものが不イ正と忠われるが

IVl があって 「大 正 区 の 家」 、 「中ι1; の 家」 をみ という 質 jiJj の場合、建築家それぞれの・やり万.

る 。 スライドにちし ｈｾ された状況は外部に係わ についてはそれだけで今回のような" 集 のテ

りあえるような 「自然」は全くなく、これら の ー? とな りえるほどの問題を含んでいると思う 。

住宅に詐される向然とはト y プライトによる 光、 会場 の{ 使止用が許される午f後産 5 11時寺を大き〈過きぎ，た

コン 7 リ一トの矩J形彩に切 lり) とられた「円1

かな Lい、、。 j紋此 1後主の r ｦ仁 一 川 の ｉ向Ｚ勾 Ｇｾｩ 台 ｌ今 ［ の家」は Ａ忠 ι まれた わつてしまつて残念でで》あつた。司会の小林氏に

E環:誌't t1境l のように I児之えたの f人" が r!附I刊f街主封i J地也の{作宇 i1日二7J1 と同係 11時l時寺間の{刊出巾制lil削il川Ij 品彩約〈リJ で非常なご者労をかけてしまい、結

に Ｑ Ａｉ ＮｪｾｪＧ ｩＨｉ Ｂ ｊ な符 Ａ のようで 、 仏 ｦ 泌さん 自 身これもや 果的には欲 リ ｬ ｾ った企画を立てたことになり委以

は り外には l刻じ、 内部に IJf j いている旨説明され 一 同反行しております。

ていた 。 以 内身外部に IJfJ Ll lill の多い住宅が必ず ｉ Ａｬ ｪ 会後に ｊ ・ Ｗ 民 Ｂｪｬｾ センターのご好辺、により設計

しむ良質とは思っていないがちょ っ と疑問を! ぷ 者の山崎さん nらのご案内てつレナホールを見学:

じた 。 校 ｊｾ ｉ ｾη ｴＮＡＮｾ とＩＧｾーな ＱＩ 実際にでき上が って 、 することができました。 完 成 以 米 ル ナ ホ ー ル の

まわりの関係でハ y とさせられるような rf t-l j ト」 名行 目 ｊ ｾ の 述旬・にタソチされてきた氏 の姿 勢に ｩｩｾ￬

があるのだろうか。 淡しみにしています。 5 ..j ' になったわが子の成長をず っと 見 守 り 続 け

II，d主 に 山 崎 さ ん 。、 スライドの ljij に一言 内分の たRじみの税の" 怖 が渉み :Hて い る よ う で 文 化

・e' ') }; をとことわられて、 「一つめ正統“ 命 とJ! f ! しL i こ対する山崎さんの持III市の i l i : さ、それも

があって注物が，住つのではなく素直に門分の好 松 iI i : とみにめぐり逢うことの村I な“ 虫さ をず

っしりとＡ感じてｼ火い興 有 を党えながらまだ ｊｕ ｩＮ ｊＩｾ

L 勺"'Jil 川田Fを後にした。

11止f&にM 々の '1'I liIj を生存島! した 「テーマ、 1 、 2 、

Ｓ ｊ と科講向 ｪｩ の回答の要 点 をダ ｉｊ ， ￬ｾ しておきます 。

匡 ヨ 地 主 と の 係 わ り 、 や りh 、作家とし

ての" 阪 ができるまでのi品位、クライアント

が他の作家の作品集をもってきて依頼したとき、

そして料亭十について 。

匪二司

( W:，; ，Yi r. lji )  クライア/ 卜との係わりは ill 似 す
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る。建築が好きで人生を j熔けている。生きる証 出 てこな‘ ければまたそれでよいのではないか。

として 作品を残したいクライアントを大切にす ( 111崎講師 ) .. ‘ 閉鎖 性 を モ ッ ト ー と し て い る

るということと矛附す るようだがここからすべ わけではない。結果とし てそうならざるを 待な

て出発 する 。今までは建築家がまず決めて 一般 いので " 閉鎖性 は今の都市の状況てがはないか。

の人に 理 解 してもらうや り方であった。建築家 通路 に対して慨を述立させるのも 一 手法であり、

が生きてゆく 、 しかし 造る過，ｦ ｬ ｬ ｾ そのものが大切、 かっこいい喰の述統もありうるのではないか。

クライア/ 卜の 言楽になら ない 言梨 を聞 き、 都市計四 は社会の 問題 であり、厳しい現花の状

その 内 なるものを展開 し、1111 きt I ｾすこと が 大切 。 況に対す る控築家のアプローチには | 恨りがある 。

クラ イアン トが他 の作家の似l を示した場合 、現 匡 三 ヨ 建 築 家 の 制 り、 生き物としての文

実にはよくあることでよく話し令って illi める 。 化。

断ることはしな L 、。 束 孝 光氏

(安 藤 誠nl li ) J ライアン卜の 訴はあまり 聞か

ない。誤解はあるだろうが、ill 物と同線に 閉官j'j

的に やっている 。物 をつく ることは I!I らの生き 圃・ て:M・ も現代的 テー? を浮き彫りにできたと言えるで

ざまの 中で しかJ7 えら れな い。他人の介入の余 事邑 Qr  しよう 。 また、集ま りの進行のシステムだけで

地な し 。 ｾ・， ｾ ・ＮＮＮＮＮＮ なく 、たとえば、話す人 ・聞 く人 ・司る人の配

( 山 崎 制Ili ) 物を つく ることと生きざ まのi剥 a・ E 冒邑E 圃 - 世にもアイ デイア が欲 しかったと 思 います。

係は安藤さ んと ー 給、 街! はジャー ナリ ズム a・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・E 削 I の方 のスライドをあけてみると 、それ ぞれ

のつくったもので誤解を生む。 例えば住毛作家 a・ ・ 園 田 ・ ・ ・ ・ ・E の住宅作 1日が中心 となり 、訴の 内谷は、 住 宅

としての顔にしても 、現実に 三 人とも住宅以外 圃 ・ 圃 ・ ・ ・ ・h をつくる場令の地主 の問題 と 白悶既存払環1境の け

にいろいしい、ろなものをやつてわしい、るι 。b地面主にどれだ 一 可. . .  錨 語置 圃P __，- : : l 4主邑主 :  に置酌しい、たコンクリ一トの午桁Ii ( たかLい、てい 、f街封に対

けしんμ どい叫忠い叶をさ村せ るMカか、。 どれ だけ努肘ブ力7さH せ ＮＭ哩竺空ｾ一で一 一一一一一 して i! 眠段愛れ氾忽! なれとい川う声削カがずヲ蜘多扮かつた川) の怠 l味味州官性七

る付古か、¥、ま此た、1 勾 〈けつ〈ωるこ とにあせらず 時間的 ｾ 現 ｾ二二一 ーさ の問題 とに 集 約 されるで しょう。 削 li の万々の

なうつりかわりを大切にすることが必裂ではな

いか つ地主 が他 の作家の作IJ を示したときはかえ

って施主の巧え万が具体的 に旦1! .1Wできて歓迎す

る。 材料 についてはコンクリ ー トが好きだ、そ

れは石が好きということから 。 コンクリー卜 、

プラスチ γ ク、 ビニ ー l レクロス 、使い 方 、 ディ

テールは時 Il IJ のサイ J J レを務: f ! ! lするという在! t .I ，lr.

から選定している 。

E 三 ヨ ど こ に 往 っ か 、 峨 J也では閉鎖EI(J 'd:

' I W-， .. としての向平がとしかできないか。 そしてそ

れは従来の街並に対してデザインとして呉質な

ものを持ちこむことにならな いか? 来さん、安

藤さん、 111山奇さんが述絞する 、3 つの 1J.H也にそれ

ぞれ住宅を依頼さ れた場令ど う解 決 す るか 7

匪二百

Ｈ 束講 ｲｾ ， ｪｩ )  三者ー の "1" では府、のものが一番あい

まい、住居の rl" のみでなく都市全体の "1"で生き

るということから本来はオ ー プンなものにした

い 。 都 市はこうあるべき 、術 Ｂ ｉ ｾ はこうあるべき

という大 lニF止に探 りか ぶっ たっく り}' j はもうや

めるべきではないか。 まず自分の生活を守る、

ことから始まる 。 住宅においても 行111' 11的 なスペ

ースが欲し い。 3 人 j f 統 の場令、 一生態、命つな

がらせるつもり 。 きっとや りうると 忠 う。 た t!

し、 3 人 が相 談 して共 同謀議のよでやるべきで

はない。

( 安 藤 誠nlji ) 1λl 膏1¥て' 生活する人の意志を 大 切

にしたい。 外 部 にオープンにすると総でも 外部

と 関係せ ざるを 科な くなる 。 外 へ ｈｾ たいとき ｬ れ

られればそれでよし 、。 生前空 間 は内宮1¥でよいと

思 う。いい街並とはいい生前があって 成り 立つ

もの。 生前の状況が変わってきているので必ず

しも異質なものを持ち こんだことにならな t 、場

令もある 。三 者共通 のものが ｮｾ てき たら よいが
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区二亙

( 来講師 ) 池築家の縄 ｾｕ りについては鍛しい

問題であ り良 くわからないところらある 。 山崎

さん と今後話しあってみたい。

( 山崎誹 n'li ) ￯ｾ￯ いも のを大切にし た い 。 大阪

府 下 (3'.道" の計画、調f l ' をしてみて感じた。

芦 屋 のイメ ー ジにしても住んでいる人と訪

問者 とは迫う 。歴 史的な つみ 屯ねが泌うからと

思う 。fTは "Hl¥ゴニ l立地域性 に支配さ れたが、

今は文化的 なつみ重ねのffiHとが支配するのでは

ないか。 (飯田彦治 記 )

なお、当 日の録音テープを事務局に保存いたしておりま

すので、聴取こ'希望の方は事業課へお問合せ願います。

( 貸出 しはいたしません。)

「東孝光氏・安藤忠雄氏・山崎

泰孝氏のやり方」を聞く

三 宅 弘

この集まり の進行については 、なかなかこった

仕組が主1ii i者1I1IJ で用 意 されており、参加者 より

出 された多くの質問i をいくつかのテーマにまと

めてからそれぞれ講ni ! i の方々が答えてゆくとい

うき れい なシステムが用ft されて いました。 iif

多な質問 をj!ifllli し、 音i!i のp、l谷を系統イτl けると い

う而 ではrwt' 1いが、 短い 11寺1mというi ! J IJ 約もある

し、 また l 人の質問者のイ|占|性的 な聞 い方の 印 象

がii'i え- 1τ ってしまった後:に、 J品n'li がその問いに

ついて諮ると い う形で 、言葉と言業が vivid に

行きかうという迫力には欠ける結以ーになったと

思 います。 短い 11寺聞の li l! でも 、講師 参 )J II 1"; 双

ｽＧｪからの 言 葉が、 ｶ ｩ ｶ ｩ､ に行きかう 中 より、 ｾ ｉｾ に

も答えることの で さぬような 一 つの 問 いを i7.・か

び上がらせることができれば 、 それで建築の ｾ Ｑｩ止

諮 り口 とスラ イド とIfi 上 でのお姿よりの 、ごく

主観的な印象 をili べさせてもらいます。 山崎氏

と安藤氏 とは 、住宅設計にお け る地主という 問

題で対) I ( ! t I(J 右手; 坊にぶ っておられるようです。

山崎氏 の場令、 地 主 その すM;止性 ( " 人間" と

しての持i量的よ りもむしろ ) を住宅を 巧 える 場

合の本質的 な契機としておられるようです。 ス

ライド説明では「この住宅の地主は 」 と

いう諮 りブi で始 まったようですが、地主ととも

に住まい h を凡つけてゆくこと 、すなわち泊主

( あるいは律事長を業としていない人 ) と設計者が、

お互いの生前観と、それに法づく現実の生前の

ディテール、およ びそ れを支える 場所( つま り

この 3 つの要 素の迎合に よって住宅となる ) を

ともに 諮り令い、その ための共通の言葉 を見つ

けることを 、[王毛設計の重 要 な契機と しておら

れるようです。それに 対 して安藤氏の場 合は「地

主の言うことはさか ないようにしている 」 と

で痛快 に言っ切った よう に対照的 な態度 を示さ

れていました。

安藤氏に 対 しては、打放しコンクリ トの符l が

話 しの '1' 心 になっていましたが、いったん外 部

を遮蔽することによ って外 部 とつなぐ という遊

説的な 言 い但しの 、形態的 な現 れをもう少し話

してもらいたかっ た と思 し、ます。 1;); 1苦11と外音1¥を

'VIVt に分けて 、内部をさ まざまな手法で宅 1::1化

するのに対して 、外部は やはり I8 突 な感じがし

ます。都，Ii に人I l IJ が住みつくとしたら 、外 に対

してやは りそれな りの顔( 仮 I(ii ) が必要なのだ

と今のとこ ろは思います。 これからの作tfJI で、

底突な1 ' Ii .. に対する答がどう JJLれるのか裂し

みにします。

来氏の住宅のスライドを 兄 ていますと 、 それぞ

れがとてもキレイで、 その問問に人 が現れ て生



前の ー コ Ｗ を ｩｾＨ じていてむ 一 つの笠間Ａとしてき

ま っ て い る し 、 ま た 人 がJJ l _ れていない場令でも

そ こ で 生 i市 を 振 る 舞 う 人 勾 の 楽 し そ う な 戸 が{ i，

わ っ て く る と 忠 わ れ る ほ ど で す 。 東 氏の住宅は、

新 ￭ ｽｾ 志 等で 数多 く持 見 していますが 、 それらを ﾭ

n して氏 独 特 の f見詰l立 の1.5 い ヴ 才 キ ャ プ ラ リ ー

が展 開 され て い る よ う に 思 い ま す 。 白 い 恨 の '1"

に ｉｾｾ 色 の 色 彩がちらばり、 ｬＺ ［ ｴＺに打ち ｊ 友かれた火

よリ 忠 わぬ視野が現れ 、 光に ｾｉＺ ｉ ｾｊ ちた 大 きな苦 Ｑ｜ 屈

にはノ ' 1レ コ ニ ー が 浮 か び 、 触 れ る と カ タ カ タ と

lfi} j きはじめるような 任オ} トけに i，:!.i ちていて 、 そこ

で の 人 々 の 行 動 が 、 i止 も 楽 し く 快 適 に 支 え ら れ

ているという! ぷ じが{i ; わってきます。ただ11町人

的 には 、1正宅 ( あるいはと|三市 ) の 内 に は 、 こ う

いう 明 る い 部 分 と 同 時 に 部 H汚い背1¥分 と い う も の

が空 IllJ 化 の 対 象 と し て あ る の で は な い か と い う

気がします 。 ま た こ う い う ー 述 の 住 宅 に 現 れ て

い る 独特 の 税 後伎 の高 い 宅 1/ 日が 、住宅スケーノレ

を 越 え る 往物 では 、 ど う 実現 され て ゆ く の か も

楽 し み で す。

た い て い の 住 宅 が "O L D K + I収j).{ と い う 器

と な る 現 状 で 、 また施主が、F I(fi をつくり 、 イン

テリアと造闘の人とが街" りつけたf ' ，U. f r の住宅が

ふ え る 現 状 で 、主主築家がJ処 築 家 と し て 住 宅 に つ

いて 何 を 語 る こ と が で き る だ ろ う か と 巧 え る と

とても 1mしいし 、 そ れ だ か ら こ そ 今 、 さまざま

な方 li 'j よりL i : ととを 、他 築 と し て ( あ るい は 笠 IHJ

として ) f民主主ーす る 努 力 は 立 I! 末 を も っ て く る の で

しょう 。

一度その言寄る姿に接すると 、千平段 iiij 字 で お 目に

か か る 場 合 で む 、 その言寄 り} J を芥易に 思 い 浮 か

べ る こ と が で き ま す。 こう い う集 ま り が ま た IJfJ

かれることを ｊｾ ｊＱ守 しています 。

( K K  '，;γ ぶ: 注築 '1>務所 )

ホ係 わ り あ いぞ・ ・ ・ ・ ・ 幻 想 、 で な く

小 川 克 彦

ヤ リ カ タ 守 主 ん て い う の を 、 どんな 形 式 に せ

よ、芳三 1(li で人 riii で l探 る の は 1(li 映 い も の な の じ ゃ

ないかと jι います。う:)- ))IJの あ る 人 ほ ど。 ホー

ホーロン " な ら と も か く 。 で す か ら I而11央 い な が

ら も ナ ? の 話 り 口 の 中 か ら 合 帯 の あ る フ レ ー ズ

を自 分 な りに 受 け 取 め て IIJI 目的し! 必ずるところが

あ れ ば そ れ に 過 ぎ る も の は な い の で は な い か と

思 い ま す。

60年代から好むと好まざるとを| 問わず く者I¥il ，>

な る も の を 意 識 せ ず に は il i り に く い 知 解 に し て

魅 惑 的 な11キmJか ら 世 に !とl らをl I iJ い始 め ら れ た こ

氏 そ れ ぞ れ の 背 渋 と l'i'i 熱 が 端 々 に う か が わ れ ま

し た の は 、 あ た りま え な の で し ょ う カ ヘ ど な た

も こ れ ま で の fti ' i を出5ま じ と い う モ チ ー フ か ら の

状況把 ｪｬ Ｎｩｾと対応のしかたという人 ｜ で 三 氏の 相 ｼ 逃

が何となく i'I 分 に 感 光 し て i7.のもびあがってきた

ように! : s じました 。

。係 わ りあい を駆 プJ i l l i ! けようとするかのよう

+:1* t亘氏

に感じさせる安藤さん。必ｾな純 ｉ ｊｊｉ で柔 Ｇｆ ｫｬ こ Ｂｦ 系

わ り あ い を 求 め る よ う に 感 じさせる 束 さん。

1系わ りあう " も の は 極 力 大 事 に し よ う と す る

よ う な 山山巧さん。

係 わ りあい を 極 力 避 け る か の よ う な 安 泌 さ

ん も 突 は 作T {J ｾｩ と意的にそうなのではなく 、 尖鋭

な 状 況 先 取 I't とIUI組 立 識 が そ う さ せ て い る の だ

と い う こ と は 千 里 、 以 北 の j的'1f，::U、態 の 指 摘 、土

地 の例入所祈に対する疑 ｮ ｾＱ をきけば ｌ っともだ

なあと! 盛じますし 、 な か で も 官 に し か 聞 きょう

が な い と い う 迫 い つ め ら れ た :1対比でのやり )j は

あ い ま い な や り Jj に 対 す る 猛 省 を 促 す よ う で す

し ま た 安 藤 さ ん 向 身 が抱かれているはずの宅I i ¥l

(I ()  な "1，*わ りあい の 新 鮮 な イ メ ー ジ を 予 感 さ

せ ら れ も し ま し た 。

そ し て 点 さ ん は ) ) まず 、 n[0 に 、 柔 軟 に 、加 l ，.j -

なく 、 楽しく、 行 ｬ ｜￯ 打 Ｇｾｉ 二なる 凶 ｦＧＪ わりあい を求

め た 手 法 で よ り 倣 か な デ ザ イ ン ボ キ ャ プ ラ リ ー

を 展 開 し て い っ て お ら れ る よ う に 感 じ ま し た 。

何 と い っ て も 矧 柿 な 人 Il¥J( I( ) な 魅 力 と 人 物 的 な 柔

ｅ 依さとでもいったものがそれをす ｊ￭ｩ ｾ にしている

よ う に 感 じられ 、 そ の 辺 が 非 J しさを 感 じさせる

所 以 な の で し ょ う 。

そ し て さ ら に 山由奇さんは f長 わ り あ い 、 をfJd幼

に 求 め 1止 め て ゆ く な か で.f' l { をはやしたイキモ/

を産み育ててゆく」工法な必耐みたいなものを! 必

じました 。 {iiJ も な い と こ ろ か ら 1ぷわ りあい

をjlll き，'Hしたり 、自 に 見 え な い 係 わ りあい

を 見 い ｈｾ したり 、 フィジカノレなモＯからメタフ

ィジカ J レな ・係 わ りあい を 探 りLHしたり、灯l

しい 係わリあい 切 に Ｑ Ｑ ｾ ぴ込んだりしながら、

その H寺代; 、 そのIJ J 所 に li'i lイI の hlli fl 立を』直えつけて

い く よ う な や り JJ 一一一一一一生き方そのものー

が ＿Ｑｴ ， ｾｌ に陥らず Ｗｻ ｩ 笑に笑を結んでゆくのは 、 ｪｾ

みの知性て' は歪IJ/L'Ctt 束 な い と 思 え ま す し、 す で

に 言 わ れ る 80i!三代 の 建 築 家 の イ メ ー ジ 以上 の ス

ケーノレも感じられ 、1士大な叙 '1¥詩 に も な り得 る

Ａ ｾ岳 じでした。

係 わ りあい " を 被 写 体 に 感 光 し ま し た が解 像

力不 良 で す。 ヤ リ カ 7 ' を 喋 る の む 聴 く の も

実 は IWII央いのだと 思 い ま す。 や は り 危Lい き っ て

皆 で " 今 、 ケ ン チ ク は . と 芦 屋 川 畔 の 似 下

て Ｍｩｩｬｬ￮ｬｾＨＩ み交わしたかった ｌ のです 。

( K K  );:!U!設，1/ ，没，i J部 )

ルナ・ホールにて

野 崎 恭 子

つ ぼ み の ふ く ら み は じ め た 似 並 木 の 美 し い 、 芦

屋 川 の岸辺にたたずみながら、 思 わ ず 、- 11:¥'11¥1

前 に 後 に し た 大阪 の 様 子 を 氾lいお こ し て し ま っ

た。 一一一布I¥TI1とし 、う名 のもと 、 コン| ロー/ レさ

れ た alr の j己まく 、{釘 ・道 路 ・ビ/ レの 内。 そ し

て 、 そ の '1' に生き残っている、 限 られ た 生 け る

もの。一一一 そ れ に ひ き か え 、 な ん と 干立やかな。

，'{{I吋i J i . にも( 1) ，た肉 然 さに 、 た い そ う 気嫌 よく 、芦

屋 川 のほと りを自ffれ 、芦 屋 市 民会 館 へ と 歩 を j s

める 。

ま ず は 、 ス ラ イ ド を 使 っ て 、 rl己 紹 介 を し て い

た だ き 、三 人 三 般 に 、今 ま で，f;L、の 抱 い て い た イ

ノ ジをよ りふ く ら ま せ る 。 あ の 自 の 印 象 を 一

口 で 言 え ば 、 ・社 交上 手な合理f 主 義 者 の 来 ギ: 光

氏 、 ちょ っ とn l刻症 気 味 の 安 必 忠 雄 氏 、 そして、

コ Ｗ ーシ守ルにたけた 山 崎Ｑｊｾ苧氏 。

つ ぎ に 、質 問] をまとめて 、 そ れ ぞ れ に 解 答 を IHI

かせてもらうことになった 。 やはり 、焦 ｉＮ Ｇ ｾ は 、

者 Ｑ｜ 市と ｦ 土 Ａ 丙 。 Ｂ なかでもＱｊＧｉｾ ＱＡほ をひいたのは 、 シ

ェノレタ ー と外 界 に つ い て の !日1い だ っ た 。 有11市 の

自然に対して、者日i I ' i における y ェ j レターとして

の，悠築はカベなのか ー。 こ の 件 に 限l しては 、 さ

ら りと受けi J iしさ れ て し ま っ て 残 念 で し た が 、 知

いH寺川 に 、 いろいろと 聞 いて 、在、な りに充 実 し

た感 じを持っと 問 11寺に 、課 題 が 多 す ぎ て i枚I誌な

印 象 む ぬ ぐ え な か っ た 。

日常 、 不 特 定 多 数 の た め の 処 築 に 係 わ る こ と の

多 い坊 に 位 i宣 しているので 、特 殊 併 に j互 い 燥 を

している ill U5 ( 住 宅 に 阪 ら な い ) に 触 れ る こ と

が で き る 機 会 は 少 な い 。 そ う い う 意 味 てd は 、 参

加 し て よ か っ た と 思 っ て い る 。 ( 安 藤 氏 の 場 令 、

特 例、iザf が 私的 一 般 WI ら し い け れ ど も 。)

統いて、ノレナホーノレの 見 学 に 参加l した 。 対i誌 で

は 見 て い た が 、怠 慢 に も 、今|且l初めて訪れた。

そ し て 、 も う 4 、 5 年 に も な る だ ろ う か 、 芝 府

を見に行ったときのことを ，思 い ，Ｇ ｾ ｂ した。芝生の

」 二に ｾｬｴ った ｊＺ｛ Ｎ っ 思 いテントの Ｇｪｬ で 、 フランス 品

ifbの 凶 を テ ー マ に し た 、前 li l. I グノレープのもの だ

っ た よ う に 思 う。あのとき 、 官 1/¥1 に 拘 束 さ れ 主

いて｜芝Ｉｾだけが浮き問 Ｓ りにさ れ たように 思 う

が 、 この J レナホールにも、 同 じ よ う に 、 フ ェ ス

テイノ〈ノレホー j レにはないものが11mわ っ て い る よ

うだと jぶった 。 けれども 、忘 れ ら れ な い こ と が
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一つ ある 。それ は、子供 の泣き ｉｕｾ ，［ｻ声。やは り、

生理的な! ぷJ t は大事にしたいと 思 った。

()， j<-I<剥l -1>' m設計部)

「若手建築家に聞く」に

参加して

像つかないガラガラ声て¥キ ッノマリと言いきっ

たの を思 いtJ 1す。よくは知らないんだが、彼に

は何か変てこりんで気がか りなところがあって、

当日も半分は彼を見るために (い や1mくために)

行ったポクとしては、なぜそうなのか聞けなか

ったのが妓念であるが 、チ ョクチョク 雑 誌で少

々?i 足らず の観念的処築論をおよL受 け す る氏が、

あんな ＩＡｲｬｾＤｬ ，であんな ｆ Ｑ Ｗ て ｡ あんな ｬ 柴りんをして、

あんなセーターを 泊 用し てお られるのを 見れた

ことは大収獲 であった。しかし、 11. 1' 1111 が短くて

その辺のことが聞き及べなかったことは惜しま

れる 。

しか しなが らお三方と も今や ｾ Ｚｴｾたる有名建築

家であり、 10年も l拘には関西 の新い建築家が維

築ジャーナリズムを賑わすことなぞなかったこ

とを 思う と感慨深いものがあったし、またお三

}j ' とも 何 か しら 関 西 風 であったことがポクには

中 嶋 淳

ノレナホー/ レが会場だと 仰IJ i s いしていて、ひと つ

にはそれが凡 たくて行ったのが、その隣の市民

会館の会談宅だって、 少 々ガッカリしたが、 故

後に山崎氏 のEJ 長内で目 当ての J レナホールがよL学

できてまずはfザ心 した。

きて、当日の悦係だがひと月{ ， ii可の こ とであ り、

さらに具合の恐いことには後日協会が用意し て

くれた録7T テープを 聞 きそこねてしまったので、

全〈薄らいだ記憶でこれを 占 かねばならないハ

メになってしまい、少々お有 Ｕ をにごさざるを ｱｾｦ

ないことをお許し原Rいたい。

組 上のキ γ とよ4すえる ような鋭いまなざしの 、

凡るか らにデリケイトそうな! 必じ の安威忠雌 氏

が質問に 答えて、 わたしは地主の言うことは

聞 きません. と、その 1M!かたちからはとても忽

山崎氏 の 口か らは 、 建 築 家の縦必り なぞと

いう言楽がとび .I_U して 15年も前のことならいざ

知らず、今どき彼のような来い人のしl からそう

いう言葉を 1mくと 、これまた とて む気になる が、

これも H寺IHl の告11令か十分には IlfJ けなかった。

点 さ ん は 、さすが ｾ ｉ ｾＺ き なれ喋りなれ して お られ

るらしく、 7往々の巧ーえをまとめた? ンチョコも

ぞを取 り ｉｾ ｕ してスラスラお 喋り で大変に わか り

いいのだが 、 いささか Il( J き飽 きてしまって物 足

らずの感有り というと こ ろ。

うれしかった。 ( K K 藤木 U fi m設計部 )

日 時 昭 和50年 4 月5 日比)開会14: 00→閉会17: 30 

会 場 芦 屋市民会館 ・2 F ・201 号室

講 締 東 孝 光 氏 ( 東 孝光建築研究所)

安藤忠雄氏( 安藤建築研究所)

山崎泰孝氏 (A Z Inst it ut e)  

司 会 小 林 恒 氏 (A Z Inst i tut e)  

参加者 1  3  2 名

主 催 日本建築協会若い会員の集い小委員会

タイムスケジュール

14 .00  開会のあいさつ 瀬戸本委員

14 .00- 14.10 主催者あいさつ 西村副委員長

14.10- 14.20 司会者あいさつ及講師紹介

小 林 恒

14 .20- 15 .50 スライドと話 3  講 師

15.50- 16.10 講師に対する質問の受付

小林司会者

16.10- 16.20 (休憩) 質問テー 7 の塗理

司会者及担当委員

16.20- 17.20 テー<，，(1) - ( 3ゆ質問についての応答

3 講 師

17 .25- 17.30 閉会のあいさつ 飯 田 委 員

。閉会后 17 .40- 18.10までルナホールを見学

11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川l川11川111川11川111川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川l川|川|川|川川11川11川11川1111川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川|川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川|川川1111川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川山11川11川11川l川11川l川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11 l  

「 建 築 と 社 会 」 誌バ ッ ク ナ ン バ ー の お し ら せ 下 記 パ y クナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す の で 、 購 入 ご 希 望 の 方 は

日 本 建 築 協 会 ま で ( '，ι話06 - 2 31  - 9648 ) お申し込み下さい。

定価 1I!j.f1l 42.!1' 1  n号- 1I {j 干1147年 3 Ｉｪｾｽ＠ ￥ 300 

II!H1I 47年 4 11号以附 ￥ 400  

lI {j 干lI 49$1'- 10月号以降 ￥ 600 

* 印 は 欠 号

ng手口42i p H前日43年 昭和44年 H自手口45ip 昭和46年 IItl 和47ij '. Ii tl 手口48ij 三 Ii tl 手口49i l三 Ii tl t日50年

( 48柴 ) ( 49集 ) ( 50柴 ) ( 51集 ) ( 52築 ) ( 53柴 ) ( 54集 ) ( 55柴 ) ( 56集 )

*  
建 築 産 業 の 主l l . 代初会

住宅 - 60年 代

冬 季 オ リ ン 歴 史 的

正 月 号 国 立 劇 場 高11 市 生 活 の 総 括 と 70 建 築 教 fi 図
ｾ ｉ ｾ＠

構 造 と 方 向 と は 作I か

年 代 の l長 宅

ピックと 札 帆 環 境 保 全

者11 市 の

鉄筋コンク リ 都 市 エ ネ l レ ｾｪｕｴ ニュータ
明日 の 建 築

2  月
J，二3-， 

建 設 機 械

い こ い の 場

ート {jYi;:，'t耐J]! 建 築 と 安 全 ギと! ! 聖公害 600 号記念サ ウンのコミュ

はとうなるか

Jl uffj . の新建築

設計の fll 検 討 化 ピ l レ ニ テ ィ 地 投

*  
計 画 と伎民一

日本建築協会 50 周 年 記 念 日本万同博と イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

3  月 4子

50周年記念号 事 業 記 録 号

中音11 か ら の

技 術 開 発

建 築 基 準 法

デ ザ イ ン ビルデイング

保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア

報 告

設 計 の 高11 市 生 活 と レ ジ ャ ー と

既成市街地の P C . f ; 疫を使用

4  月 号 社 会 と 建 築 幼 児 施 設 _ g ; 人とすまい 者I1市交通問題 住宅地主査備の した 工 業 化

シ ス テ ム 1t み ど り 地 ぷ

万 策 住 宅

者 ｾ r!i と

建 築 史の万戸] *

グ ッ ド デ ザ 企 聞 と 設 計 大 阪 国 際 ヰヒ Ｑｾｴ ニ ュー
5  月 手J  教 育 施 設 現代によみ

*  

手IJ 用 社 会 ・建 築 法

流 通 釜 山i

がえる過去一

イ ン 運 動 の プ ロ セ ス ビ/ レテ' イング タ ウ ン 計 画

*  
建 築 行 政 に 量 産 住 宅 老 人

建 築 生 産 と

高11市の 景観 と

6  月 号 住 宅 と 設 備 医 療 施 設

J切符するもの

高 層 建築 問題 解 体 工 学

の 設 備 コミュニティ

流 通 機 構 の

U血 設
功sぇ、与 写tt

転 換 し つ つ 欧 米 に 住 宅 一 建築 家 ピ ル の 1 ' i

位築と プレス

7  月
J 7  ユ

生 産 地 設 都 市 交 通 焔 設 有11市 と 港 湾
トレストコン

ある { 主毛生産 お け る 契 約 市主
J 7  にL

の す ま い エ ネ ル ギ 化 クリート ｾｩ ｙ ｴｩｬｩ
( 子定)

*  日照プレハプ ｾ Ａ ＺＺ 活排水処理
8  月 号

モ ン ト リ オ 布11 市 供 給 解決をせまら 建 築 家 の +王 J灸 WJ の ( 桂 中 学) 新 用 途 地 域i!il!

住 宅 の 椛 泣 施設のあり方

- } レ万 博 処 理 施 設 れる公害問題 課 題 と 訂 ff: ニュ ー タウン と 環 境

え9: ｾ Ｍ ｉ＠ (f 定)

i洋と し て の

*  *  
軟 弱 地 終 者IIrn1主現段へ タ ー ミナ J レ

9  月
平J L  

建 設 資 金

住 居

海 洋 IJfJ 発 工 事 計 画

と i兵 災 の アプローチ

椛 造 と 地 工 み ど
)  l' ( 予定)

*  屋娘防水工事 騒 音 対 策
者11 市 の 民 家 の 系 諸 ア イ ベ 変 貌 す る

10  月 手J  k走近 の 外 装

アクセサリー と 保 存 計 画 ロ ッＯｾーー
建 築 生 産

(，11 市 | 坊 災 仕 上 と 材 料 の 失 敗 例 と 地 工 材 料

そ の 対 策
( 子定)

11 月 J f  

第 14 回 第 15 回 第 16 回* 1 5日 17 回 第 18 1司 第 19 悶 第 20 回 ｾ￬＠ 21 1直l 第 22 回

青 年 建 築 家 Ｑｾｦ 年技術者 背 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青年技術. f i ー! ? 年技術者 '"，'j: 年 技 術 者 '"1'[ 年 技 術 者

新都市計画法 九 州 か ら の 山 陽 ・LLI 1:;:; 自 然 と ヨーロ ビ/ レ防災に

集 合 住 宅 の

12  月
」回' )  

建 築 と 生 命

の 諸 問 題 報 告 か ら の 報 告 レ ジ ャ 空 間

北|監の新 建築

まちつ' くり 関 す る 12 i ;f 

設 備

( 予定)
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1. はじ めに

i・H 長力鍋の経済的、千子理UI リな平IJ 用 方 法 の

ー っ と し て 、 フ ラ ン ジ に rE恨ブJ 鋼 を 、 ウ ェ

プ に は S S  41材 を 使 用 し た 溶 接 組 立 I 形 ば

り、す な わ ち 、 異 種 鋼 材 ば り ( Hybr id St eel  

B ea m) が あ る 。 災 極 室 岡 村 ば り は ウ ェ プ が

S  S 4H 1 であるため、 1111 げ モ ー メ ン ト を 受

け た 場 令 は 、 ウ ェ プ 端 部 が 降 伏 し 、 ま た 、

せ ん 断 ス パ ン で は 、 1111げ モ ー メ ン ト と せ ん

断力の ［ｪＡｾ 特でウェブＡｉ Ｚｉ 日 ＱＱ が降伏するため、

現 在 の 介 容 応 力 皮 設 計 法 で は 、 利 点 が 発 慌

できなレ、 。 主主役鋼材ばりは、塑性設計法、

または、 2.5張 力 鋼 フ ラ ン ジ の 強 度 に 法 ii 主を

おいたえＮｑＧ ｾ Ｍ ｉ 一法により、利点が発 ＱＩＺ 巨できる 。

そ こ で 勺 者 ら が お こ な っ た 実 験 に よ り 、 災

Hi . 鋼材ばりの 1.111げ 性 状 に つ い て fITi Ij l に述べ、

1j! せ て e設 計 の 考 え 方 を 7)ミす。

M 

σ' Yf 

令一一噌

Mp  

σY"'  ホサ，. oC¥. 霜

11 令 + 一一Ｎｾ .，. ←4 ベY"'

..j A OE υ ν 1)  

1 1  • 1 1  ， ， ， I  

l  メ干つェ 7 (1 (  1  1  1  

フランジヘ，ob[ ＱＱＮ盤ｾ llIli国 Il"l:i 国

1  11 111 N  

ー一一ー φ

図 1 純血げス パンの M - 世関 係

M 

荷E

I I . anll 

。
A  

v  

一 一 万

図-2 M- Q  Int eraction  Curve  

' M 

Mp  

V  

一 一ゆ

図-3 曲lず、せ ん断相関関係( 実験値)

M 降イ犬モ ーメント

2.異種 鋼材 ば りの理論的考 察

曲げモーメントのみを' 支・ける純 rlll げ ス パ

ンでは、鋼材を完全 ｾｬ￬Ａｾｬ 位性とみなすと 国 一 Ｑ

に ポ す よ う な M - φ カ ー ブ が 描 け る 。〔段 l m

1 ) 弾 性g屯阿内でウ ェ プ 端 部 が 降 伏 す る ま

で 〔 段 階 II ) フランジ 故 外 紋 が 降 伏 す る ま で

〔段1; 引 日〕 全 フ ラ ン ジ が 降 伏 す る ま で 〔 段l m

N)全 断 面 がl海 伏 す る ま で の 4 段 l mで あ る 。

せ ん 断 ス ノ マ ン で は 、 曲 げ モ ー メ ン ト と せ

ん 断 力 に よ る 耐 力 の 制 限i式 は 多 く の 研 究 者

に よ っ て 提 案 さ れ て い る が 、 こ ニ で は 比 較

的fITi ljl な Fr os t の式を示す。 図 - 2の A .r!f. は、

せ ん 断 力 の み で ウ ェ ブ が一 線 に 降 伏 す る 点

で 卦 = 0 、元 = 1、B 刷 、 フ ラ ン ジ は Ilhげ

モ ー メ ン ト で 全|新 聞 が 降 伏 し 、 ウ ェ ブ は せ

ん 断 力 で 全 断 l市 が 降 伏 し た 状 態 、獄 、長 = 1、

C 点 は 、 全 断 而 が I111げ モ ー メ ン ト の み で 降

伏 し た 状 態 で 卦 = 1寸 = 0 である 。 また、

C 点 と B 点 の 間 は 、 最 = 1ー( 長 )2・( ｪ ｾｾｲｰｗ＠ ) で

与 え ら れ る 。 灰1' :1" 0 点から号 1- 、た直線 O D

は 、 は リ が 受 け る 1111 げ モ ー メ ン ト と せ ん 断

力の' ，IIIJ 合 で 決 ま る 。t an 8 はせん断スノマンの

ω ド と す れ ば ta n  8  = 背 f で 表 さ れ

る。 ( カヴ¥1 い ほ ど 、M pが人ーさいほと ( フラ

ンジ グ〉 岨リ主: カ f 人; き L 、! i ど) t an8はノトさ L 、。

す な わ ち liil げ モ ー メントに士 j し て せ ん IlYr ブJ

の ＩｪＡｾ 科を大き くＧ ＧＱＺけ る

3 実験結果につ いて

実 験 は 純 IH1げ ス パ ン に つ い て は 、 せ ん 断

ス パ ン を 補 強 し 、 ウ ェ プ は す べ て S S 41材、

フ ラ ン ジ に は S M50 から H .T 80 まてーの室岡村

をn J - 、て交番繰り返し ・|車 荷 を お こ な っ た 。

また 、上ヒ絞 の た め 、 フ ラ ン ジ に S S 41キオ を{ 叱

用 し た 同 種 鋼 材 ば り の 笑 験 も お こな っ た。

そ の 結 裂 を 嬰 約 す る と 、 ① 以 前E鋼 材 ば り は

充分なｾＡｩ ｕ 立と ｬ 似性を示し、 ｬ ｩｬￎＮｊ カ はフランジ、

ウ ェ プ の 強 度 の 泉 1JII 法 が 可 能 で あ る 。 ② ウ

エ プ 端 部 が 早 期 に 11制λ す る こ と に よ り 、 フ

ラ ン ジ の J"j 音II J Ai: LIが 早 期 に 発 生 す る こ と は

な か っ た 。 ③ 交 番 繰 り 返 し の 版 廃 1111線 は 安

定 し た 性 状 を 示 し 、 同 種 鋼 材 ぱ り と 変 わ ら

ない。 ④ 実 験 に よ る Mサ カ ー ブ は 、 理 論 に

よ り 予 ilil J される M-φ 関 係 と よ く 令 う 。

つぎに、 rHI げ モ ー メ ン ト と せ ん 断 ブJ を 同

H寺 に 受 け る は り の 実 験 結果について. i A . べる 。

図 3に 、 故大 liH力 と 降 伏 モ ー メ ン ト の 111( を

プ ロ ッ ト し て い る 。 降 伏 モ ー メ ン ト は 荷 量

一 変 形 曲 線 の 初期 勾 配の 泌 の接 線 と の 交 点

の ｦ￯ｬｬ である 。 実験結長ｾを要約する 。 ①降伏

モ ー メ ン ト は 、 ほ ぽI nt eract ion上 に あ る 。

② 耐 力 は 純 l附げ の 場 介 と 同 様 に 単 純 塑 '1生型

諭 に よ り 推 ililJ が 可 能 で あ る 。 ③ 終 J，山岡J カ は

せ ん 断 力 の ; 必 科 の 非 常 に 大 き い 場 令 ( ta n  8  

< 0 . 30) を| 徐いて M pを 越 え る 。 ④ 終 J"j 状 況

は 1111 げ モ ー メ ン ト の 彩 仰 の 大 き な は り ( tan  θ  

>  1 ) は フ ラ ン ジ の J"j 拝II !.ill J:II で 、 せ ん 断 の

［ｪｦｾ 料 ｩ の大きなはり Ｈ ｴ｡ ｮ Ｘ＼ Ｐ ＮＶ Ｉ ではウェ ブ

の J"j 拝IIJAhl l で Ifu.1 力 が 決 定 し て い る 。 ⑤ 交 格

繰り返し ＱＱ 車椅による ｬ 似歴 ｉｬｬ ｈ ，ｾは 、 当主的鋼材

ば り 、 同 種 鋼 材 ぱ り と も 差 呉 は な い 。 また、

十 分 な 似 性 がJt1H寺できる 。

4 まと め

上 記 の 実 験 は 、 フ ラ ン ジ の 幅 厚 比 61t! 、ウ

ェ プ の 中高厚比 dl t wは と も に A I S Cの J"j 百111主

1: 11の 制 限 航 以 下 で 設 計 し て い る 。 主主;殴 鋼 材

ばりは、 ｩ 虚，，［［ｾＮーのはりに見られるようなせん

断力に対して Ｑ ＱＱＱ げモーメントの ［ｪｦｾ ［ 判事が大き

い場合に適用すれ Ｎ ｲ ［ｲ非Ｇ［［ｾに有利な膏 ＱＱ 材 であ

る と い え る 。 Ifu.t カ は 単 純 塑 性 迎 論 を 用 い て

推 測 で き る 。 ウェブが早期に| 降伏すること

に よ る 耐 力上、 変 形 上 の /F者11合さはなく、

ｴＦ 計一 ｬ 立、フランジのｾＡｩ ｬｬ 立、または、フラン

ジ、ウェブ各鋼材の; ，l < ¥1111強 度 を も と に し て

お こ な え ば よ い 。 な お 、 ウ ェ プ の lt [，j J. ! J 上じめ

変 化 に よ る liri.J 力 、 変 形 性状 について、また、

災 fifi . 鋼材核令官I1の 笑 験 も お こ な っ て い る の

で 、 つ ぎ の 機 会 に 、 ご 紹 介 し た し 、。

Ｈｾ、じ わらかつよ ｌ ｾｉＧｉ［ 大＿工ＢｦＺ百 ｉｉ Ｎ ｩｬｬ 築ＧＱＺ教ＧＴｦ Ｎ 助教 ｊ 受 Ｉ

也' t: ｮｾｴＯ Ｑ ＹＷＵ ＧｊＧ＠ 6  IJ ，;. 73 
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池沢広和

1 . 市街地の騒音規制

騒 71- 問題を考える場合、最低条件として法 ・

条例等に定める規制l値を守らなければならない。

騒71- 規11，11法および大阪府公害防止条例に規定す

る騒-Tf に係る排出基準は 表 1の通りである 。

褒ー1 騒音排出基準

区 域 司旦 朝 ， タ 企

騒

第一銭区域 40- 45 40- 45 45- 50 

苦
第二峨区域 40- 50 45- 50 50- 60 

焼

日目l
第三島n区波 50- 55 55- 65 60- 65 

法ー

第四組区娘 55- 65 60- 70 65- 70 

大

m一長I! 区域 40 45 50 

阪
第二長E区域 45  50 60 

I(.f 

条
第三純区減 55 60 65 

l列

第四種区域 60 65 70 

」ー

( 注) 1  単位はホン ( A スケール)と する.

2  測定点は敷地境界線上もしくはそれ以遠とする.

3 区域は次町通りとする.

(1) 第一種区域 住居専用地区

(2) 第二傾区域 住居地域など

(3) 第三極区域 開業地域、準工業地減など

(4) 第四傾区域 工業地域など

また、現実のクレームは、法的規制を満足し

ていても発生する。 表 - 2 に示す許容騒符レベ

ルを満たすようにするのが理想的である 。 さら

に験計の晶以外に、不快な断続昔、 2 点1fi ，原に

よる干渉行など騒音の 11 をも考慮しなければな

らない。

褒- 2 各種の室に対する騒音の基準 0 1)

宅
町

t.fi 頬 適用する基準 1"1線

放送スタジオ N  C 15- 20 

守'、， 苦桂 ｾ＠ N  C 15- 20 

劇場 (500席、拡戸装置なし) N  C20- 25 

、tち， 
楽

{  屯
N  C25 

教宅 (拡声装置なし) N  C25 

テレビスタジオ N  C25 

アノマート、ホテル N  C 25- 30 

会議場( 拡声装置付) N  C 25- 30 

家臣ｾ (校 宅) N  C25- 30  

映 阿 N  C30 

f内 院 N  C30 

教 会 N  C30 

占E 相l 所 N  C30 

図 Ｑ Ｑ ｾ＠ N  C30 

料 理 r.ti N  C 45 

巡動絞技場 (拡声装也付) N  C50 

2 . 冷却塔の騒音

冷却浴騒音の普源としては①モータ運転行、

②ギヤ千f 、③ファーンの昔、@ 水滴昔、⑤通風ff 、

⑥ F付属ポンプ背などが考えられる 。 最 も問題と

なるのはファンの行であるが、時々ギヤ 71f や F付

属ポンプ背が原因となる場合がある 。 背 源 の Tf

響 特 性 は パ ワ ー レ ベ ル ( P W L ) で表される。上

記①~⑥の行源について形式 ・出力による特性11立
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搭

決

は各メーカのカタログ11{I

をプロ y トしたものである。

プロペラ型冷却塔

P W L = 9S +  10 l o g HP  

ｾ＠ 901 

シロ y コ型冷却俗 品

P W L = 8S + 10 l o gH P  L 釧

という報告もあるが、必 47副

i ! i : の機種についてはそれ

ぞれ、 5 - 10 d B1s: < 押さ 印 釘 |

えられている 。

音 i原から受千f 点までの

経路については、①直接

図- 1 冷却塔のパワーレベル

( 3  - 5  m離れた点で111" 定した 5 P L から点汗: 原理J古式より逆n したf I (O

冷剥硲送風機の トータJ レ・パワ ( HP )  

行、②反射骨、③透過1 i : . 、④聞休伝送ff などが

考 え ら れ る が 、 苦 情 が II:Jた τj ¥. 例を見ると思、わぬ

所から伝達するものであり 、十分検討しなけれ

ばならない。 直接計についてはだれでも気がつ

くので別会問題が少ないが、ペントハウスの堅

いｾがよい反射板となり意外と達方で被害を起

こしたり、j J ! 1 f 壁に小さな穴があり背がっつ抜

けてしまったり、 Ｒ ｬｾ 行湖、が 不快なうなりを発

生させたりする ・JWI J もある 。

3 . 騒音対策

① 音 源 対 策 似 本 的 に は 、 発 生 騒TTの小さい機

器の開発が必要である 。 ファンの羽般の改良、

ファン形式の変更、 7 7 ンの台数分;I[IJ 、 空 気 流

面速を低くする、ケ- 0 / ング形状をかえ空気流

をスムーズにする、ギヤの改良またはベルト駆

動 等 へ の 変 更 、 水i商干干の吸昔、{ 氏騒千f モータの

{ 山口など、各メーカとも努力をi l ! : ねているが騒

庁を皆無にすることは不 1可能であり、冷却俗谷

Ｑ Ｑ Ｑ の斤Ａ大に ｩ い、何らかの 一 次的対策が必ｾーとな

る 。 なお、 ｾ［ｊｉ 司システムにもよるが夜 ｮｮ［ ＡＮ￟ ＧＱ 去の

十字i1-. c  l 、うことら検討しなければならない。

② 滅 音 ・ 遮 音 対策 まず、冷却塔設笹場所の検

討をする 。 建築計阿とめからみで理想的にする

ことはできないとしても、被害を及ぽしそうな

所からできるだけ縦すことが原則である。

音 源 か ら の 距 離 を 尺 m とすれば受背点の骨圧

レベ l レ( S P  L ) は、つぎのようになる。

S  P  L = P W L - N X lo g R- 8  

ただし N11( ( は 点 音 源 の 場 令 20

k;Ji! lfi 原の場合 10 

而千fj ，原( 1 m' ) 15  

11 ( 1 0 m' )  12 

11 (2 0 m'  )  10 

距離減衰による減背は設も硲実な方法であるか

ら建築計画とあわせて卜分検討すべきである。

つぎに音源対策的方法として、冷却塔の空気

取入口 ・吐出口に il'i1' fポ y クスを取り付ける場

合がある。 I両手f 筒、 iW宇「カバーを取り付ける比

較的簡単な方法とパック 1レ板付消背ボックスを

取り付ーける本絡がJ方法とがある 。 前者の消音力

はせいぜい 4 - 6 d B であるが後者の場合は 20

- 4 0 d Bとなる 。いずれの方法でも最も注意すべ

き点は、冷却塔が風雨にさらされ、 I肖干寺内R占り

材 料 が 水 に ぬ れ l汲背力を失うことがないように

するか水に強い材料にする必要がある。

遮音壁による i成育は 図 - 2 に示すように音i威

S と受 Tf 点 P のr : ¥1に長〈絞〈壁その他の蹄持物

がある場介、千f の回折による伝機距離がのびた

ことによる 一種の距離減衰と考えられる 。 この

計算を適用する場合は障害物の長さは、日さの

数倍両翼に広がっている必要があり、それ以下

のときは計算通りの減音は得られない。また、現

実には、 2 5 dB以上の減音を得ることはできない。

i笠71ニ墜を設ける場合、スペース的制約により

「カギ型J r コの字型」 、「箱型」の壁にすることが

多いが、 i些71- 上有効て' あっても対向日空而からの

反射が起こり、問題となる 。 i虫干¥'!¥!I刈11111に l汲特

力をもたせる必裂がある。

「 新型 」遮 ｔＱｾ 遣の例として、ゲタぱき住宅の低

層苦11に冷却熔を設置した場合を 図 - 3 に示す。

遮 行 ・l汲背とも十分な性能がでている 。

冷却塔は、水冷式 ・空冷式 - 大 型 小 型 を 問

わず今後ともますます、設置台数が. t r : 加すると

考 え ら れ る が 、 本 体 の 低 騒 音 化 は も ち ろ ん 、 設

置場所の検討、 ｩ 同行装置の具申 ｭ 、 ｾ＿ Ｇ ￭ ＧＺｾ 立の設計ー

などに十分惚芯: し、より静かな者11市 環 境 の 保 全

に建築主、設計者、メーカとも努力しなければ

ならない。

衰

値 20U::l::l 111111 1 m  17r U4 1 T I 実験面

( dB) 15 

1川 ffJfW111 ヰ主
5 0{  1"  ｾｰ＠

/1 = A + B - d  

0 2 5 0 5 - Z 1 4否言 2 4 6 8 2 4 6 8  

QJ Q， QO' QO' Q'  1  0  10  100 

- N =  A  /1 

図- 2 自由空間の半無限平面隊壁による減衰値

(  ). 波良、t Vの正n、S とP が見通せないとき正、場が1

1 札( 5 とP が見通せる場合は、負の他をとる、Nく- 0 引

¥町ときは議反11(( 0 とする. J  

「出戸

図 3 箱型遮音壁

参考図書

*  1) 騒 Tf 対策ハンドプ ，7 (技術企)

*  2)  [11外設備騒 1干の評価板本守正抄 J沢宅会、 B澗f 1mi 生

工ρ'i; Vol44 No 3  

*  3) 騒1' f レベルの推定小J l I康 夫 空 気 調 和 l WE工."{'
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長尺松ぐいの切削工法

浅 野 満 男

図 ー 1 切 削 工，去の 概 要

S  1  まえがき

最 近 、 都 市 の 再開 発 に 伴 い 、 老 朽 化 した

既 存 ビJ レを解ー休して、その 跡 地 に 、 よ り大

規 模 な ビ J レ の 建 築 を 計 画 す る ケ ー ス が 続 出

している 。 こ の 場 合 、 既 存 ビ ル の 地 下 外 壁 、

既 存 ぐ い 等 の 大 規模 地 中 隊 筈 は 工 事 施 工 上

の 問 題 と な る こ とが多い。

既 存 ピ ノレの 地 下 外 壁 は 、 新 築 工 事の地 下

外 壁 線 を 後 退 さ せ る こ とや 、 境 界 線の 外 へ

山 止 を 許 可 し て も ら う こ と に よ っ て 、 工 法

的 に は 可 能 で あ っ た 。 ま た 、 比 較 的 短 い 既

存 ぐいの除去は、振動パイノレドライパ一、

油 圧パイノレ抜機 等 に よ り 強 制 的 に 処 理 さ れ

て い た。 し か し 、 こ の よ う な 5皇帝l J a' : J なヲ|抜;

法 の 場 合 に は 、 周 辺 地 盤 を 撹 乱 し 、 先 端 地

盤 を 緩 め る こ と 、 振 動 、 騒 音 を 伴 う こ と 、

さ ら に 作 業 の 安 全 性 に も 問 題 が あ っ た。

今 回 、 こ れ ら の す べ て の 問 題 点 を 解 決 し 、

さ ら に 従 来 不 可 能 視 さ れ て い た 10m以 上の

長 尺 松 ぐ い を 除 去 で き る 松 ぐ い 切 削 工 法 が

開 発 さ れ た ので、 以 下 に こ の 工 法 に つ い て

述 べ る

S  2  < い切削工法の概要

( 1) 切 削 工 法 の 概 要 この 工 法 は 、ポーリ

ン グ マ シ ン を 使 用 し 、 刃 先 に 特 殊 な 切 削 チ

ュ ー ブ を 取 り 付 け 、 松 ぐ い を 頂 部 か ら 順 次 、

チ ッ プJ大に切削するものである。

切向IJ 刃 に よ って 削 られ た 木 〈 ず は 、 切 向IJ

チュ ー ブ内 に噴 出 さ れ る べ ン ト ナ イ ト 泥 水

の 水 圧 に よ り 、 チ ュ ー プ の 先 端 よ り 外 部 に

排 出 さ れ る 。 こ の 木 〈 ず は 、 水 中 サ ン ド ポ

ンプにより 7 ッ ド ス ク リ ー ン ま で 送 ら れ て 、

こ こ で 木 く ず お よ び 土 砂 と 、 ベ ン ト ナ イ ト

泥 水と に 分離 さ れ る 。

さ ら に 、 こ の ベ ン ト ナ イ ト 泥 水 は 、 高 圧

ポ ン プ に よ っ て 切 削 チ ュ ー ブ の 先 端 に 圧 送

される 。 ま た こ の ベ ン ト ナ イ ト 泥 水 は 、 掘

干しの 崩 壊 を 防 ぐ と と も に 、 切 削 刃 の 冷 却 の

役 割 も 果 た す。

(2) 切 削 チ ュ ー ブ の 詳 細 切 削 チ ュ ー ブ は 、

ポ ー リ ン グ マ シ ン の ロ ッ ド と 接 続 さ れ る 上

部 チ ュ ー プ と 、 松 ぐ い を 削 る 切 削 刃 と 拡 I悩

羽 娘 の 取 り 付・けた下昔I1チ ュ ー ブ の二 つ の 部

分 か ら な っ て い る 。

切 削 刃 は 、 下 音I1チ ュ ー ブ の 内 部 に 最 も 効

率 の 良 い 角 度 で 4 枚 取 り 付 け ら れ て お り

摩 耗 に 備 え て 調 整 在 、 取 り 外 し が で き る 。

ま た 、 拡 ! 悶 羽 根 は 、 下 部 チ ュ ー プ の 内 外

音Bにスノ マイラ J レ4犬に耳兄りイすけられており、

切肖IJ チュ ー ブ を く い の セ ン タ ー にイ呆っとと

も に 、 こ こ か ら 肖IJ り く ず を 排 出 す る 構 造 と

な っ て い る 。 図 - 1 に 、 切 削 工 法の概 要 と

切 削 チ ュ ー プ の 断 面 を 示 す。

(3)  く い 切 削 の 主 要機 械装 置 松 ぐ い の 切

削 に 用 い る 主 要 機 械 装 置 は 、表 1 の通り

である B

表 一 1 主 要 機 械一 覧

機 極 能 力 台 数

ポー リングマシン 17. 5kw 1 台

切J 向IJ チュ ー プ 500世 2  ム口

グラ ウトポンプ 18. 5kw 1 台

グラウトミキサー 3. 7kw 1  i ‘  s  

7 ッ ドス 7 '1 ー ン l  ム了2

ベントナイト泥水 槽 10 m'  1  e仁3、

土砂ホ ソパー 4m'  1 台

水中サンドポンプ 7.5kw 1 台

S  3  松ぐい切削工法の特徴

奴l削 に よ っ て 長 尺 松 ぐ い を 除 去 す る 本 工

法 の 特 徴 は 、 下記 の 通 り で あ る 。

1)  20mを越 え る 長 尺 松 ぐ い が 、 先 端 ま で

完 全 に 除 去 す る こと が可 能 で あ る 。

2)  比 較 的 安 い コ ス ト で除 去 で き る 。 メー

タ ー当 たり 2 万 円 程 度。

3)  地 工 能 率 が 良 い。 ポーリンク' マシン 1

基 で 、 長 尺 ぐ い が 1 日 1 本 除 去 で き る 。

4)  無 騒 音 、 無 振 動 で 施 工 で き る 。

5)  周辺地銀、先端地盤を百しさない 。

ウ ォ ー タ ー ジ ェ ッ ト に よ る 周 辺 地 盤 の f先

舌レや、 5愈命l円 l : t 友きによる ポイ リングがな

く、掘干し は つ ね に ベ ン ト ナ イ ト 泥水 で 保

吉隻さ h ている。

6)  作 業 性 が よ い。 切 削 機 と し て 在 来 の小

型軽量のポーリングマシンを使用している

の で 、 ほ と ん ど の作 業 条 件 に 適 応 で きる。

7)  打 込 み 精 度 の 悪 い くいにも適用 で きる 。

くいカ吋頃幸i十していたり、幽カずっている士易

合 が あ っ て も ロ ッ ド に 可 後 性 があるため、

追 従 し て 切 削 で き る 。

S  4  まとめ

大 規 模 な 旧 構 造 物 を 解 体 し た 跡 地 へ の 建

設 工 事 は 、 今 後 も 増 加 を た ど る ものと 思 わ

れる 。 こ れ に 伴 う 構 造 物 基 礎 の 解 体 除 去 は 、

さ ら に 困 難 と な る こ と が 予 想 さ れ る 。 松 ぐ

いな らば、 何 と か 長 尺 で あ っ て も 除 去 す る

手Fjt を得i た わ け で あ る 。 しかし、いずれi l i :

い将来、 P C ぐい 、 鋼 ぐい 、ある い は 場 所

打 コ ン ク リ ー ト ぐ い を 除 去 し な け れ ば な ら

な い ケ ー ス も 発 生 す る で あ ろ う 。 そ の と き

に 至 っ て あ わ て ること の な い よ う に 、 わ れ

わ れ 基 礎 関 係 に た ず さ わ る 技 術 者 は 、 今 か

ら 考 え て お く 必 要 が な い だ ろ う か。

将 来 、 そ の 敷 地 が 大 き な 街 区 の 中 で 建 て

替 え ら れ よ う と す る と き 、 解 体 し な く て も

再 利 用 で き る く い 工 法 を 選 定 す る こ と が 、

そ の 土地 の 笑 質 地側 を 高 め る こ と に つ な が

る の で あ る 。 可 能 な ら ば、 都 市 計 画 上の 見

地 か ら 規 定 し で も よ い の で は な い だ ろ う か。

土 地は、 長 い 目 で見 れ ば公 共 の も の な の

で? ある 。

( あ き の み つ お K K 竹中工務庖工 'J 市日技術課)

主s築 と社会/ 1975年 6 J 1サ 7 5  
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工業化住宅性能認定について( その 2 )  

構造耐力性能 に関する 試験について

l はじめに

工 業化 住 宅 認 定制 j立 は 、 建 設 省 告 示 第 2031号 第 1 粂 に あ る と お り

「 住 宅購 入 者 の 住 宅 の 選 定 に 指付: を 与 え 、 も っ て 住 宅購 入 者 の 利 放

の. T;t/:ii主 を 図 る 」 こ と を 目 的 と し て 発 足 し た も の で 、 こ の 11m.立 の 概 袈

に つ い て は す で に 4 月 号 で 紹 介 し て い る が 、 今 回 は 各 認 定 性 能 : t n l司

(  4 月 号 表 ー 1 参 !m ) の う ち 、 と く に 柿 造1耐 力 性 能 に つ い て 詳 し く

記 述 す る こ と に す る 。

2  認定基準について

性 能 の 認 定 に 関 す る 技 術 的 法 準 に つ い て は 、 II s f ll ＴＹ 年 Ｒ ｆ ｊＸ ＱＭＱ Ｑｾ ｊ

の 怨 設 符 告 示 第 120 ｊ［ 予によって告示されている 。 特示第 Ｔ の必定 Ｉ， ｾ

i l' ! に よ る と fWi i!'t ifi i'tブJ 性 能 に つ い て は 、「 工 業 化 住 宅 の 柿 造 耐 ブJ 上 主 裂

な 部 分 ( 建 築 法 準 法 胞 行 令 あ 1 条 第 3 J
/
) - に 規 定 す る も の を い う 。) ( 立、

対 象 と な る 工 業化 住 宅 の 附 iiE に よ り 鉄 鋼 系 、 木 質 系 お よ び コ ン ク リ

ー ト 系 の 区 分 に 応 じ 、 表 ー 1 ( 鉄 鋼 系 の み を 示 し 、 木 質 系 お よ び コ

ン ク リ ー ト 系 に つ い て は 約 時 ) の 各 J j ( に 掲 げ る 可i E l について mi ! ' t耐

ブ) j ニ 安 全 な も の で あ る こ と 。J r工 業 化 住 宅 の 附 i立 は 柿 造 汁 S?:に よ っ

て 安 全 で あ る こ と が 磁 か め ら れ て い る こ と り と 定 め ら れ て い る 。

しかし性能の ｩ 認定は ｾ ｉ Ｂ ｩ ［ ｜ に日 ｪ 支な技術的内科をイ ｔ しており、その

得伐には十分な学識と多大な ｉｉ Ｚｾ ｉ Ｚ ｜ｊ が必袈であり 、 またすべてを往 ｉ 没

併 で 行 う こ と は 効 率 的 で な い と い う 巧 え か ら 、 工 業 化 住 毛 認 定m程

第 Ｓ 条ｴｩ｜ Ｒ Ｚｲ ｮｭ Ｒ サで、セ Ｑ Ｚ 能の技術 的 ｊｬｾ 定は認定 ｲｬｬ［ ［ ， Ｇ ｩ のまえに必 Ｑ ｊｊｬ

大 1: : 1 の指定する機 |具l が 代 わ っ て 行 う こ と に な っ て い る 。 税イ[: ( 財 ) EI  

-4q建 築 セ ン タ ー が こ の ' I ' t能 評 定 の 業 務 を 行 っ て い る 。

3. 性能認定のための試験について

( 財 ) 日 本 位 築 セ ン タ ー へ の 技 術 的 評 定 の rl l ;;) 'j に あ た っ て は 弁 州 の

試 験 を 必 袈 と す る が 、 こ れ ら 評 定 の 北 i l' l ( 技 術 的 法 準 ) の まJII 口(;1: 1人J}JI.

と し て と り ま と め ら れ て い る 。 表 - 2 に 椛ii E 耐力性能に| 具! する i試 験

褒 - 2 評定申楕用試験

i式 験 可l 1:1  
j" 験

}j 
法

耐力日差空〆、ネノレの l師内 1111げ) せん断試験

( 胴 +ノ マネJレ+ 上f;

JI S  A  1414 6. 13( 1)およひ12)による

耐力墜ノ マネ/ レグ) { 同心fE指iI 試験 ( / マネル) J1S  A  1414 6. 7による

耐力差巴l.t ，. 三ネルの ffii 外1111げぷ験

Jl S  A  1414 6. 9による

鉄

( 胴 + パネ Jレ+ 土台 )

外噌，、ネ Jレの1街慰ヰ試験

l E))14 f品鍾式ド (〈ハ Jレ)

J IS  A  5702 6. 2による

" サ ン ノ y ク式 J l S A  1414 6. 14による

(  差+ パネノレ+ 土台 )

鏑

41，画f カノぐ才、 1! .4)ftiil 斗せん住frJ 験( /ぐネノレ) Jl S  A  1414 6. 19による

1年パネ Jレの前外 1111げ試験 ( パネル) Jl S  A  1414 6. 9による

1，1ミノマネノレのq 苦IIf .iiff.11I 1げ試験( パネル) Jl S  A  1414 6.11 による

J j ! _桜パネ Jレの 1111げ試験 ( ノマネル) Jl S  A  1414 6. 9による

系 ひさし等の局支者11胤1Ed) 験

( パ ネ ル + 持苦IIH

等分布イ Ｇｾｦ 坑

小屋組トラスの ｾｎｩ 試験 Jl S  A  3304 5. 6. 3 (3)による

[，1' ぱ 1) の総術試験 Jl S  A  3304 5. 6. 3 (3)による

持の平 jll' し試験 Jl S  A  3304 5. 6.3  (5)による

76 挫 築 と 社 会/ 1975年 6 月号

表 1

ヰ( I!.YI泣

鉄

4 鋼

系

区分 相1 nニ- 可i 同

l  

繊泣の形 u 此泣上の平I町計画及び立 ImJI'plIJ

上 態

2  ｬ 耐力 Ａｵ 萱ｾ の配置7 f I . び偏心

画T 2 耐力 の焼。) 1111 }i io;J 及びけた行} J i o'J の壁益

1J 3 由f力墜の支占防lの距離

ｉｾｴ＠ Ｔ ，画 ｉ カ ｾｉｾ 空の中，レ線により閉まれた苦 ￟ 分水平投影而 ￭ｦ 自
。3 5. 2 階建て住宅の 2 階及び 1 階の耐力壁内i ' s 統府制

自己 6. 2 階カ主主て住宅の 2 階部分から 1 階部分への せん断力的伝達

同U  
7 画.t 1J ! ' . t の下部町基礎の構造

3  l 耐 IJ ｾ主的 ｩ時 i5さに対する幅の比

画力川J.!崎t  
2 面設fJ| 有iiEIEI 及び最I町大外耐1111J1時If における耐力! 立の変形品

3  力 の 圧 紛 、 の 且ぴ抽 ￭ｲＡＡＧＤ に対る ｾｪＢ ｊｴ
4涯 4 耐力 1:. 1:の1m工性

グ〉 5 耐力墜と他の部材との娘令官11の応部品度. 111

4  

1. 41' 耐力喰の間外の 1111げ79. . ぴ4術I悠すに対外する強度

・Jdli4 ，グ十立N〉I  2 41i 2A耐 IJ ¥墜立の変うち、i，tl湖口部を る 笠から{ 也の苦11分への応力伝達

3. 4 耐 力 の 形

5  

[. '1(; 時やWiR時におけるほのたわみ屯

2. 床集歩行中荷量時他における床の破打l

床の仰造 3. そ の に よ る の 動

4. と壁、はりその床他の振償却J 材との接合及び床の応力的分布

6  

l 暴局i止風rm時及吹にびf対R卜ＧＢＱｾ Ｇ 時における屈桜強度 I而のたわみ 2if庄 の

2.  r.:J lll l/!且圧 る ひ し の 及びたわみ

H附イ4ぱ hμ'veL  t  ー
3  風時の 上すげに対すきる庄司ffH材と横架材とのf按，t合強度

7  l 屋以トラス等の織だおれ

小昆 の
2 水ELt霊 剛刊;

車11泣機

3. hl t l { から小民主11への応す力の rr，; 主及び民似と小屋組との接合

4  十Hからの応力に対 るもや、その他の小説* J l のたわみ ll(

8  

水干 の

tHEd 情EE 

1. 2 階I.l<n師、小屋ばリ 1Mの水平締ffii の而内剛性

9  l 1常A時イ' ; i . ' f ¥時における I; j <ばり 1111げ応力及びたわみ l;t

床の

2  ばりの横座ιl床ぜt温1三1J . 止びねじれ

(;1'紅h'llム
3 日1bE行等1) による ばりの仮動

4.r，((;I' と柱胴 し等との接合

10 

けし専 ｛Ｎ けた干等 ｾｩ と耐力段、小屋組、床ばり7 / i ; との接合

たまの 2. E! i昼3似" ' {; i mによるけた等及びその後合苦11の局部変形及びねじれ

胴Ｈ・ ｾ 3.  Ei HNI 師、床imからの水干 1J のけた等から耐力明への応 }J の{i . ;j 辛

圭さ造

JI 

l if ，Vt 

l 暴風11寺における7 i : 而の応力投びけた} J i oij への応力的{ 工、i主

l師i立

グ〉

12 
1. 柱tt と土.fj'刻台j 又は ｊｾ 礎との娘介

性の t造t昨 2 の 細i長ロh、比

J . {J毛布l互の按

13  

土ム桝i宜
l 柱 日望者zから lJlLll 聡への応H514J2のI1β11i 主投ぴ土台と村，1吐ぴぴ破ｊ ，ｾ位との ｊ 妻子子
2. 画げJfl;t か 句 の げ 及 び イ ｾｩ による局部変形及 打l峨

グ〉

14  

ｾ＠
I. J不二部情泣から他怪への it. 1J のい述

2. 7f 1日l 沈下

グ〉
3. 7 ンカーボルトの耐力筋投ぴ定Zり;  

J間J.!. 

4. : 1 ーに接する宮11分の鉄 の か ぶ 仰 さ

15  
l 鋼接材の品質ト1止ぴlt早t さ

2  合ポ Jレ の 品

付 3 ポJレト篠合部のポ Jレト穴のピ ッチJ止び絃端距離

4 按1経?荘Ij 合f形E  ポノレトのゆるみ止め及びグ 1) ...， プ長さ

料 5  形鋼又は角形 mいた古11材の接合部の 部変形

6.f l j m両合信部その 1世間計3鋼i1管断[ を師鋼材に用いるボルト桜応合部の J;;j 部変形

等 7 接擦 の設



写真 一3

l  ピアノ 主宰

v  

ダイヤルゲーソ

(正面図) ( 側面図)

単位 mm

図ー l 試験装置か f ヰルの偏心圧縮試験)

日本建築総合試験所だより 34

a品
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莫写

100010n試験機ベ y ド
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日 本建 築 総合 試 験所 だ よ り 34
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E一一 瓦 6  

一一一ー せ ん 断変形量 ゆ ( X I O ') 

図- 3 荷重一変形量図( 耐力壁パネルの函内幽げせん断試験)

8max= 8.510n 

比例限度荷量Pp= 7. 0ton

P  

12 

伸 び8( mm) 縮み 8( mm)

図 - 4 荷重一縦方向変形量図( パヰルの偏心圧縮試験)

7 8  

10 

項 目 お よ び 試 験 方 法 を 、 欽 綱 系 の も の に つ い て 示 す。

当 試 験 所 も 公 的 な 試 験 機 関 で あ る 性 格」二、 こ の よ う な 試 験 の 依 頼

が 非 常 に 多 い。 49年 度 中 の 依 頼 受付 状 況 を み る と 、 依 頼 件 数 で 10数

件 、試 験イ本 数 に し て 200休 以 上 に の ぼ る 。 試 験 項 目 別にみると、いち

ばん依頼の多いものはパネノレの而内 曲 げ せ ん 断 試 験 で 、 全 依 頼 数 の

約 65% に 達 し て お り 、 続 い て パ ネ ノ レ の 偏 心 圧 縮 試 験 、 柱 の 圧 縮 ( 平

押 し) 試験、パネノレの商外 的 げ試験、床パネノレの局苦1¥荷 量 的 げ 試 験 、

小 屋 組 ト ラ ス お よ び 床 ば り の 滅 荷 試 験 等 の j順となる 。 そ こ で 当 試 験

所 で 行 っ て い る こ れ ら の 試 験 の う ち か ら 、 代 表 的 な も の を 選 ん で 試

験 方 法 等 に つ い て 紹 介 す る こ と に す る 。

( 1)耐 力壁 パネ ル の 面 内 曲 げ せ ん 断 試 験

試 験 は J I SA14146. 13( 2 ) に 準 じ て 、 通 常 試 験 イ 本 を 横 置 き の 状 態

( 写 真 一 1 参! ! ( ¥) で行っているが、 H寺には 写 真 一 2 に示すように、

試 験 休 を 立 て た 状 態 で 行 う 場 合 も あ る 。 jl也桁にはオイノレジャッキ、

荷 量 の 検 出 にはロードセノレを使用している 。 ま た 桁 霊 は )1止大和i .illま

でに 5 段 階 段j立の適当な荷主段| 併を選び、無 fl 桁 の 状 態 か ら 刷 加 し

て 各 荷 量 段 階 に 達 す る ご と に 1 J.立 l徐 荷 し て 、 つ ぎ の 荷 重 段 階 へ 進 む

よ う に 加 力 す る 。 試 験 結 果 は 各 illil 定 結 果 よ り 川lげせん控li 変 形fE刷、

パネノレの固定皮 φf 、 せ ん 断 変 形111世p を;JXめ 、 祈 重 変形i J 1 ( 刷、 φf 、

世p) 図 と し て 示 し て い る 。 図 - 3 に 荷 重 一 せ ん 断 変 形 丑 図 の一 秒IJ を

示 す。

試 験 体 の 破 波 状 況 は 純 々 雑 多 で あ る が 、 '-1' にはノぞネノレと土台の固

定 朋 ボ ノ レ ト が 破 断 す る も の も 見 う け ら れ る 。 し か し こ れ は 破 段 状 態

と し て 好 ま し い こ と で は な く 、 再 検 討 の 必 袈 が あ る と 考 え ら れ る 。

Ｈ Ｒ Ｉ 耐力 壁 Ｏ ｾ ネルの 偏 心圧 縮試験

こ の 試 験 は J I S A 1414 6 . 7 に 準 じ て 行 う 。 図 1 に 試 験 装 置 の概

時 を 示 す。 力日力には 1000t on の 柿 造 物 圧 縮IJl Iげ 試 験 機 を 伺 い 、 縦 方

向の変形註はダイヤノレゲージ、縦方向の変形i J : は変位百十を月1いて iflll

定 を 行 っ て い る 。 写 真 一 3 に 試 験 体 何3600mmの場千干の試験装置を示

し 、 そ の 試 験 体 の 破 壊 状 況 を 写 真 一 4 に 示 し た。 試 験 結 果 l立、荷主

と 縦 方 向 変 形111お よ び 棋 }'j 向変 形 誌 の 関 係 を 図 示 す る こ と に な っ て

いる 。 図 - 4 に 祈 丞 ー 縦 方 向l変 形 註 図 のー 似IJ を示す。

(3)耐 力 壁 ( 床 ) パネ ル の 面 外 曲 げ 試 験

こ の 試 験 は J I S A  1414  6. 9に 準 じ て 行 う 。 試 験 休 i隔 が 小 さ い 場 介

( 1000mm以 下 ) には 図 ー 2 に示すように、 1000ton t，Vt 進 物 圧 縮11.11げ 試

験 機 を 反 力 行 に 利 用 し た 峨 桁 装 置t に よ り 試 験 を 行 っ て い る が 、 試 験

休 l隔が大きくなる場合( l OOOmm以 上) には 写 真 一 5 に 示 す よ う な 1依存f

装 置 を 組 み 立 て て 試 験 を 行 う 。 ど ち ら の 方 法 に よ る 場 合 に も IJII 力 に

は オ イ ノ レ ジ ャ ッ キ 、 荷 量 の 検 出 に は ロ ー ド セ ル を 使 用 し 、 た わ み は

変位言一|により illiJ 定 し て い る 。 ま た 荷 量 は 11走大手if fll までに 5 段 附 以 上

の適当な祈Ｎｩｬｬ段階を選び 、 ｾＡＧＮｆ， JJ l 不可の状態から .r;':1mして各荷: i l l 段階に

: & するごとに 1 皮除析して、つぎの荷主段階へ. i i l i むように 1J II ) J する 。

試 験 結 果 に は 、 荷 重 た わ み 図 、 単 位 而 相 当 た り 曲 げ砂 耳目荷重お

よ び曲 げ 比 例 |加 支 荷 重 、 試 験 休 め 自 重 笥 を 表 示 す る こ と に な っ て い

る。

(4)そ の 他 の試 験

上 記 の 他 の 試 験 に つ い て は 説 明 を 省 時 す る が 、 床 パ ネ ノ レ の 均 百1¥荷

重 l出げ試験およひ' 小屋組トラスの，1削奇試験については、 写 真 一 6 、

写 真 一 7 に 試 験 状 況 を 示 し た。

4  むすび

以 上 試 験 方 法 等 に つ い て 述 べ て き た が 、 椛iJ2l 耐 力 性 能 は 災 XII寺等

に お い て は 人 命 に も か か わ る こ と で あ り 、 わ れ わ れ も 試 験 業 務 に 、

よりI l ' i : i l l に取り組まなければならないと考えている 。 より良い{ 主主包

挫 設 の た め の 一 興 を に な う こ と が で き れ ば 幸 い で あ る 。

(，)f' 先日 上 回 哲 夫)
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 4 月 分

事
.6. .  

: IJ ;  

16 日 正 午 - 2 1時 於日本紛業クラブ

出 席 者 塚 本 会 長 、 横 尾 、 福 田 副 会 長 は

か 17名

正午より新旧役員会食後理事会を開{ 雀

旧 役 員 の 出 席 者 尾 f色、隅田前理事

議事 (1)理事会務分掌並びに主幹選出の件

(2)定例理事会開催日決定の件

(3)建設大臣表彰候補者推せんの件

(4)昭和50年度委員会委員委嘱の件

(5)前年度よりの引継事項ゑ認の件

(6)寄附金受領承認の件

(7)入退会者糸認の件

(8)報告事項

事 業 委 員 会 |

広報小委員会

2 日 6 時一 7 時 於会館集会室

出席者 三品副委員長、上松、打浪各幹

(2) 3 月に笑絡した見学会の報告

(3)事業委員会編成の修正案について

(4) 5 月の見学会企画についての報告

(5) 6 月以降の事業企画について

(6)そのほか

都市と水の勉強会

11 日 6 11寺 - 9 11寺 於会館集会室

出席者 西村副委員長、植田 主査ほか 2名

議 事 (1)勉強会のすすめ方について

(2)その他

解体修理中の古建築見学会現地打合せ

16 日 1 11寺一 7 11寺 於東福寺内

出 席 者 広 瀬 幹 事 ほ か 3 名

解体修理中の東福寺三 門、そ の他本坊、塔

頭などの下見及び行程打合せ

委 員 会

17 日 6 11寺 - 8 11寺 於会館集会室

出席者窪田委員長、小泉、 三品、西村

各国I j 委員長ほか 2 名

議 事 (1)昭和50年度正副委員長及び幹事の

選出について

(2)各小委貝会の事業報告及び新年度

の事業企画について

(3淳行年度の事業委員会の運営方針

(4)そのほか

若い会員の集い小委員会「みどり学習会」

現地打合せ

23 日 1 1時一 7 時 於香里団地

出 席 者 鈴 鹿 講r. m、森下幹事、田中主査

ほか 3 名

香里団地の現地観察及当日の会の進め方に

ついて打合せ

事ほか 3 名 |  作品作風小委員会

議 事 (1)昭和50年度小委員会担当副委員長、 I 8 日 4 1侍- 6 時 於会館 3 階会談窓

幹事の選出について |  出席者横山富I j 委貝長ほか 4 名

(2)  i 中河内及び北河内府民セ ンター |  議 事 (1) 6 月号作品の件

ビル」の写真展示について

(3)広報小委貝会運営方針 ( 三 品目IJ 委

員長案 ) の検討

(4)本年度の年間企画について

(5)そのほか

若い会員の集い小委員会

8 日 6 1時- 9 時半 於会館集会室

出 席 者 西 村 副 委 貝 長 、 中 村 、 広 瀬 、 宮

後、森下各幹事ほか 11名

議 事 (1)昭和50年度小委員会担当副委員長、

幹事の選出に ついて

(2)第 2 回「建築家のためのみどり学

23会」について

(3)事業委民会の編成修正案について

(4)本年度の年間企画について

(5)そのほか

見学会小委員会

10 日 6 1時 - 8 11寺半 於会館集会室

出 席 者 水 谷 幹 事 ほ か 4 名

議 事 (1)昭和50年度小委貝会担当副委員長、

幹事の選出について

(2) 7 月号以降の作品の件

広告企画小委員会

9 日 4 時一 611寺 於会館集会宏

出 席 者 松 村 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 (1) 6 月号広告企画の件

(2) 7 月号広告企画の件

(3) 8 月号広告企画の{ 牛

都市の景観対談会

9 日 3 時 - 5 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者 足立孝( 阪大 ) 、久保貞 ( 大阪府

大 ) 、片 倉幹事、杉本幹事、松村

委員長

投稿欄小委員会

10 日 41時- 611寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 鈴 木 副 委 員長ほか 2 名

議 事 (1)  i 読者の頁」ノマターンについて

(2) 7 月号テーマザ封入社員の職場へ

の期待。

(3)今後のテーマ案

委 員 会 ( 総 会 )

14 日 4 時一 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 村 康三 ほか 20名

議 事 (1)自己紹介

(2)編集委員会構成と方針説明

(3)編集委員会正副委員長、幹事互 選

(4)前年度よりの引継事項説明

(5)本年度の編集方針のあり方

(6) 7 月号= 建築とプレストレストコ

ンクリート構造特集企画( 幹事会

報告)

(7) 8 月号= 生活排水処理施設のあり

方特集報告

(8) 9 月号以降の企画

(9)編集 ・雑誌に対する意見の交換

施工材料分科会

22 日 正午ー 2 1時 於会館集会室

出 席 者 浅 野 満 男 ほ か 2 名

議 事 (1)施工材料の頁の企画について

(2)そのほか

計画特集幹事会・計画分科会

23 日 3 1待- 5 時半 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 、 片 倉 幹 事 ほ か 5 名

議 事 (1)年 4 回の計画関係の特集テーマ

(2) 9 月号の計画関係の特集の具体化

設備分科会

24 日 正 午 - 2 11寺 於会館集会室

出 席 者 佐 々 木 友 喜 ほ か 3名

議 事 (1)設備の頁の企画について

(2)そのほか

6 月号編集執筆者打合せ

28 日 3 時半 - 8 11寺 於会館集会室

出席者 片倉幹事、杉本特別幹事

7 月号編集執筆者打合せ

28 日 2 11寺- 3 時半 於会館集会室

出席者 須賀幹事、塩路寅雄、松井克俊、

下伊豆隆三の各氏

委 員 会

15 日 5 時半一 71時半 於会館集会室

出席者 小西、岩本、高田正副委員長ほ

か 13名

議 事 (1)正副委員長の選出

(2)定例開催日時について

(3)昭和50年度の事業活動について

(4)そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 !

委 員 会

16 日 511寺- 7 時半 於会館集会室

出席者井上、: ) 1 : 塚正副委員長ほか 11名

議 事 (1)昭和50年度正副委員長、幹事の選

出について

(2)昭和49年度の収支報告について

(3)委員会の運営方針について

(4)¥J o50号 ( 8 月発行) の掲載予定シート

について

(5)そのほか
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| 法 規 委 ー]

委 員 会

21 日 3 時 - 5 時 於会館集会室

出 席 者 市 川 宏ほか 16名

議 事 (1)法規委員会正副委員長互選

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

8 日 8 11寺一 9 11寺半 於大阪グランド

ホテル

出席者 87名

(2)委員辞退に ついて |  当日は日本易学述合会刷会長、八木喜三日月

(3)本年度の方針 (と りあげる べき 議 | 氏より 「人相と健康」についての お話を伺

題など ) について |  った。

(4)法令コーナーのとりあげ万 |  役 員 会

(5)法令特集について |  21 日 正午 - 1 時 於会館集会室

(6)そのほか |  出 席 者 塚 木 、 海 上 、 仙 田 各 氏

教 育 委 員

L >、

:z. 

委 員 会

23 日 5 時半 - 8 11寺 於会館集会室

lU席者 問問 委員長 、佐々木、斉藤、力

武各市Ij 委員長ほか 9 7'，

議 'II. (1)昭和 50年度正副委員長、幹 '1>; のkiii

出について

(2)各ノド委員会の榊成員について

(3)本年 j庄の 'j';. 業企画について

(4)そのほか

建 材 委 員

. 6.  

ヨZ

委 員 会

25 日 5 11寺半 - 711寺半 於会館集会室

出席者 山田、牧田、元木正面I j 委以長ほ

か 5 名

議 Ｇ ｉ ｾ ［ (1)正日IJ 委主i長選任の件

(2)定例開催日時の件

(3)検討事項に| 刻する件

若 い 会 員 の 集 い |

若手建築家に閣〈

5 日 2 11寺一 5 11寺半 於芦屋市民会館

参加者 132名

講師

東 孝 光J建築研究所 東 孝 光 氏

安藤忠雄建築研究所 安藤忠雄氏

A Z  Inst i tut e  山崎泰孝氏

司会者 向 上 小林 恒 氏

5 1時半 - 6 時10分 芦同ルナホール見学

なお終了後、講日Ili を交え懇親会 ( 於竹図 )

を開{ 催 した 。

は

」

学

中之島センターピル新築工事見学会

(第 2 回)

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近

畿支部共催)

12 日 2 時一 4 11寺半

参加者 76名 ( 3 会合計 )

別 に滋賀県建築設計家協会会員 16名が合流

参加 した 。

80  

殺事 (1)昭和49年度収支決算ゑ認の件

(2川百和50年度の収支見透について

(3) 6 月以降の講師 について

4 月 の 入 会 者( 敬称略 )

〔例入会員 12名〕

伊 藤 誠三 ｲ ｬｩ ｾ ｬ Ｚ＠ 11百二 小田〔 イ手割t

尾 崎 君 雄 大 本 文 行 田中 :ll: 

寺 沢 秀H青 '1'村 j 長h1f 西 尾 修三

東村洋一 広111 tll ー 地 回 目ft 雄

(  i使会員 11名(氏名省略 ) )  

海と人間との対話一沖縄海洋博建築写真集く仮私。刊行

沖縄 の美しいサンコＧｬ｜ ＨＡ ｜の ｩｦ 止にや海 ー その望ましい未来Ｂをテーマに 沖 縄 ｩｩｬ ｬｮ 羊 博 の ｬｾｦ Ｎ ｊ ｈｩ ｩ がいよ

いよ近づいてきました 。 この博覧会は「海洋 」 を 対象 とする 世界初 ｊ の悶際 ｴｾ ｬｦＮ です 。

会場は本書11半! : 与の 一角、日11' 1箆令せて 100万 m'の敷地 lこ、亜熱帯公図ょうの自然をいかし、ク

ラスタ一方式によって m成されています。今日の新 技術 を! 駆使 し展 開 される 4 つのクラスター

による展示地設れ は、未来都市発展 への 可能性 をポすものとして注目されています 。 ここに

世界最初 の大続技な海洋 ｴｾｪ の 諸地 設、主に建築を ｲ ｬ Ｚｲ心 に ｴｊ ｴ えた ｩ ｾ ｴ 重 な史実の実証として 、 記

録写T. : - *を 刊行することにいたしました 。

この記録集は、東京オリンピ ック ・日本万国防記録集につづくものとして企画されたもので

す。

! 構入ご希望の万は日本建築協会 ( 干541 大阪市東区北浜 3 - 37) までハガキにて氏名 、送付

先など l明記の上お送り下さい 。

・発 行= 昭和50年 9 月中旬ニ予定

・予 fllli = 3，000円 送料日11

( 8団体会員 t; 'ffill i2  ， 60 OP=I送料別)

・制 集 =沖縄海洋博建築写点よR' 組曲集委

以会 日本建築協会 ・建築業協

会 ・日本建築家協会 ・全同建設

業協会 ・日本，建築学会 ・全国建

築士 恨務所協会迎合会 - 全日本

建築士会 ・日本ill 築セ会述合会

・発 行=v附新連築社

・縦! 長内容

. 沖縄海洋悼の諸施設の全容を綱縦

. 沖縄海洋悼の法本J . l l i 念と性絡

， i中縄の n然と歴史

- 会場の基本計画

Ｍ 主 主 ｾをド ｩ 体 とした 弁ノ マビリオンの Ｇｪ j: 点

- 図 l伺・建物概要

・i(1、のクラスタ ー ・民族 - 歴史のクラス

ター ・科学 ・技術の 7 ラスター ・期待の

クラスター 、その 他諸施設を詳細に収

H  

- 体 J主

・下IJ !ti=横225 ミリ× 縦270 ミリ

・総 頁 = 約 128頁

- 印 刷Ｍカラー約 Ｘ Ｐ ｊｾ その 他 2 色村11

ザ 点= 約 150余/r，( カラ Ｍ → ｈｉｉ ｾ ｉ ， Ｇ Ｎ ｉ Ｚｾ＠ )  

・図 版= 約20余点

- その 他 = 解説文& び処物概要

刊.



内 装 不 燃 材

社

神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル)

7正 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区制 i笠l町50{ 盆ビル 5 附 502号室)

屯日前 大 [i反( 364) 2031- 4  

神 戸市口令区八嶋i J . U 1  - 5  (屯話221 2923)  

之b、

エ三
室 谷 商 事 株 式

本 社

支 庖

倉 庫

を

訓 ＮＷＱ ミー悶ｾ帯

亨 ヲ q イ ト
8 ;t・J 2 の [i)j 水 ( i令二仁υJ

刊日午 絶 縁 工 法

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

同 州 VJ 7k には 奥山武;

'.11:，;丹 03(571)2703- 4・2370・4064・0264

'，[e，，8  06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

Ｇ ，ｉｩ ｊ ，ｾ＠ 052(  811 )  3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

Ｑ ぷ，ｾ 011(231) 7  5  1  1  

東京1l ! 1"1' 央区銀峰 8 - 4 - 1 1

大阪市部品区 nll !斗rl' ilJi 1)  2  - 3- 1  

名 古 屋 市 南 区 若 市 町 3 3  

札帆市中 央区北三 条来四丁目

-1' 主1:

大阪 ｉｌｉｾ 1U 所

名古屋 ｈｾＧ［ ｩＮ＼所

札 帆 ｈｾ ＧｪＡｾ 所
奥山化工業株式舎紅

建物の用途別に設計要点を 、構造別に構造

要点、を即戦的に指導して短期実力向上を計

円、受験期には rz級・ l 級の課題研究 コ

ース』 を実施して毎年多数の合格者を出し

ている絶賛の通信教育。 2 級 l 級受験者は

ぜひお申込み下さい 。説明書急送

仕事に追われる受験者の環境、実力程度ま

で考慮、して、最短時間の勉強で充介な対策

がとれるよう、独特な企画構成指導がなさ

れている全〈新 しい合格への道しるべ 。安

心してご利用下さい 。説明書急送

七輔副

12鱈懸|

建築実務研究所建築と社会係

8 1  

ｾ Ｑ ＶＴ＠ *;;{布11中野区* ' " 針ト51-3

l正，l.f j 03 (363)  7936( ( り

不況どこ吹く風-

今ニそ生きた実力を/

厳しい社会情勢を反映し倒産 ・人員整理が相

次ぐ中にあって、構造技術商だけはますます

の盛況一一ー まさに情造知識こそこれからの建

築界を勝ち抜〈切札です。

。気軽に構造をチェ ッ クしたい /

。手早〈、確実な計算書 を作りたい /

@ 2 級 1級建築士試験に合格したい /

という方は今すぐお申込み下さい。会〈新し

い方法で初歩知識から計算書の作成まで短期

間にマ スター できるようにした速習通信教育

の詳細説明書を急送します。

昨年は 45才の主婦でさえ修了し、現在引張円

だこの活躍を続けています。

〈

建

築

家

必

習

の

通

信

教

育

V



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡 朝 日I 業 社

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町1- 2- 7 電話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社 大 阪 市東淀 川区1JU!:，¥II! T 3 5 7 llL話 ( 302) 2 2 7 1 ( 代 )

支 ! 市 北 泌 i芭 ・ lill 台 ・ 名 古 屋 広 μ ・ 制 間

営 業 所 却1I 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 償 浜 ・，'fI1 1珂 ・京 高I1 ・神 戸

電気・ 空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

舎 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 社 大阪市西区江戸別11 - 60 '，l!. ;1，r; ( 441  )8231代 表

支 l苫 点京 ・名古毘 ー大 l阪 . ｦｦ ， ｾ岡 ー ｦｬ ｩｊ ｦ￬ .  1宮沢 ・広品

営難所 札 帆 新 潟 岡 山 ・IfE松 ・熊本

出張所 民主問 秋 m 償 浜 . 7. ::;山 ・1岳 山 首;i J!". ' Ｉｾ［ｲＮｊｉ＠

神戸 ・鹿 児Jゐ 郎新

給 排 水 ，j:' ( I 色

H左 冷 房 ・換 気 設 計 地 工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 dj ' 北 区 高 厄 聞J - 'r l ! : ; i 丹大阪372局7 151( 代 )

京 都 市 米 山 区 大 和 大 路 正 i( ij 1.:， 1レ 1 Lht 京有11561局4944 ( 代 )

神 戸 市 生 川 区 下 山 手 通 六 I - Ｇ ，ｾ 訴事 ＱＱ 戸 ＳＴ Ｑ 日 Ｕ 8  9  2  

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の 設計・施工

( Irl j; 百泌久平 'J' ;務所)

⑮ 斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 定

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06 - 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日 本 ピ ル デ ン グ )

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

j住 所 中し似 hli ;"， イ宮沢 ・ ':"1 松 |品j 山

ζ } 叶 1/0¥ J' ・ [i  ｾｦＧ，＠ '  J.よ }:，'j • 門小牧

J令 H乏 E号 、， 出 境 紛I生 地 設

給相| 水 j:ri 生 水 道 f i  

E  U  A 豆、 イ..f 役 迅H自立機械

メ ¥， I 圃.、

j冴 J，O  - - ，一一一軍 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 飴i

立 ; 府 民 正案圧l 初 h蕊

大阪市東 区北 浜 2 丁 目 2 2 番 地 包 括 大 阪 (202) 代琶を3071

本 1& 東 京 ・日比谷 ・三 侭ピノレ

支 Ji !I 名古屋、 Mi l剤、札械、広 1:: ，、仙台 、北 陸

出 悦 所 徽 浜、金沢、静 !日L r.r，松

空気調和設備 ｦＦｾｉＭ 施工
衛 生 設 備 t

' ⑪三建設備工業株式奮祉

大 阪 支庖 大| 仮 rli 北 区 紅 村 正 問T 6  5 帯 地 定 詰 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京高'11
ド央 区 日 本 航 蝋 伎 町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 座 ・fill 台 ・. f L帆 . 1:1: }:h .  n'I'; 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

82 

。
東京本 ｉｾｩ

大阪本的

支 防

t.H  1長 pJ[

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

-‘ 

-
-・b

空 調発! 式会社

東京郎新宿区西新宿 新宿住友ピル ' ;[訴 03- 344 - 1911 

大 阪 市 北 区 広 日l 田T 16  {在 地' ，[ ，¥1，06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 山 町 11 - 2  ';[J Ii 052- 581- 8571  

広 J:: j 市 紙 屋 町 1 丁目 2 得 22号 泣 訴0822- 47 - 4535

縮 問 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 屯 話092- 761 - 3795

横浜1; ，i 1 ' 京都 ・神戸 松 江 沖 縄

一一冷・暖房 、衛生、機器配管、設計施工一一

⑮ 
株会社式

: 重三

，同
7j く エ 業 所

牛; tl 大 阪 山 大 淀 区 it.j i，尻町 3 丁 FI 14番 地

干 5 3  1  " 五，治大阪 (372) 2  8  5  1  ( 代 表 )

京 ｾｊｾ 支Ｇ， ｬｻ ｾｴ 京ｲＮｴ ｬＧ Ｂ 央区八下掛 Ｔ 丁 ￭ｬ ｬｬ ｬｦ ｴＷ 号

干 1 0  4  ( 科11'千 ビル)

" 正ぷ *  i;( ( 551)  8  0  4  1  ( 代 表 )

ｴｬｾ＠ ，;u I' ifr む iμ ' iil' ， ｲ ｬ ｾ ， ＧドｲＮｬ Ｑ 下Ｎ ［ Ｎ _OH  Ht  

fl{ '  1/0' ， ｼ吋 Ｇ ｬｩｾ LII '  ，Ｚ Ｇ ｾ松

S!II量込

書亘ES 新日本空調株式会社

司.，. uu

大 阪 支 J市 大 阪 市 北 区 :!:U，¥iR iJ.O 1  - 2  5  ( 新 大 ビ ル )

屯 訴 (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・点以 支 1.'; *京r. I I ' ，' ，央 区 日 本 総 本 石 町 ←2( 三 J H'1二別館)

1正話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大 代 )

?" ｾ，Ｍ hl 九 州 広 仏 札 帆 ・点 泌 付 ・北 陸 ー大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西区 土佐 堀 通 ト 14 T  E  L  06 - 441 ー 5 17 1

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古屋 ・京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー } 著 書 卸 冷 機 構 葺 告 往

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 反 町 3 番 丁 6 8 番 I也

( オート セ ンタービル 2 階) 郵 便 寄 号 542

1E話 大 阪 ( 06) 768 - 5  0  3  1  番

東 京営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九 段 ビル 8 階) 郵便 番号 102

電 話 東京 (03) 262 - 3  2  4  1  - 4  .Ift 

- 空 気 椀 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

V 大

，ー=

ヌ1 茄土

( 旧 社 名 建 材 社 )

本社 !U，;¥支I，'{=車京国新1ft 区間節目2-o(軒lfi 住反ビ"12・13FI @( 344)1851大代

大 阪 支 山 = 大 阪 市 北 区 中 之 1: ，¥2  - 22 ⑧ (203)3721 代

名 古 屋 支 1;¥;=名古屋市 中区錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211)1535 代

出張所 ］ 札帆 Ｈｾｉ 合 ｕ 日 Ｑ 金沢神 戸 ・ 高松

広 島 怯 山 九1 向 ・沖 縄 パ ンコ・γ 7

， 



一 般 空 鯛 段 備 ・ 恒 i且 慎 湿 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 普 段 備 そ の 他 上 記 に 附

，園、一 帯 す る 衛 生 、電 気 等一 切 の 工事 の 設 計 ・施 工

ｉｾ イタ苓牢 ｕ フヲシト楠読書桔
司ヌF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中樽本 i凪 1 丁 目 2 '僻地ホ ーコクピル

支 I苫

営割陣所

回

ー阪支庖

本 社

干 531 電 話 大 阪 ( o. 6) 372- 5171(代表)

東 京 打11 中 央 区 日 本 締 本 日IT 3 の 1 共 同 ヒ J レ

干 10. 3 m結 束 京( 0. 3 )242- 5521( 代表)

縮 問 ・名 古 屋 広 品 ー札 帆 仙
ム

回

111:: . 冷房 ・空気品ll 制度調2寝袋世

設 計 地

高 fi!!! 
釜負

品主ｾ

-← 

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 - 阪 (372 ) 2  5  1  1  ( 代 表)

来 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

i星 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 別 田 町 3 0  .. 包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3- 3- 1 ( 新東京ビノレ)

仙 台 支 庖

ｾ ｬ ｬｬ￭｀Ｎ 支 Ｑ 苫

itl 話 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

屯 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

W. 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

く哩哩型医コ 空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備ー文

東 洋 烈 工 鍵 格 式 舎 を 量 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京総 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 稲 岡

T E し(433) 8  0  7  1  

T E し( 562) 1  3  ! )  1  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 行

⑨日本管工業株式会社

大 阪 支 l苫

四 日 市 支 底

滋 賀 営 喋 所

湾 営 難 所

Ci"iO> 

京 都 市 南 区 西 九 条 12 岡 町 2 0 番 地 内 1

' ;Ii話 (681) 5 1 0 1 - 5 ・夜間専用 (691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 係 筋 1 - 37( 天満僑北詰)

11I話 (352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑮7431- 3  

大 沙 市 打 出 浜 13ー 15 i lI訴 0775 ⑫ 9 7 3 8  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 11I話 0592 ⑧ 3 6  1  0  

2舎町産H 観 S

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾ可 Ｚｾ Ｚ ｾｕＺＢ

当a:電' ー. . . .
_ ，_ 、 東洋キャリア工業( 株) デストビューター |湖西地区

! ∞自宅設設主車整Z伊 社

空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設備

荷 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

天 理 ・稲出 張 所 京 者11 . 広 1: ，¥ .  
問

@  平w互業株式会社

衛 生 ・空気調和 設備 ・設 計 ・随 工

T E L  (4 4 1)附 l 矧 . ( 443)  日切 3 31 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2

空気調和 ・恒温'1宣湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 エ 業 績 給 紅

本 底

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 南 区 TI l' i!豊田T 2  - 5  0  

東京都大田区内向込 1 - 2  - 1  

銀 座 ・ 浜! 0 . ' 京 都

.;t;:f，f; 261- 2436(ft) 

泣訴 773- 1231ffjj

神 戸 ・ 九'. 1珂

山

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

田 エ 業 株 式 玄 社

本 ト1: A 阪 市 内 I責点目1I 糊 1 r  11 6  2  ;"，;1; 06  (443)8161(よ代m

r， .' iM! 支社 名 .I i ｫ ｾ＠ rli  '1
1  
[)(栄 2111 16- 13 '，L:"，';  055 (202)  0077( !U n  

J; n哉ピル

出 張所 ｾｴ ｊ［ＧＺ 都港伊Ｚ北 Ｑ Ｇ Ｑ ＱＱ Ｑ Ｓ T  11 6  - 1  8  

⑪ 

Jtl ，il ビルディノグ 山111 3附 '，[e"f; 03 (409)  8  9  0. 5  

N' ， ［ ，ｉ￬ Ｇ ｾ Ｎｭ ｬｩＨ ｾｴ ｬ ＼ 統ｩＡＡｩ 7  1'1 11の1 '，L:"f; 078 (341) 1778' 4386 

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

設計施工

設計製作

林 武 舎 社

*:，tP.シ
代表取締役 仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社旧社 名

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281( 大 代)

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・広向 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレックス . 本 社 No.. 562 ー7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

8 3  



電気設備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 ，11 北 区 中 之 lゐ3 の 3 <i 月日ピ J レデ ィン グ

T E L  代表 ( 385)  1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 田T 3  - 3 4 -

T E L  代表 (385)  1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 ml 必 t l '町 21 t住地

T E L  代表 ( 311 )  1  1  8  5  

社

A

Q

一

A

設計施工

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備の 頁

6詮

本

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313 ) 1  1  0  1  ( 大 代 )

l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞'Ii!.¥. 大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九1' 1-1

A

Q

玄式株業工原栗

6  本社営業所

京都営業所

支

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

大|仮 di W: 区間関情 I_i_ TFI 一八帯地 ｾｴＡＺ前大 ｼ 仮 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲ Ｕ Ｍ 9 得

本 '11 東京 M T 代 111 区 ilG1111 m 1 丁目 4 帯 地 5 J，;. 

支 '11:  .f L 帆・ 1111 台 ' ) L I 内 ・名 古 川 ，1;，¥ I刈

fB iI，長 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 償 i兵 約| 珂 '/;'; 111 

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

盟i
，、

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 制i 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 附)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

束 京 都 中 央 区 日 本 統 制 l崎11汀3 丁目 2 番地

，; [ 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 山奇 ・ 利| 紋 1);( . 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

ネ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

喝'

気 株 式

電 気 工 事

エ

A

S

A

-

-

一

間

式

一
i

一

株

机

胡

機

嘉

伊

電

出

船

{

玉

附

気電

S注 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 11i 城 東 区 野 江 * 之 町 三 T n  - J i  

屯 品 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市城東区野江点之町 3 丁 目11 "屯話大阪 (931)7004 

奈良県御所市御|吋i曲3 6  0  ¥te，fIi 御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚 ) i 11; 山之 l二丙町 1 の 1 "正"f; 枚 )J (43)8659・(44)9232 

A

Q

一

A

本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 制i 笠 町 5 0  (: 堂ビル 3階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニ ュー新僑ビル 7 附)

' l ! l 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  (代 )

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊

+
L
 

4

4

a

 

活

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営難所

応支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 打111¥田T 1 丁 目 1 1  0 - 1件地

'，tL Ｚｩ ｬｾ Ｇ 大 ｬ 荻 Ｈ ＴＷＲ Ｉ 代ぷ Ｑ 1  0  1 ー 7

J . I工点打11品川区内 1" 反 UJ 6  T  rJ 25帯 11J ，::; ，( 似仏ピ J レ)

f包 括 話 J.lミ ，;， ( 49 1) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 fr 区 銚 物 自/1; 町 2 3 詐 地

f正 治 小 tr ( 56)  5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

下 手 車 ・ 和 歌 山 ・ *' . I'i h{  

制ー

，，1:: 

中;

立:

社

電 気 工 事 ・曹十 装 工 事 ・設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 克

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 1 1 f T 5  6 帯 地

ｾＡＡＮ話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8 8 8 1  

東 京 名 古 尾 ，Vq 日 Ili ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・liI. i l! ' 静 岡 ・水 K占・稲| 刈

干J本

'::t・業所

支 府

営業所 I洋tB ｾＱ ＼ ，苛

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 工エ

実同取締役社長日目四林取締役社長

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541)0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・楠

杜本

大 阪 市 街 l;A 区 上 九i，}Jj 北 1 - 2  

T  E  L  ( 06)  452 - 1  1  5  1  ( 代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 ft 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462 - 1  3  0  1 (代 )

電力工事本部

|珂営業所

A

S

A

 

電 気工事 ・計装 工事 ・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永

電気設備設計施工

、昼ュ

1旦

大 阪 /1'; 北 区 間 期 川 町 1 5  . ( 存地

' ; ! ! . 話大阪 ( 364 ) 代 3 0 5 6  

束 京 神 戸 ・広 品

名 占 屋 ・岡 山 ・水 J:l) 

札帆・ 滋 ｪｾ . 白 砂 絞 山 ・三 原 i中縄

山取締役社長

社

府

所

所

ノド

支

付

白

山

山

高千語亀繊株式会結

w  

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 - 1  1  7  1 大 代 表

東 京 ・神 戸 ・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

間

v
ネ土本

業

川

政

営 業 所

84 



建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖
内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

特 許 申 請 中 ・ 完 全j骨止タイル

大阪市都島区都島 中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代 表4421- 3  

宮

冗発
巳

H

1

泊

方

・'
ν
 E

，
，
 イタ

ス

S

エ

q

v

 

ンサ

に

》

( カタ ログ進呈)

⑬ 

⑪: :  '11 j手窯意識庖

ト弓 1 ・ヒューム宅

ペン手しーチ・ミ〉ホーj レ

合

目

勺

川

村

高

知

山

幸

官

一-一

諮
問

e  

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 98番地( 靭本町パス{ 亭前 )

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 番地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

屯ぷ 姫 路0792 (82)  0  9  9  9  

建設省認定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3号

エ " ウ ォ ー J レ基材同等 o0  0  3号

ヱ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4号

Standard 

@ 園

官時

Board&Slate 

社 大阪市東住吉 区野j 川町 3 - 54 ｾ屯 話 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ ー ＷＸＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

大1 Z町mF曹6梼 58

タイル

常設展示場

A M.IO.00- P.M.5.00 

日曜 ・祝日は休官官

|雲|
年中見ていただ、ける 皆様の見本室

梅田新道 O  

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  ( 06 ) 364 - 2059 

.ド

• ， 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両替 IUTl - 12 日 生 ビ ル f i  (943)6571代 表

東 京 ・般 浜 ・1蕊岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡崎 ・名 古屋 ・' 白山 ・大 津-京都 ・場l .神 戸 - 広 島 ・福 岡 他全国主要 都 市

8 5  



キ
--

つ

社

-0、

:z::t 
涯柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市西 淀川 区御 幣島西 3 ノ 99

本 社 工場

第 二 工場

'・

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 … に 1 、一

塗 付 ・・に ) 王材

| 石 綿

完全 耐 火 j

ｾＢ＠
/ F / F インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

(旭化成ミュ- )レコート・セット品)

rs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業 所

d議

膏 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

阪 市 西 区 南 掘 江 通 6 丁目 39帯 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757- 9  

営 業 所 東 京 ・高槻 ・明石 ・姫路 ・四国 ・中国

8 6  



、

t  

.，. 

タ然えない

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

本 社 兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 リ 3 - 26松本ピル' ; ' [ L 話大阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 均 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 包 括 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 l吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ピノレ 包 括 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

モルタル・コンクリー卜用

ご一報次第

カタログ進呈します

牢マ ノ - J レ| 坊水斉IJ は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

会 し 、 硬 化 機 織 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 q及 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

本 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 欣 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢 セ メ ン ト と 総 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空気 中 の:嵐類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ，ItJ] 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

% 2: 2 - 1 - ( セメント起泡淘ト Z F S E & (22Z22)  

セメント ｩｬｾ 手｛ｊ剤 ・ ｄＱ ｊ 材綜令メーカー

223由民旨41 : 工事土

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 ー 1 f i  東 京 ( 774) 4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 大 H汀 1 2  1  3  f i  土 浦 (21)  5  1  8  9  

東 北 営業 所 U;-I; ｽＺｨ 県布ｾ ｽ［ｾｉｪ 市下型 ｔ 寺乍 ｩ 卓原 t宝 もM!;:j (34 )  7  1  1  1  

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 政 岡 市 南 大 通 3 - 12 - 50 宝宝 股 間 ( 24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 成 区 米 中 本 2 - 17 - 26 宜主 大 阪 ( 971 ) 4  7  6  5  

8 7  



おしゃれ芯

ヨドコウの生活関連商昂

民彊量ｾ

タ

，

i
.

1

4

一

，

- 用途に応じて選べる1.3m' CO.4坪) から

6.6m' C2坪) までの豊富な8 機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

l  ， I  

⑤致ｾ
ヨ.⑨⑨

※ マンション ・団地などのベランダに

ヨド物置ミニガ好評です。

画 t

恒 l 志 社 大，..ifi J l !Rffi "，'r4  T … 相 官( 一 日 11

鴎官綱慢嗣Jト宮M… 寮灯所 4札 叫州ω L川哨叩幌劇附m………{ 俗悶刷ω叩お矧別251) 47リ山仰)4同…a岬477円7

軍京宣社 東草都中 5失処巨λ T堀4丁自 3番地 l 号[ 軍叫高市ピ，ルレ) '干干 10但a 官 (ω03幻河E白51一11げ71

z  横A 俗叫 ) 9引12お3'1粛町崎{何6引lリ)1ロ28由l 静向 ( 5臼3) ∞1四9 .冨山[ 日32幻) おE血凶名百理{ 何57円1) 2担'42幻i  

ス阪( 245) 120卜広島 ( 48) 2431 高松臼4) : ぁ11 噛岡 (781) 回 35

- ヨド物置の看板の拐、または全固有名百貨庖でお求めください。 It

トを最良の減水剤で- - - . グ最 高 のコンクリー

圃 各 種 擁 壁 工 事 ・ 宅 地 造 成 用

魅苦闘噌ｾＮｬｦＧｴｉ ｪ

ト 減 水 剤

E1 .， 5 1  1・

- ヰ寺言午コンクリー

a

l

t

i
-

-

4

・
。
，

. フ ッ 素 樹 指 加 工

〈そ の 他製 造 及 び 取 扱 い 商 品 〉

・ 主或フ}く斉IJ 1) グ コ ン

. A E 宵l リ グ ポ ー ル

・ 建設 資 材 全般

- コ ン ク リ ー ト 二 次製 品

女カタログご入用の方は本誌名記入の上ご一報下さい 。

神 戸 材 料 株 式 会 私⑩ 

f i 078( 231 ) 1421 (代 )

f i 03 ( 294 ) 6167 ・6177

f i 092 ( 731 )  2  4  7  7  

f i 0138 ( 41)  7  8  7  4  

88  

科I 1 ;  ､ｩ 立合区 ￭ｦｾ 内町 Ｑ 丁目 Ｓ 7  

束 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1丁 目 12- 12 ( 美 土代 ピ ル )

福 岡 市 中 央 区 野 田 2 丁 目 1 6 ー 7

函 館 市 有 川 町 8 番 6 号

本 社

東 京 営 こ業 所

九 州 信 業 所

ゴlニi4IJ， ill 出リli 戸斤



東

西

ア

ス

と

田

島

の

実

績

を

写

女

東

西

ア

ス

写

真

集

、

完

成

。

⑫東西アス協組

防水なら・・・という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて20年。写真集はその歩みの集約です。

Wi  
/ :・・，

府組合

芭，. ，，7 '1 I vt .  

ふ

防水lこ専心し、業界に先進する東西アル

今日までの積み重ねをバネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

50年

マ 東西アスフ河崎業協同組合

田島ルーフインク‘ 株式会社

大阪 ・大 阪 市 西 区 京 町 堀 | ー 74 電話 (06)441 - 5951

東京 : 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13 電話 (03)862- 8531 48年45年昭和35年 40年



三星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。
全く新しい床タイルです

責任 施工 の出来 る協組員 が入念 な仕上 げをします。
三 星 ピサロンは、従来 のビニールタイルとは製法

これからはピサロンの時代です
原 料 配合 が全 く違います。塩ピの他に最近開発さ

定

価

六

百

円

(

送

料

共

パ ターンは、現代の

インテリアデザインに要求 される個性的な床造り

には欠かせ ません。東 京 浜 松 町 の 超高層 世 界貿 易

三 星 ピサロンの新しい色調、
れた新しい共重合体の特殊樹脂を用いた画期的な

新製品です。 軟質プレスタイプの床タイルに比べ

仕上り安定性がよく、

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

カレンダ一方式の流れ模様

ピサロンの持つとは対照的な静止した現代模様。

エラスチ ックで高級 な 質 感 、 す ぐ れ た 歩 行感 は、

はその模様がフラ ンスの画家 ピサロのタ ッチに似床タイルの新しい世界を聞きました。

表

紙

・

き

り

え

加

騒

義

明

ていることから、名付けられたものです。

* 規 格 = 333 . 3X 333 . 3X 2 "1ん

* 色 数 = 15色

育価 格 = 標 準 工 法 2，100円 1m' ( 300m' 以上)

耐 水 工 法 2，250内Im'( 300m' 以上)

階 段40% 向

9 枚:/ m'

田 島 鹿 、 同

協同組合員が責任をもって施工いたします

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専用品〉

電 話 大 阪( 06) 231- 9648 ・9649 ・9640 銀管口座大阪39975番

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I 1

電信 ( 866)  6  I  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電路 ( 441)  5  9  5  1  

大阪市東区北浜3- 37干541日本建築協会
. こ' 入会のお申込および「建築と社会J のご購読は ・社団法人


